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第１章 調査の目的等 

１-１ 調査の目的 

岩⾒沢市では、平成 27（2015）年３⽉に「岩⾒沢市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、教育・保
育・子育て支援の充実を進めてきました。 

今回、令和 7（2025）年度を初年度とする「第 3 期岩⾒沢市子ども・子育て支援事業計画」の策定に向
けて、岩⾒沢市における教育・保育・子育て支援の「量の⾒込み」を把握・算出する必要があるため、市⺠の皆
様の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利⽤状況」や「今後の利⽤希望」についての調査を実施しました。 

 

１-２ 調査の種類と実施方法 

 

調査の種類と対象者 実施方法 調査方法 

①就学前児童調査   

 就学前児童（０〜５歳）の保護者 無作為抽出 
（兄弟姉妹等は除く） 

郵送による配布 
郵送及び WEB 回収 

②小学生調査   

 小学生（１〜６年生）の保護者 無作為抽出 
（兄弟姉妹等は除く） 

郵送による配布 
郵送及び WEB 回収 

【調査期間】令和６年 7 ⽉ 6 日〜7 ⽉ 29 日 
【調査対象地区】市内全域 

 

１-３ 配布と回収状況 

 

調査の種類 配布数 回収数 白票等 有効回収数 有効回収率 

①就学前児童調査 1,498 583 5 578 38.6% 
②小学生調査 1,500 510 6 504 33.6% 

総 計 2,998 1,093 11 1,082 36.1% 

※白票等には集計対象の期間を過ぎて提出された分も含む 
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該当児童と無作為抽出数 
就学前児童調査  小学生調査 

年齢 該当児童 割合 抽出数  年齢 該当児童 割合 抽出数 
０歳 301 18.2% 272  ６歳（１年生） 465 19.9% 298 
１歳 315 17.8% 267  ７歳（２年生） 478 19.1% 286 
2 歳 319 15.8% 237  ８歳（３年生） 494 17.4% 261 
3 歳 358 15.6% 234  ９歳（４年生） 516 14.6% 219 
４歳 403 16.2% 243  10 歳（５年生） 568 16.1% 241 
５歳 409 16.4% 245  11 歳（６年生） 538 13.0% 195 
計 2,105 100.0% 1,498  計 3,059 100.0％ 1,500 

 

１-４ 集計結果の表し方 

 設問は単⼀回答、複数回答（例︓当てはまるものすべてに○）の２種類があります。 

 時間等の数量に関する設問は単⼀回答に統合しているものがあります。 

 単純集計の単⼀回答は円グラフ（選択肢など⾒やすさを考慮して⼀部横棒グラフもあり）、複数回答は横
棒グラフで表しています。 

 クロス集計では単⼀回答、複数回答ともに数値表（横棒グラフ）で表しています（単位︓回答者数は人、
横棒グラフは％）。 

 図表の数値は、各設問の無回答を含む回答者数に対する百分率（％）で表しています（⼀部、無回答
が多い設問については回答者数で分⺟として算出）。 

 百分率は小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示しているため、⽐率の合計が 100.0％に
ならない場合があります。 

 複数回答の設問では、百分率の合計が 100％を超えることがあります。 

 クロス集計の分析軸となる項目に「無回答」がある場合、これを表示していません。よって、＜回答者数＞の
「全体」と各項目の和が⼀致しない場合があります。 

 回答者数（ｎ）が少ない項目については、⽐率で⾒ることは注意が必要です。 

 
 

 

 



第２章 集計結果 

3 

第２章 集計結果 

２-１ こども・回答者の属性 

（１）お住まいの地域 
就学前児童 問１ お住まいの地区はどこですか。【単数回答】 
小学生 問１ 同上 
 

就学前児童では、「北条丁目、有明町、元町、北本町、若松町、桜⽊、緑町、⻄川町、⼤願町、稔町、峰
延町」が 19.9％と最も高く、次いで「条⻄丁目、⼤和」（18.7％）、「南町、美園、志文、上志文、下志文、
志文本町、ふじ町、⾦子町」（12.6％）、「条東丁目」（11.8％）、「日の出、かえで町、若駒、栄町、東町、
岡山町、宝水町」（11.6％）、「並⽊町、緑が丘、春日町、鳩が丘、東山町、駒園」（10.6％）、「上幌向、
幌向、中幌向、御茶の水、双葉町」（8.8％）、「栗沢町」（2.9％）、「北村」（1.9％）、「上記以外の地
域」（0.2％）と続いています。 

小学生では、「北条丁目、有明町、元町、北本町、若松町、桜⽊、緑町、⻄川町、⼤願町、稔町、峰延町」
が 17.3％と最も高く、次いで「南町、美園、志文、上志文、下志文、志文本町、ふじ町、⾦子町」（13.9％）、
「条⻄丁目、⼤和」（13.7％）、「並⽊町、緑が丘、春日町、鳩が丘、東山町、駒園」（12.7％）、「日の出、
かえで町、若駒、栄町、東町、岡山町、宝水町」「上幌向、幌向、中幌向、御茶の水、双葉町」（各々
11.7％）、「条東丁目」（11.1％）、「栗沢町」（3.4％）、「北村」（3.0％）、「上記以外の地域」
（0.4％）と続いています。 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 n= 578

条東丁目, 11.8%

条西丁目、大和, 18.7%

北条丁目、有明町、元町、北本町、

若松町、桜木、緑町、西川町、大願

町、稔町、峰延町, 19.9%

日の出、かえで町、若駒、栄町、東

町、岡山町、宝水町, 11.6%

並木町、緑が丘、春日町、鳩が丘、

東山町、駒園, 10.6%

南町、美園、志文、上志文、下志

文、志文本町、ふじ町、金子町, 

12.6%

上幌向、幌向、中幌向、御茶の水、

双葉町, 8.8%

北村, 1.9%

栗沢町, 2.9%

上記以外の地域, 0.2%
無回答, 1.0%



 

4 

 

  

 

 

 

 

（２）こどもと家族の状況 

①年齢 

就学前児童 問２ 宛名のお子さんの生年⽉をご記入ください。 
 

就学前児童の年齢は、「０歳」が 20.8％と最も高く、次いで「１歳」（19.2％）、「２歳」（15.9％）、
「３歳」（15.1％）、「５歳」（14.5％）、「４歳」（13.5％）と続いています。 

 

小学生 n= 504

条東丁目, 11.1%

条西丁目、大和, 13.7%

北条丁目、有明町、元町、北本町、

若松町、桜木、緑町、西川町、大願

町、稔町、峰延町, 17.3%

日の出、かえで町、若駒、栄町、東

町、岡山町、宝水町, 11.7%
並木町、緑が丘、春日町、鳩が丘、

東山町、駒園, 12.7%

南町、美園、志文、上志文、下志

文、志文本町、ふじ町、金子町, 

13.9%

上幌向、幌向、中幌向、御茶の水、

双葉町, 11.7%

北村, 3.0%

栗沢町, 3.4%

上記以外の地域, 0.4%
無回答, 1.2%

n= 578
就学前児童

東西条丁目地区, 30.4%

周辺地区, 54.7%

郊外地区ほか, 13.8%

無回答, 1.0%

n= 504
小学生

東西条丁目地区, 24.8%

周辺地区, 55.6%

郊外地区ほか, 18.5%

無回答, 1.2%

就学前児童 n= 578

０歳, 20.8%

１歳, 19.2%

２歳, 15.9%３歳, 15.1%

４歳, 13.5%

５歳, 14.5%

無回答, 1.0%

東⻄条丁地区 ︓「条⻄丁目、⼤和」、「条東丁目」 
周辺地区   ︓「北条丁目、有明町、元町、北本町、若松町、桜⽊、緑町、⻄川町、⼤願町、稔町、峰延町」、「日の出、かえで

町、若駒、栄町、東町、岡山町、宝水町」、「並⽊町、緑が丘、春日町、鳩が丘、東山町、駒園」、「南町、美園、志
文、上志文、下志文、志文本町、ふじ町、⾦子町」 

郊外地区ほか ︓「上幌向、幌向、中幌向、御茶の水、双葉町」、「北村」、「栗沢町」 

※年度（学年相当）に換算 
例︓１歳になる年度→０歳 
   ２歳になる年度→１歳 

３歳になる年度→２歳 
４歳になる年度→３歳 
５歳になる年度→４歳 
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②学年 

小学生 問２ 宛名のお子さんは何年生ですか。 
 

小学生では「１年生」が 22.6％と最も高く、次いで「２年生」（19.2％）、「３年生」（18.3％）、「５年
生」（14.1％）、「４年生」（13.1％）、「６年生」（12.5％）と続いています。 

 

③きょうだいの人数 

就学前児童 問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。 
宛名のお子さんを含めた人数をご記入ください。 

小学生 問３ 同上 
 

就学前児童では、「１人」が 42.7％と最も高く、次いで「２人」（36.5％）、「３人」（14.0％）、「４人
以上」（5.2％）と続いています。人数の平均は、平均 1.8 人となっています。 

小学生では、「２人」が 46.0％と最も高く、次いで「１人」（24.6％）、「３人」（21.8％）、「４人以上」
（6.0％）と続いています。人数の平均は、2.1 人となっています。 

 

 
 

 

 

n= 504
小学生

小学校１年生, 

22.6%

小学校２年生, 

19.2%

小学校３年生, 

18.3%

小学校４年生, 

13.1%

小学校５年生, 

14.1%

小学校６年生, 

12.5%

無回答, 0.2%

n= 578
就学前児童

1人, 42.7%

2人, 36.5%

3人, 14.0%

4人以上, 5.2%
無回答, 1.6%

n= 504
小学生

1人, 24.6%

2人, 46.0%

3人, 21.8%

4人以上, 6.0%
無回答, 1.6%
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④同居している家族 

就学前児童 問４ 宛名のお子さんと同居されている方すべてに○をつけてください。【複数回答】 
また、同居している家族全員（ご両親とお子さんを含む）の人数をご記入くださ
い。 

小学生 問４ 同上 
 

就学前児童では、「⺟親」が 99.0％と最も高く、次いで「父親」（90.1％）、「兄弟姉妹」（51.7％）と
なっています。また、家族全員の人数は、「４人」が 36.0％と最も高く、次いで「３人」（34.8％）、「５人」
（15.9％）となっています。 

小学生では、「⺟親」が 98.0％と最も高く、次いで「父親」（86.3％）、「兄弟姉妹」（67.3％）となってい
ます。また、家族全員の人数は、「４人」が 40.9％と最も高く、次いで「３人」（24.4％）、「５人」（18.5％）
となっています。 
 

 

  

母親

父親

兄弟姉妹

祖母

祖父 就学前児童
その他 n= 578
無回答

99.0 

90.1 

51.7 

9.7 

6.6 

2.6 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n= 578
就学前児童

2人, 2.6%

3人, 34.8%

4人, 36.0%

5人, 15.9%

6人, 4.3%
7人, 2.1%

8人, 0.5%

9人, 0.3%
10人以上, 0.2%

無回答, 3.3%

母親

父親

兄弟姉妹

祖母

祖父 小学生
その他 n= 504
無回答

98.0 

86.3 

67.3 

12.1 

7.3 

1.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n= 504
小学生

2人, 2.0%

3人, 24.4%

4人, 40.9%

5人, 18.5%

6人, 7.9%

7人, 2.4%

8人, 0.8%

9人, 0.2%

10人以上, 0.0% 無回答, 3.0%
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⑤調査票の回答者 

就学前児童 問５ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。【単数回答】 
小学生 問５ 同上 
 

就学前児童では、「⺟親」が 86.9％、「父親」が 12.8％となっています。 
小学生では、「⺟親」が 84.7％、「父親」が 14.7％となっています。 

 
 

 

⑥回答者の配偶関係 

就学前児童 問６ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 
【単数回答】 

 

「配偶者・パートナーがいる」が 92.7％、「配偶者・パートナーはいない」が 6.9％となっています。 
 

 

 

n= 578
就学前児童

母親, 86.9%

父親, 12.8%

その他, 0.0% 無回答, 0.3%

n= 504
小学生

母親, 84.7%

父親, 14.7%

その他, 0.6%

n= 578
就学前児童

配偶者・パートナーがいる, 

92.7%

配偶者・パート

ナーはいない, 

6.9%

無回答, 0.3%
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２-２ こどもの育ちをめぐる環境 

（１）こどもの育ちをめぐる環境 

①子育て・身の回りの世話をしている人 

就学前児童 問７ 宛名のお子さんの子育てを主に⾏っているのはどなたですか。【単数回答】 
小学生 問 7 家庭でお子さんの身の回りの世話などを主にしている方はどなたですか。 

【単数回答】 
 

就学前児童では、「父⺟ともに」が 58.5％、「主に⺟親」が 40.3％となっています。 
小学生では、「主に⺟親」が 49.8％、「父⺟ともに」が 46.6％となっています。 

  

 

  

n= 578
就学前児童

父母ともに, 58.5%

主に母親, 40.3%

主に父親, 0.3%

主に祖父母, 0.0%
その他, 0.0%

無回答, 0.9%

n= 504
小学生

父母ともに, 46.6%

主に母親, 49.8%

主に父親, 1.0%

祖父、祖母、きょうだい、

その他の親族, 1.0%

その他, 0.0%
無回答, 1.6%
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②日常的に世話を頼める状況 

就学前児童 問 9-1 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。【複数回答】 
小学生 問 10-1 同上 
 

就学前児童では、「緊急時等に祖父⺟等の親族」が 70.4％で最も高く、次いで「日常的に祖父⺟等の親族」
が 24.0％となっています。 

小学生では、「緊急時等に祖父⺟等の親族」が 61.1％で最も高く、次いで「日常的に祖父⺟等の親族」が
22.2％となっています。 
 

 
未就学児童 子育ての不安の有無別 日常的に世話を頼める状況 (%) 

 
 

 
小学生 子育ての不安の有無別 日常的に世話を頼める状況 (%) 

 

  

日常的に祖父母等の親族

緊急時に祖父母等の親族

日常的に友人・知人

緊急時に友人・知人

いずれもいない 就学前児童
無回答 n= 578

24.0 

70.4 

1.7 

6.7 

12.8 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=

日常的に祖
父母等の親
族

緊急時に祖
父母等の親
族

日常的に友
人・知人

緊急時に友
人・知人

いずれもい
ない

無回答

全体 578 24.0 70.4 1.7 6.7 12.8 0.2

感じない 250 30.8 69.6 2.4 6.8 8.8 -

感じる 300 19.3 71.0 1.3 6.3 15.3 0.3

なんともいえない 22 13.6 77.3 - 13.6 18.2 -

不
安
の

有
無

日常的に祖父母等の親族

緊急時に祖父母等の親族

日常的に友人・知人

緊急時に友人・知人

いずれもいない 小学生
無回答 n= 504

22.2 

61.1 

1.8 

11.1 

20.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=

日常的に祖
父母等の親
族

緊急時に祖
父母等の親
族

日常的に友
人・知人

緊急時に友
人・知人

いずれもい
ない

無回答

全体 504 22.2 61.1 1.8 11.1 20.0 0.2

感じない 221 27.6 60.2 2.7 14.5 19.9 -

感じる 252 19.0 61.5 1.2 9.1 19.8 0.4

なんともいえない 29 10.3 69.0 - 3.4 17.2 -

不
安
の

有
無
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③親族（友人・知人）にお子さんをみてもらう際の状況 

就学前児童 問 9-2 ＜回答条件＞問 9-1＝「1」〜「4」 
祖父⺟等の親族（友人・知人）にお子さんをみてもらう際の状況についてお答
えください。【複数回答】 

小学生 問 10-2 ＜回答条件＞問 10-1＝「1」〜「4」 
同上 

 
就学前児童では、「祖父⺟等の親族（友人・知人）の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配するこ

となく、安心してこどもをみてもらえる」が 53.3％で最も高くなっています。 
小学生では、「祖父⺟等の親族（友人・知人）の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、

安心してこどもをみてもらえる」が 45.7％で最も高くなっています。 
 

 
 

 
 

就学前児童

n= 503

無回答

祖父母等の親族（友人・知人）の身体的・精神
的な負担や時間的制約を心配することなく、安

心してこどもをみてもらえる

祖父母等の親族（友人・知人）の身体的負担が
あり、心配である

祖父母等の親族（友人・知人）の時間的制約や
精神的な負担があり、心配である

祖父母等の親族に経済的な負担をかけることが
心配である

自分のこどものことで、負担をかけていること
が気になる

こどもの教育や発達にとってふさわしいかかわ
り方・環境であるか気になる

53.3 

27.0 

25.2 

6.6 

25.6 

8.2 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

n= 405

無回答

祖父母等の親族（友人・知人）の身体的・精神
的な負担や時間的制約を心配することなく、安

心してこどもをみてもらえる

祖父母等の親族（友人・知人）の身体的負担が
あり、心配である

祖父母等の親族（友人・知人）の時間的制約や
精神的な負担があり、心配である

祖父母等の親族に経済的な負担をかけることが
心配である

自分のこどものことで、負担をかけていること
が気になる

こどもの教育や発達にとってふさわしいかかわ
り方・環境であるか気になる

45.7 

32.1 

27.4 

11.6 

33.3 

8.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）子育てや教育に関する相談状況 
就学前児童 問 10-1 宛名のお子さんの子育てや教育に関して、気軽に相談できる人はいますか。 

また、相談できる場所はありますか。【単数回答】 
問 10-2 ＜回答条件＞問 10-1＝1 

気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。【複数回答】 
小学生 問 26 子育てに関する悩みや不安をどなたに相談していらっしゃいますか。【複数回答】 
 

就学前児童では、気軽に相談できる人や場所が、「いる/ある」との回答が 87.4％、「いない/ない」は 9.3％と
なっています。 
 

 
 
子育ての不安の有無別 子育てや教育に関する相談状況 

 
 
  

就学前児童 n= 578

いる／ある, 87.4%

いない／ない, 9.3%

無回答, 3.3%

就学前児童
全体(n=578)

感じない(n=250)

感じる(n=300)

なんともいえない(n=22)

子
育
て
の

不
安
の
有
無

87.4 

94.0 

83.7 

72.7 

9.3 

4.0 

13.0 

18.2 

3.3 

2.0 

3.3 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる／ある いない／ない 無回答
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未就学児童では、具体的な相談先は「配偶者・パートナー」が 84.6％と最も高く、次いで「その他親族（親、
兄弟姉妹など）」が 82.2％、「保育士･幼稚園の先生」が 41.0％となっています。 

小学生では、具体的な相談先は「配偶者・パートナー」が 72.8％で最も高く、次いでで「その他親族（親、兄
弟姉妹など）」が 60.9％、「近所の人、地域の知人・友人」が 40.5％、「職場の人」が 34.5％となっています。 

 

 

配偶者・パートナー

その他親族（親、兄弟姉妹など）

近所の人、地域の知人・友人

職場の人

保育園･幼稚園などの保護者仲間

子育てサークルの仲間

保育士･幼稚園の先生

かかりつけ医師・看護師など

こども家庭センター

地域子育て支援センター

地域親子ひろばまたは「ひなたっ子」

家庭相談員（こども家庭センター内）

母子・父子自立支援員（岩見沢市役所内）

保健推進員

民生委員･児童委員、主任児童委員

児童館・学童保育職員

保健所・保健センター（保健師）

児童相談所

民間の電話相談

インターネット上の子育てサイト 就学前児童
ＮＰＯ等 n= 505

その他

84.6 

82.2 

36.8 

26.1 

24.0 

3.4 

41.0 

11.1 

3.4 

6.5 

9.5 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

2.6 

0.4 

0.0 

4.2 

0.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者・パートナー

その他親族（親、兄弟姉妹など）

近所の人、地域の知人・友人

職場の人

保育園･幼稚園･学校の保護者仲間

子育てサークルの仲間

保育士･幼稚園の先生･学校の先生

医師・保健師・看護師など

地域子育て支援センター

子育て親子ひろば

家庭相談員（こども家庭センター内）

母子・父子自立支援員（岩見沢市役所内）

民生委員･児童委員、主任児童委員

スクールカウンセラー

こども家庭センター

保健所

児童相談所

民間の電話相談

インターネット上の子育てサイト

その他 小学生
相談相手がいない n= 504

相談すべきことはない

無回答

72.8 

60.9 

40.5 

34.5 

22.4 

1.0 

20.0 

4.4 

3.2 

1.2 

0.4 

0.2 

0.2 

0.6 

1.4 

0.0 

0.8 

0.2 

3.2 

1.8 

2.6 

3.4 

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）医療の状況 

①かかりつけの医師 

就学前児童 問 11-1 宛名のお子さんにかかりつけの医師はいますか。【単数回答】 
小学生 問 6-1 同上 
 

就学前児童では、「いる」が 91.9％、「いない」が 7.8％となっています。 
小学生では、「いる」が 83.7％、「いない」が 16.3％となっています。 

  

②受診できなかったこと 

就学前児童 問 11-2 過去１年間に、宛名のお子さん（きょうだいを含む。）を病院や⻭医者で受
診を勧められながら、実際には受診できなかったことがありますか。【単数回答】 

小学生 問 6-2 同上 
 

就学前児童では、受診できなかったことが「あった」は 3.8％、「なかった」が 95.7％となっています。 
小学生では、「あった」は 8.9％、「なかった」が 91.1％となっています。 

  

 

n= 578
就学前児童

いる, 91.9%

いない, 7.8%
無回答, 0.3%

n= 504
小学生

いる, 83.7%

いない, 16.3%

n= 578
就学前児童

あった, 3.8%

なかった, 95.7%

無回答, 0.5%

n= 504
小学生

あった, 8.9%

なかった, 91.1%
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２-３ 母親の就労状況 

（１）就学前児童の⺟親の現在の就労と勤務状況 
就学前児童 問 12-1 宛名のお子さんの⺟親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）【単

数回答】 
問 12-2 ＜回答条件＞問 12-1＝「１」〜「４」（就労している） 

週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」 
それぞれ⼀定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・
育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

問 12-3 ＜回答条件＞問 12-1＝「３」〜「４」（パート・アルバイト等で就労） 
フルタイムへの転換希望はありますか。【単数回答】 

問 12-4 ＜回答条件＞問 12-1＝「5」〜「6」（現在は就労していない） 
就労したいという希望はありますか。【単数回答】 
該当する□内には数字をご記入ください。 

 

①就労状況 

「フルタイム」が 34.1％と最も高く、次いで「パート・アルバイト等」（28.0％）、「以前は就労していたが、現在
は就労していない」（23.0％）、「フルタイム（産休・育休・介護休業中）」（11.4％）と続いています。 

 

 

 

  

n= 578
就学前児童

フルタイム, 34.1%

フルタイム

（産休・育休・介護休業中）, 

11.4%

パート・アルバイト等, 28.0%

パート・

アルバイト等

（産休・育休・

介護休業中）, 2.1%

以前は就労していたが、

現在は就労していない, 23.0%

これまで就労したことがない, 

0.5%

ひとり親家庭等のため、

母親はいない, 0.3% 無回答, 0.5%
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②就労日数（週）と就労時間（日） 

何らかの仕事に就いている人の就労日数は「５日」が 67.3％、次いで「４日」が 14.6％となっています。 
就労時間は「８時間以上」が 52.6％と最も高くなっています。 

  

③パート・アルバイト等からフルタイムへ転換希望 

「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 52.9％と最も高く、次いで「フルタイムへの転換希望がある
が、実現の⾒込みはない」（31.0％）、「フルタイムへの転換希望があり実現の⾒込みがある」（9.2％）と続き
ます。⼀方、「仕事をやめて子育てや家事に専念したい」は 1.7％となっています。 

 

④現在就労していない人の今後の就労意向 

「1 年より先就労したい」が 47.1％と最も高く、次いで「１年以内に就労したい」が 26.5％、「子育てや家事
などに専念したい」が 25.0％となっています。なお、「１年より先就労したい」人について、⼀番下のこどもが何歳に
なったら就労したいかをたずねたところ、平均で 4.6 歳という結果でした。 

 

1日

2日 就学前児童
3日 n= 437
4日

5日

6日

7日

無回答

0.5 

1.4 

5.0 

14.6 

67.3 

9.6 

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

3時間未満

3～4時間未満 就学前児童
4～5時間未満 n= 437
5～6時間未満

6～7時間未満

7～8時間未満

8時間以上

無回答

0.5 

2.1 

8.9 

10.3 

12.4 

12.1 

52.6 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就学前児童 n= 174

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある, 9.2%

フルタイムへの

転換希望はあるが、

実現できる

見込みはない, 

31.0%パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望, 52.9%

仕事をやめて子育てや

家事に専念したい, 1.7%

無回答, 5.2%

就学前児童 n= 136

子育てや家事などに

専念したい, 25.0%

１年より先に就労

したい, 47.1%

１年以内に就労したい, 26.5%

無回答, 1.5%
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⑤現在就労していない人が希望する就労形態と条件など 

「パート・アルバイト等」が 86.1％、「フルタイム」が 11.1％となっています。就労したい具体的な週当たりの日
数については、「３日」が 38.7％と最も高く、次いで「４日」が 35.5％となっています。１日当たりの就労時間は、
「４〜５時間未満」が 35.5％と最も高く、次いで「５〜６時間未満」が 32.3％となっています。 
 

 
 

希望する就労日数（週） 希望する就労時間（日） 

  

 
 
 

  

n= 36
就学前児童

フルタイム, 11.1%

パートタイム、アルバイト等, 

86.1%

無回答, 2.8%

1日

2日

3日

4日

5日

6日 就学前児童
7日 n= 31

無回答

0.0 

6.5 

38.7 

35.5 

16.1 

0.0 

0.0 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

3時間未満

3～4時間未満

4～5時間未満

5～6時間未満

6～7時間未満

7～8時間未満 就学前児童
8時間以上 n= 31

0.0 

12.9 

35.5 

32.3 

12.9 

6.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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（２）小学生の⺟親の現在の就労と勤務状況 
小学生 問 8-1 現在の就労状況についてうかがいます。自営業、在宅勤務、内職等も「就労し

ている」に含めてお答えください。【単数回答】 
問 8-2 ＜回答条件＞問 8-1＝「１」〜「３」 

どのような仕事をしていますか（または、していましたか）。【単数回答】 
また、勤務状況について、具体的な数値をご記入ください。 

問 8-3 ＜回答条件＞問 8-1＝「3」〜「4」（現在は就労していない） 
就労希望はありますか。【単数回答】 

 

①就労状況 

「就労している」（82.9％）が最も高く、次いで「以前はしていたが、現在は就労していない」は 13.1％、「産
休、育児休業中」が 2.0％、「これまで就労したことがない」は 0.6％となっています。 

就労している（していた）人の仕事については、「パート・アルバイト」（47.2％）が最も高く、「常勤（正社
員・正職員）」（34.0％）が続いています。以降「自営業・家族従業」（10.9％）、「契約社員・派遣社員」
（4.0％）などとなっています。 

  

②常勤の就労時間（週） 

常勤（正社員・正職員）と答えた人の、１週間当たりの平均就労時間は「40〜50 時間未満」（64.9％）
が最も高くなっています。 

 
 

n= 504
小学生

就労している, 82.9%

産休、育児休業中, 2.0%

以前は就労していたが、

現在は就労していない, 13.1%

これまでに就労したことがない, 

0.6%
無回答, 1.4%

n= 494
小学生

常勤（正社員・

正職員）, 34.0%

パート・アルバイト, 47.2%

契約社員・派遣社員, 4.0%

自営業・

家族従業, 10.9%

在宅勤務・内職, 0.6%

その他, 1.4% 無回答, 1.8%

10時間未満

10～20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50～60時間未満

60～70時間未満

70～80時間未満 小学生
80時間以上 n= 168

無回答

10.7 

1.8 

0.6 

11.9 

64.9 

6.5 

1.2 

0.0 

0.6 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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③常勤ではない保護者の就労日数（週）と就労時間（日） 

常勤ではないと答えた人の、１週間当たりの平均就労日数は「５日」（46.4％）が最も高く、「４日」
（19.9％）、「３日」（14.2％）と続いています。 

１日当たりの平均就労時間は、「５〜６時間未満」が 20.2％と最も高く、次いで「４〜５時間未満」
（19.2％）、「６〜７時間未満」（17.0％）、「８時間以上」（16.7％）などと続いています。 

  

④パート・アルバイト等からフルタイムへの転換希望 

常勤を除き何らかの仕事に就いている人の、フルタイムへの転換について「希望なし」が 59.3％、「希望あり」が
29.3％となっています。 

 

⑤現在就労していない人の今後の就労意向 

「子育てがある程度落ち着いたら働きたい」（33.0％）が最も高く、「いい仕事があれば働いてみたい」
（16.7％）、「仕事を探している（求職中である）」（10.6％）、「就労希望はあるが、こどもの預け先がない
ので仕事が探せない」「病気のため働けない」（各々7.6％）などとなっています。 

 

1日

2日

3日

4日

5日

6日 小学生
7日 n= 317

無回答

1.6 

5.4 

14.2 

19.9 

46.4 

5.7 

2.2 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

3時間未満

3～4時間未満

4～5時間未満

5～6時間未満

6～7時間未満

7～8時間未満 小学生
8時間以上 n= 317

無回答

1.3 

7.3 

19.2 

20.2 

17.0 

13.6 

16.7 

4.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

小学生 n= 317

転換希望あり, 

29.3%

転換希望なし, 59.3%

無回答, 11.4%

小学生 n= 66

仕事を探している

（求職中である）, 10.6%

就労希望はあるが、こどもの預け

先がないので仕事が探せない, 

7.6%

就労希望はあるが、家族の介護を

しているので働けない, 3.0%

具体的に働く予定がある, 1.5%

子育てがある程度落ち着いたら働

きたい, 33.3%

いい仕事があれば働いてみたい, 

16.7%

働くつもりはない, 4.5%

病気のため働けない, 7.6%

わからない, 1.5%

無回答, 13.6%
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２-４ 父親の就労状況 

（１）就学前児童の父親の現在の就労と勤務状況 
就学前児童 問 13-1 宛名のお子さんの父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）【単

数回答】 
問 13-2 ＜回答条件＞問 13-1＝「１」〜「４」（就労している） 

週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」 
それぞれ⼀定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・
介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

問 13-3 ＜回答条件＞問 13-1＝「３」〜「４」（パート・アルバイト等で就労） 
フルタイムへの転換希望はありますか。【単数回答】 

問 13-4 ＜回答条件＞問 13-1＝「5」〜「6」（現在は就労していない） 
就労したいという希望はありますか。【単数回答】 
該当する□内には数字をご記入ください。 

 

①就労状況 

「フルタイム」が 89.8％を占めています。 

 

②就労日数（週）と就労時間（日） 

何らかの仕事に就いている人の就労日数は「５日」が 67.1％、「６日」が 22.1％、「７日」が 6.7％となって
います。就労時間は「８時間以上」が 96.4％という状況です。 

  

フルタイム（産休・育休・介護休業中）0.9％

パート・アルバイト等 0.3％

パート・アルバイト等

 （育休・介護休業中） 0.0％

以前は就労していたが、

 現在は就労していない 0.9％

これまで就労したことがない 0.2%

ひとり親家庭等のため、

 ⺟親はいない 6.1％

就学前児童 n= 578

フルタイム, 89.8%

無回答, 1.9%

1日

2日 就学前児童
3日 n= 526
4日

5日

6日

7日

無回答

0.0 

1.1 

0.8 

1.5 

67.1 

22.1 

6.7 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

3時間未満

3～4時間未満 就学前児童
4～5時間未満 n= 526
5～6時間未満

6～7時間未満

7～8時間未満

8時間以上

無回答

0.2 

0.2 

0.4 

0.4 

0.0 

1.0 

96.4 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③パート・アルバイト等からフルタイムへ転換希望 

「フルタイムへの転換希望があるが、実現の⾒込みはない」が 100.0％となっています。 

 
 

④現在就労していない人の今後の就労意向 

「1 年以内に就労したい」が 66.7％、「子育てや家事などに専念したい」「１年より先に就労したい」が各々
16.7％という結果です。なお、「１年より先就労したい」人について、⼀番下のこどもが何歳になったら就労したい
かをたずねたところ、対象の１人は２歳と回答しています。 

 

 

⑤現在就労していない人が希望する就労形態と条件など 

「フルタイム」が 100.0％となっています。 

 

  

就学前児童 n= 2

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある, 0.0%

フルタイムへの転換

希望はあるが、実現

できる見込みはな

い, 100.0%

パート・アルバイト等の就労を続

けることを希望, 0.0%

仕事をやめて子育てや家事に専念

したい, 0.0%

就学前児童 n= 6

子育てや家事などに

専念したい, 16.7%

１年より先に就労

したい, 16.7%

１年以内に就労したい, 66.7%

就学前児童 n= 4

フルタイム, 100.0%

パートタイム、

アルバイト等, 

0.0%
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（２）小学生の父親の現在の就労と勤務状況 
小学生 問 8-1 現在の就労状況についてうかがいます。自営業、在宅勤務、内職等も「就労し

ている」に含めてお答えください。【単数回答】 
問 8-2 ＜回答条件＞問 8-1＝「１」〜「３」 

どのような仕事をしていますか（または、していましたか）。【単数回答】 
また、勤務状況について、具体的な数値をご記入ください。 

問 8-3 ＜回答条件＞問 8-1＝「3」〜「4」（現在は就労していない） 
就労希望はありますか。【単数回答】 

 

①就労状況 

「就労している」（88.1％）となっています。 
就労している（していた）人の仕事については、「常勤（正社員・正職員）」（80.5％）が最も高く、次いで

「自営業・家族従業」（15.7％）となっています。 

 

②常勤の就労時間（週） 

常勤（正社員・正職員）と答えた人の、１週間当たりの平均就労時間は「40〜50 時間未満」（53.1％）
が最も高く、続いて「50〜60 時間未満」（13.3％）、「60〜70 時間未満」（9.2％）などとなっています。 

 

 

n= 504
就学前児童

就労している, 88.1%

産休、育児休業中, 0.0%

以前は就労していたが、

現在は就労していない, 0.6%

これまでに就労した

ことがない, 0.0%
無回答, 11.3%

n= 447
就学前児童

常勤（正社員・正職員）, 80.5%

パート・アルバイト, 0.7%

契約社員・派遣社員, 1.6%

自営業・家族従業, 15.7%

在宅勤務・内職, 0.2%
その他, 0.2% 無回答, 1.1%

10時間未満

10～20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50～60時間未満

60～70時間未満

70～80時間未満 小学生
80時間以上 n= 360

無回答

10.0 

2.2 

0.3 

7.5 

53.1 

13.3 

9.2 

0.3 

1.1 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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③常勤ではない保護者の就労日数（週）と就労時間（日） 

常勤ではないと答えた人の、１週間当たりの平均就労日数は「６日」（53.7％）が最も高く、「７日」
（23.2％）、「５日」（14.6％）と続いています。 

１日当たりの平均就労時間は、「８時間以上」が 87.8％と最も高くなっています。 

  
 

④パート・アルバイト等からフルタイムへの転換希望 

常勤を除き何らかの仕事に就いている人の、フルタイムへの転換について「希望なし」が 43.9％、「希望あり」が
28.0％となっています。 

 

⑤現在就労していない人の今後の就労意向 

「病気のため働けない」が 66.7％、「仕事を探している（求職中である）」が 33.3％となっています。 

 

1日

2日

3日 小学生
4日 n= 82
5日

6日

7日

無回答

0.0 

0.0 

1.2 

1.2 

14.6 

53.7 

23.2 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

3時間未満

3～4時間未満

4～5時間未満

5～6時間未満 小学生
6～7時間未満 n= 82
7～8時間未満

8時間以上

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

3.7 

87.8 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n= 82
小学生

転換希望あり, 

28.0%

転換希望なし, 43.9%

無回答, 28.0%

n= 3
小学生

仕事を探している

（求職中である）, 33.3%

就労希望はあるが、こどもの預け

先がないので仕事が探せない, 

0.0%

就労希望はあるが、家族の介護を

しているので働けない, 0.0%

具体的に働く予定がある, 0.0%

子育てがある程度落ち着いたら働

きたい, 0.0%

いい仕事があれば働いてみたい, 

0.0%

働くつもりはない, 0.0%

病気のため

働けない, 66.7%

わからない, 0.0%
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２-５ 家庭類型 

※⺟親と父親の現在の就労状況から、家庭類型（就労形態の組み合わせ）を算出 
※アルバイトはパートタイムに含む 
※産休・育休・介護休業中は、フルタイム、パートタイムのそれぞれに含む 
 

①保護者の就労形態の組み合わせによる類型（現在） 

未就学児童では、「フルタイム×フルタイム」が 40.5％と最も高く、次いで「専業主婦・夫」（22.8％）、「フル
タイム×下限以上パートタイム」（16.4％）と続いています。「ひとり親」は 6.9％となっています。 

 

②保護者の就労意向の組み合わせによる類型（潜在的） 

未就学児童では、「フルタイム×フルタイム」が 42.7％と最も高く、次いで「専業主婦・夫」（18.0％）、「フル
タイム×下限以上パートタイム」（16.1％）と続いています。 

 

 

就学前児童 n= 578

ひとり親, 6.9%

フルタイム×

フルタイム, 

40.5%

フルタイム×下限以上パートタイム, 

16.4%

フルタイム×下限以下パートタイム, 9.7%

専業主婦・夫, 22.8%

下限以上パートタイム×下限以上パートタイム, 0.2%

それ以外のパートタイム×パートタイム, 0.0%

無業×無業, 0.3% 分類不能, 3.1%

就学前児童 n= 578

ひとり親, 6.9%

フルタイム×

フルタイム, 

42.7%

フルタイム×下限以上パートタイム, 

16.1%

フルタイム×下限以下パートタイム, 

13.0%

専業主婦・夫, 18.0%

下限以上パートタイム×下限以上パートタイム, 0.0%
それ以外のパートタイム×パートタイム, 0.0%

無業×無業, 0.2% 分類不能, 3.1%
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③世帯の収入 

就学前児童 問 8 宛名のお子さんの全世帯員（生計が同じである家族）の昨年１年間（令和
５年１⽉１日〜同年 12 ⽉ 31 日の期間）の収入の合計額は、おおよそどれ
くらいですか。【単数回答】 

小学生 問 14 同上 
 

就学前児童では、「400〜600 万円未満」が 42.0％と最も高く、次いで「600〜800 万円未満」
（21.8％）、「200〜400 万円未満」（17.8％）、「800 万円以上」（11.8％）などと続いています。 

小学生では、「400〜600 万円未満」が 31.7％と最も高く、次いで「600〜800 万円未満」（27.2％）、
「800 万円以上」（17.3％）、「200〜400 万円未満」（17.1％）などと続いています。 

 

 

 

  

n= 578
就学前児童

0～200万円未満, 4.5%

200万～400万円未満, 17.8%

400万～600万円未満, 42.0%

600万～800万円未満, 21.8%

800万円以上, 11.8%

無回答, 2.1%

n= 504
小学生

0～200万円未満, 5.2%

200万～400万円未満, 17.1%

400万～600万円未満, 31.7%

600万～800万円未満, 27.2%

800万円以上, 17.3%

無回答, 1.6%
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２-６ 現在、平日・定期的に利用している幼稚園・保育園などの

状況 

（１）利⽤の有無 
就学前児童 問 14-1 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育園などを⽉単位で定期的に利⽤されて

いますか。【単数回答】 
 

「利⽤している」が 75.8％、「利⽤していない」が 24.0％となっています。 

 
 

（２）平日に定期的に利⽤している事業 
就学前児童 問 14-2 ＜回答条件＞問 14-1=「1」（利⽤している） 

宛名のお子さんは、平日どのような事業を利⽤していますか。年間を通じて「定
期的に」利⽤している事業すべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

何らかの事業を定期的に利⽤している人について、「認可保育園」は 46.1％、「幼稚園（通常の就園時
間）」は 24.4％、「幼稚園（預かり保育）」は 11.9％となっています。次いで、「認定こども園」（20.1％）、
「小規模な保育施設」（8.0％）などが続いています。 

 

n= 578
就学前児童

利用している, 75.8%

利用していない, 24.0%

無回答, 0.2%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育園

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育 就学前児童
ファミリー・サポート・センター n= 438

その他

24.4 

11.9 

46.1 

20.1 

8.0 

0.2 

2.7 

2.3 

0.2 

0.0 

0.7 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（３）利⽤の頻度と時間 
就学前児童 問 14-3 問 14-2 で○をつけたものから主なもの１つを選び、その番号を書いて、その事

業をどのくらい利⽤しているか、また、希望としてはどのくらい利⽤したいかをお答え
ください。【単数回答】 

 

①利⽤日数（週当たり）と時間（１日当たり） 

定期的な事業の利⽤日数は、１週間当たり「５日」が 82.9％、「６日」が 8.4％となっています。時間につい
ては、１日当たり「８〜10 時間未満」が 43.2％と最も高く、次いで「４〜６時間未満」（17.6％）、「10〜
12 時間未満」（17.4％）、「６〜８時間未満」（15.3％）などの順となっています。 

 

②希望する利⽤日数（週当たり）と時間（１日当たり） 

希望する日数については「５日」が 68.3％、「６日」が 11.6％となっています。時間については、１日当たり
「８〜10 時間未満」が 37.2％、次いで「６〜８時間未満」が 18.9％、「10〜12 時間」が 16.7％となってい
ます。 

 
 
 

 

 

 

  

1日

2日 就学前児童
3日 n= 438
4日

5日

6日

7日

無回答

0.0 

0.9 

1.1 

3.7 

82.9 

8.4 

0.0 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～2時間未満

2～4時間未満 就学前児童
4～6時間未満 n= 438
6～8時間未満

8～10時間未満

10～12時間未満

12時間以上

無回答

0.7 

2.5 

17.6 

15.3 

43.2 

17.4 

0.2 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日 就学前児童
3日 n= 438
4日

5日

6日

7日

無回答

0.2 

0.2 

0.5 

3.2 

68.3 

11.6 

0.7 

15.3 

0% 20% 40% 60% 80%

1～2時間未満

2～4時間未満 就学前児童
4～6時間未満 n= 438
6～8時間未満

8～10時間未満

10～12時間未満

12時間以上

無回答

0.0 

0.7 

9.4 

18.9 

37.2 

16.7 

1.8 

15.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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③利⽤開始時刻と終了時刻 

現在の開始時刻は、「８時台」（50.0％）と「９時台」（33.3％）が回答を集め、続く「７時台」が
10.5％となっています。 

終了時刻は、回答の多い順に「17 時台」（29.9％）、「18 時台」（22.8％）、「14 時台」「16 時台」
（各々13.2％）となっています。 

  

④希望する利⽤開始時刻と終了時刻 

希望の開始時刻は、「８時台」が42.7％と最も高く、次いで「９時台」（26.7％）、「７時台」（12.6％）
となっています。 

終了時刻は、回答の多い順に「17 時台」（21.9％）、「18 時台」（20.8％）、「16 時台」（13.7％）
となっています。 

  

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台 就学前児童
19時台 n= 438
無回答

0.0 

0.0 

10.5 

50.0 

33.3 

1.6 

0.0 

0.0 

0.2 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 就学前児童
22時台 n= 438
無回答

0.2 

0.0 

0.0 

0.5 

1.4 

4.6 

13.2 

5.9 

13.2 

29.9 

22.8 

1.8 

0.2 

0.0 

0.0 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台 就学前児童
19時台 n= 438
無回答

0.0 

1.1 

12.6 

42.7 

26.7 

0.7 

0.0 

0.0 

0.2 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

15.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 就学前児童
22時台 n= 438
無回答

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

1.8 

5.9 

8.7 

13.7 

21.9 

20.8 

6.6 

1.1 

0.2 

0.0 

18.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（４）幼稚園や保育施設の選択 

①利⽤している幼稚園や保育園・保育施設を選んだ理由 

就学前児童 問 14-4 今利⽤している幼稚園や保育園・保育施設を選んだ理由は何ですか。【単数回答】 
 

「家や職場から近かったから」が 43.6％と最も高く、次いで「安心して預けられると思ったから」（30.8％）、
「特色ある活動内容に魅⼒を感じたから」（9.4％）が続いています。 

 
 

②幼稚園や保育園・保育施設を利⽤していない理由 

就学前児童 問 14-5 ＜回答条件＞問 14=1=「2」（利⽤していない） 
利⽤していない理由として当てはまるものすべてに○をつけてください。【複数回答】 

 

「こどもがまだ小さいため」（61.9％）が最も回答を集め、「利⽤する必要がない」（21.6％）が続いています。
なお「希望する幼稚園・保育園に空きがない」は 9.4％という結果です。 

「こどもがまだ小さいため」と答えた人が、今後利⽤しようと考えているこどもの年齢は、平均で 2.4 歳という結果
です。 

 

 

 

  

安心して預けられると思ったから

特色ある活動内容に魅力を感じたから

ほかに比べて利用料が安かったから

家や職場から近かったから

友達が通っているから

ほかに利用できる施設がなかったから 就学前児童
その他 n= 438
無回答

30.8 

9.4 

0.9 

43.6 

0.5 

2.5 

7.1 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用する必要がない

こどもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

希望する幼稚園・保育園に空きがない

経済的な理由で事業を利用できない

延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 就学前児童
事業の質や場所など、納得できる事業がない n= 139

こどもがまだ小さいため

その他

無回答

21.6 

4.3 

0.7 

9.4 

2.9 

1.4 

0.7 

61.9 

5.8 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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２-７ 今後、平日・定期的に利用したい幼稚園・保育園などの意向 

（１）利⽤したい事業 

①事業の種類 

就学前児童 問 15-1 現在、利⽤している、利⽤していないにかかわらず、宛名のお子さんの平日の幼稚園・
保育園などの事業として、今後「定期的に」利⽤したいと考える事業すべてに○をつけて
ください。【複数回答】 

 

「認可保育園」が 46.7％と最も高く、次いで「幼稚園（通常の就園時間）」（41.5％）、「認定こども園」
（35.6％）、「幼稚園（預かり保育）」（27.3％）が続いています。 

 

②利⽤したい場所 

就学前児童 問 15-2 問 15-1 で○をつけた事業を利⽤したい場所について、当てはまるもの１つに○をつけて
ください。【単数回答】 

 

何かしらの事業を利⽤したい人にとって、「居住している市内」での利⽤を希望する人が 92.4％を占めています。 

 

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育園

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター 就学前児童
その他 n= 578
無回答

41.5 

27.3 

46.7 

35.6 

9.5 

1.9 

3.3 

2.8 

0.7 

1.2 

6.7 

1.0 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

n= 578
就学前児童

居住している市内, 92.4%

他の市区町村, 1.4%

無回答, 6.2%
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（２）幼稚園と保育園・保育施設の意向 
就学前児童 問 15-3 ＜回答条件＞問 15-1＝「１」or「2」かつ問 15-1＝「3」〜「12」 

幼稚園と保育園・保育施設のどちらを強く希望しますか。【単数回答】 
 

預かりを含め幼稚園を利⽤しながら、あわせて他の保育事業を利⽤している人にとって、強く希望するのは「幼
稚園」という人が 58.1％、「保育園・保育施設」という人が 38.2％となっています。 

 

 

  

n= 136
就学前児童

幼稚園, 58.1%

保育園・保育施設, 38.2%

無回答, 3.7%
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２-８ 子育てに関する支援事業 

（１）親子ひろば等の利⽤状況 
就学前児童 問 16 宛名のお子さんは、現在、子育て親子ひろば「ひなたっ子」「子育て支援セン

ター」を利⽤していますか。【複数回答】 
また、おおよその利⽤回数を数字でご記入ください。 

 

利⽤の状況は、「ひなたっ子及び子育て支援センター」が 14.9％、「地域親子ひろばなど市で実施している事
業」が 11.4％という結果で、「利⽤していない」は 74.4％となっています。 

利⽤している人に回数をたずねたところ、「ひなたっ子及び子育て支援センター」では１週間当たり平均で 2.3
回、１か⽉当たりでは 3.0 回となっています。また「地域親子ひろばなど市で実施している事業」では、１週間当
たり平均 1.8 回、１か⽉当たりでは 1.5 回となっています。 

 

 

（２）親子ひろば等の利⽤意向 
就学前児童 問 17 ひなたっ子や子育て支援センターについて、今は利⽤していないが、できれば今

後利⽤したい、あるいは、利⽤日数を増やしたいと思いますか。【単数回答】 
また、おおよその利⽤回数を□内に数字でご記入ください。 

 

「利⽤したり、増やしたいとは思わない」が 69.7％を占め、「利⽤していないが、今後利⽤したい」が 18.3％、
「利⽤しているが、利⽤日数を増やしたい」が 8.1％となっています。 

「利⽤していないが、今後利⽤したい」回数は、１週間当たり平均で 1.3 回、１か⽉当たり平均で 2.3 回と
なっています。また、「利⽤しているが、利⽤日数を増やしたい」回数は、１週間当たり平均で 1.6 回追加、１か
⽉当たり平均で 2.5 回追加となっています。 

 

ひなたっ子及びこども家庭センター 就学前児童
地域親子ひろばなど市で実施している事業 n= 578

利用していない

無回答

14.9 

11.4 

74.4 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

n= 578
就学前児童

利用していないが、

今後利用したい, 18.3%

利用しているが、

利用日数を増やしたい, 8.1%

新たに利用したり、利用日数を増

やしたいとは思わない, 69.7%

無回答, 3.8%
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（３）各種事業の認知・利⽤状況と利⽤意向 
就学前児童 問 18 下記の①〜⑬の事業で知っているものや、これまでに利⽤したことがあるもの、今

後利⽤したいと思うものをお答えください。【各々単数回答】 
小学生 問 36 同上 
 

①事業の認知状況 

就学前児童について、事業について知っているという認知状況について、認知率の高い順にみると、「②⺟親学
級・ペア学級」（81.0％）、「⑧子育て親子ひろば ひなたっ子」（80.4％）、「①産前・産後ヘルパー」
（78.2％）、「⑬えみふるふぁいる」（62.8％）、「③こども家庭センター(保健師)の乳幼児健康相談」
（60.6％）などとなっています。 
 

 

就学前児童
n=578

n=

知

っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

全体 578 78.2 19.9 1.9
感じない 250 79.2 19.6 1.2
感じる 300 78.7 20.0 1.3
なんともいえない 22 68.2 27.3 4.5
全体 578 81.0 17.0 2.1
感じない 250 80.0 18.8 1.2
感じる 300 81.7 16.7 1.7
なんともいえない 22 90.9 4.5 4.5
全体 578 60.6 36.7 2.8
感じない 250 59.6 38.4 2.0
感じる 300 61.0 36.7 2.3
なんともいえない 22 72.7 22.7 4.5
全体 578 56.2 41.3 2.4
感じない 250 56.4 42.0 1.6
感じる 300 55.7 42.3 2.0
なんともいえない 22 68.2 27.3 4.5
全体 578 34.1 62.8 3.1
感じない 250 35.2 62.8 2.0
感じる 300 33.0 64.3 2.7
なんともいえない 22 36.4 54.5 9.1
全体 578 19.6 77.7 2.8
感じない 250 22.8 75.6 1.6
感じる 300 16.7 81.0 2.3
なんともいえない 22 27.3 63.6 9.1
全体 578 56.2 41.7 2.1
感じない 250 58.0 40.8 1.2
感じる 300 55.0 43.3 1.7
なんともいえない 22 59.1 36.4 4.5
全体 578 80.4 17.8 1.7
感じない 250 79.6 19.2 1.2
感じる 300 82.0 17.0 1.0
なんともいえない 22 77.3 18.2 4.5
全体 578 20.9 76.5 2.6
感じない 250 18.0 80.4 1.6
感じる 300 24.0 74.0 2.0
なんともいえない 22 18.2 72.7 9.1
全体 578 52.8 44.6 2.6
感じない 250 52.0 46.8 1.2
感じる 300 53.3 44.3 2.3
なんともいえない 22 59.1 31.8 9.1
全体 578 16.8 80.4 2.8
感じない 250 14.4 84.0 1.6
感じる 300 18.7 79.3 2.0
なんともいえない 22 18.2 68.2 13.6
全体 578 39.4 58.1 2.4
感じない 250 32.8 65.6 1.6
感じる 300 44.7 53.7 1.7
なんともいえない 22 50.0 40.9 9.1
全体 578 62.8 34.4 2.8
感じない 250 60.8 37.2 2.0
感じる 300 65.3 32.7 2.0
なんともいえない 22 54.5 36.4 9.1

⑩

⑪

⑫

⑬

＜子育てに関する不安の有無別 認知状況＞

えみふるふぁいる

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

地域親子ひろば

子育て親子ひろば「ひ
なたっ子」

光が丘子ども家庭支援
センター

病児、病後児保育事業

ショートステイ・トワイラ
イトステイ

ファミリー・サポート・セ
ンター

産前・産後ヘルパー

母親学級・ペア学級

こども家庭センター(保
健師)の乳幼児健康相
談

こども家庭センターの子
育て相談

教育委員会・学校等の
就学相談

母子・父子自立支援員
によるひとり親家庭の
相談

78.2 

81.0 

60.6 

56.2 

34.1 

19.6 

56.2 

80.4 

20.9 

52.8 

16.8 

39.4 

62.8 

19.9 

17.0 

36.7 

41.3 

62.8 

77.7 

41.7 

17.8 

76.5 

44.6 

80.4 

58.1 

34.4 

1.9 

2.1 

2.8 

2.4 

3.1 

2.8 

2.1 

1.7 

2.6 

2.6 

2.8 

2.4 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい/知っている いいえ/知らない 無回答
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就学前児童について、事業について知っているという認知状況について、認知率の高い順にみると、「③児童
館・放課後児童クラブ」（89.7％）、「⑤小児科医の日曜救急当番医」（81.0％）、「②保健センターの相
談窓口（電話・来所等）」（67.5％）、「④スクールカウンセラー」（62.7％）などとなっています。 
 

 

 

  

小学生
n=504

n=

知

っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

全体 504 54.4 15.9 29.8
感じない 221 50.2 18.1 31.7
感じる 252 57.9 12.7 29.4
なんともいえない 29 58.6 20.7 20.7
全体 504 67.5 9.5 23.0
感じない 221 67.0 10.4 22.6
感じる 252 66.7 7.9 25.4
なんともいえない 29 82.8 10.3 6.9
全体 504 89.7 1.0 9.3
感じない 221 90.0 1.4 8.6
感じる 252 88.9 0.8 10.3
なんともいえない 29 93.1 - 6.9
全体 504 62.7 12.5 24.8
感じない 221 58.4 14.5 27.1
感じる 252 66.3 10.3 23.4
なんともいえない 29 65.5 13.8 20.7
全体 504 81.0 4.4 14.7
感じない 221 81.9 3.2 14.9
感じる 252 80.6 4.0 15.5
なんともいえない 29 79.3 13.8 6.9
全体 504 29.2 25.6 45.2
感じない 221 30.3 23.1 46.6
感じる 252 27.8 25.4 46.8
なんともいえない 29 34.5 41.4 24.1
全体 504 21.2 29.6 49.2
感じない 221 24.9 28.1 47.1
感じる 252 19.0 27.8 53.2
なんともいえない 29 13.8 51.7 34.5
全体 504 16.5 31.7 51.8
感じない 221 18.6 31.2 50.2
感じる 252 15.1 29.4 55.6
なんともいえない 29 13.8 51.7 34.5
全体 504 22.2 29.8 48.0
感じない 221 22.6 30.8 46.6
感じる 252 20.6 27.8 51.6
なんともいえない 29 31.0 37.9 31.0
全体 504 51.6 15.7 32.7
感じない 221 50.2 16.3 33.5
感じる 252 52.8 13.5 33.7
なんともいえない 29 51.7 27.6 20.7
全体 504 40.1 22.2 37.7
感じない 221 40.3 22.2 37.6
感じる 252 39.7 21.0 39.3
なんともいえない 29 41.4 31.0 27.6
全体 504 17.5 30.2 52.4
感じない 221 22.2 28.1 49.8
感じる 252 13.9 29.0 57.1
なんともいえない 29 13.8 51.7 34.5
全体 504 38.3 21.6 40.1
感じない 221 38.0 20.8 41.2
感じる 252 38.5 20.6 40.9
なんともいえない 29 37.9 34.5 27.6

⑬
ファミリー・サポート・セ
ンター

⑩
相談窓口紹介カード（い
じめ相談電話）

⑪
光が丘子ども家庭支援
センター

⑫
母子・父子自立支援員
によるひとり親家庭の
相談

⑦
相談窓口（青少年セン
ター）

⑧ 相談窓口（教育研究所）

⑨
相談窓口（教育支援セ
ンター）

④ スクールカウンセラー

⑤
小児科医の日曜救急当
番医

⑥
登校支援室（不登校対
策）

③
児童館・放課後児童ク
ラブ

＜子育てに関する不安の有無別 認知状況＞

①
こども家庭センターの相
談

②
保健センターの相談窓
口（電話・来所等）

54.4 

67.5 

89.7 

62.7 

81.0 

29.2 

21.2 

16.5 

22.2 

51.6 

40.1 

17.5 

38.3 

15.9 

9.5 

1.0 

12.5 

4.4 

25.6 

29.6 

31.7 

29.8 

15.7 

22.2 

30.2 

21.6 

29.8 

23.0 

9.3 

24.8 

14.7 

45.2 

49.2 

51.8 

48.0 

32.7 

37.7 

52.4 

40.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい/知っている いいえ/知らない 無回答
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②事業の利⽤状況 

就学前児童では、同様の事業について利⽤経験率の高い順に、「⑧子育て親子ひろば ひなたっ子」
（51.4％）、「②⺟親学級・ペア学級」（38.9％）、「⑬えみふるふぁいる」（30.3％）、「⑦地域親子ひろ
ば」（25.8％）、「③こども家庭センター(保健師)の乳幼児健康相談」（18.7％）などとなっています。 
 

 

 

  

就学前児童
n=578 n=

利
用
し
た
こ

と
が
あ
る

利
用
し
た
こ

と
は
な
い

無
回
答

全体 578 10.4 85.3 4.3
感じない 250 8.4 87.6 4.0
感じる 300 13.0 84.3 2.7
なんともいえない 22 - 86.4 13.6
全体 578 38.9 57.4 3.6
感じない 250 31.2 65.2 3.6
感じる 300 45.7 52.7 1.7
なんともいえない 22 45.5 40.9 13.6
全体 578 18.7 77.7 3.6
感じない 250 14.4 81.2 4.4
感じる 300 22.0 76.0 2.0
なんともいえない 22 27.3 68.2 4.5
全体 578 15.2 81.1 3.6
感じない 250 12.0 84.4 3.6
感じる 300 18.0 79.7 2.3
なんともいえない 22 18.2 72.7 9.1
全体 578 4.8 91.5 3.6
感じない 250 3.6 93.6 2.8
感じる 300 6.0 91.7 2.3
なんともいえない 22 4.5 81.8 13.6
全体 578 0.3 96.4 3.3
感じない 250 0.4 96.8 2.8
感じる 300 - 97.7 2.3
なんともいえない 22 4.5 86.4 9.1
全体 578 25.8 70.8 3.5
感じない 250 24.0 73.2 2.8
感じる 300 28.7 69.0 2.3
なんともいえない 22 13.6 72.7 13.6
全体 578 51.4 45.3 3.3
感じない 250 45.6 51.2 3.2
感じる 300 57.0 41.3 1.7
なんともいえない 22 50.0 40.9 9.1
全体 578 0.5 96.2 3.3
感じない 250 - 97.6 2.4
感じる 300 1.0 96.3 2.7
なんともいえない 22 - 90.9 9.1
全体 578 5.0 91.2 3.8
感じない 250 3.2 93.6 3.2
感じる 300 6.3 90.7 3.0
なんともいえない 22 9.1 81.8 9.1
全体 578 0.3 96.9 2.8
感じない 250 - 98.0 2.0
感じる 300 0.7 97.3 2.0
なんともいえない 22 - 90.9 9.1
全体 578 5.2 91.9 2.9
感じない 250 3.2 94.8 2.0
感じる 300 7.3 90.3 2.3
なんともいえない 22 - 90.9 9.1
全体 578 30.3 65.6 4.2
感じない 250 27.6 68.4 4.0
感じる 300 33.7 64.0 2.3
なんともいえない 22 22.7 68.2 9.1

⑬ えみふるふぁいる

⑩ 病児、病後児保育事業

⑪
ショートステイ・トワイラ
イトステイ

⑫
ファミリー・サポート・セ
ンター

⑦ 地域親子ひろば

⑧
子育て親子ひろば「ひ
なたっ子」

⑨
光が丘子ども家庭支援
センター

④
こども家庭センターの子
育て相談

⑤
教育委員会・学校等の
就学相談

⑥
母子・父子自立支援員
によるひとり親家庭の
相談

＜子育てに関する不安の有無別 利用状況＞

① 産前・産後ヘルパー

② 母親学級・ペア学級

③
こども家庭センター(保
健師)の乳幼児健康相
談

10.4 

38.9 

18.7 

15.2 

4.8 

0.3 

25.8 

51.4 

0.5 

5.0 

0.3 

5.2 

30.3 

85.3 

57.4 

77.7 

81.1 

91.5 

96.4 

70.8 

45.3 

96.2 

91.2 

96.9 

91.9 

65.6 

4.3 

3.6 

3.6 

3.6 

3.6 

3.3 

3.5 

3.3 

3.3 

3.8 

2.8 

2.9 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい/利用したことがある いいえ/利用したことはない 無回答
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小学生では、同様の事業について利⽤経験率の高い順にみると、「③児童館・放課後児童クラブ」
（55.0％）、「⑤小児科医の日曜救急当番医」（49.6％）、「②保健センターの相談窓口（電話・来所
等）」（13.9％）、「①こども家庭センター（旧子育て総合支援センター）の相談」（13.7％）などとなってい
ます。 
 

 

 

  

小学生
n=504 n=

利
用
し
た
こ

と
が
あ
る

利
用
し
た
こ

と
は
な
い

無
回
答

全体 504 13.7 32.5 53.8
感じない 221 10.4 33.5 56.1
感じる 252 16.7 29.4 54.0
なんともいえない 29 13.8 48.3 37.9
全体 504 13.9 30.6 55.6
感じない 221 11.3 30.3 58.4
感じる 252 15.9 29.0 55.2
なんともいえない 29 17.2 41.4 41.4
全体 504 55.0 13.3 31.7
感じない 221 56.1 12.2 31.7
感じる 252 54.4 13.5 32.1
なんともいえない 29 48.3 20.7 31.0
全体 504 5.0 37.5 57.5
感じない 221 2.3 38.5 59.3
感じる 252 7.5 35.3 57.1
なんともいえない 29 3.4 48.3 48.3
全体 504 49.6 14.9 35.5
感じない 221 45.7 14.9 39.4
感じる 252 52.4 14.3 33.3
なんともいえない 29 55.2 17.2 27.6
全体 504 1.2 41.3 57.5
感じない 221 0.5 41.2 58.4
感じる 252 1.6 39.7 58.7
なんともいえない 29 3.4 51.7 44.8
全体 504 - 41.7 58.3
感じない 221 - 41.6 58.4
感じる 252 - 39.3 60.7
なんともいえない 29 - 58.6 41.4
全体 504 0.8 41.1 58.1
感じない 221 - 42.5 57.5
感じる 252 1.6 37.3 61.1
なんともいえない 29 - 58.6 41.4
全体 504 2.6 39.9 57.5
感じない 221 0.5 41.6 57.9
感じる 252 3.2 36.9 59.9
なんともいえない 29 10.3 51.7 37.9
全体 504 0.4 40.3 59.3
感じない 221 0.5 39.8 59.7
感じる 252 0.4 38.9 60.7
なんともいえない 29 - 55.2 44.8
全体 504 0.2 41.3 58.5
感じない 221 - 41.2 58.8
感じる 252 0.4 39.3 60.3
なんともいえない 29 - 58.6 41.4
全体 504 0.6 41.3 58.1
感じない 221 0.9 41.6 57.5
感じる 252 0.4 38.5 61.1
なんともいえない 29 - 58.6 41.4
全体 504 2.4 39.9 57.7
感じない 221 1.8 38.9 59.3
感じる 252 3.2 38.1 58.7
なんともいえない 29 - 58.6 41.4

⑬
ファミリー・サポート・セ
ンター

⑩
相談窓口紹介カード（い
じめ相談電話）

⑪
光が丘子ども家庭支援
センター

⑫
母子・父子自立支援員
によるひとり親家庭の
相談

⑦
相談窓口（青少年セン
ター）

⑧ 相談窓口（教育研究所）

⑨
相談窓口（教育支援セ
ンター）

④ スクールカウンセラー

⑤
小児科医の日曜救急当
番医

⑥
登校支援室（不登校対
策）

③
児童館・放課後児童ク
ラブ

＜子育てに関する不安の有無別 利用状況＞

①
こども家庭センターの相
談

②
保健センターの相談窓
口（電話・来所等）

13.7 

13.9 

55.0 

5.0 

49.6 

1.2 

0.0 

0.8 

2.6 

0.4 

0.2 

0.6 

2.4 

32.5 

30.6 

13.3 

37.5 

14.9 

41.3 

41.7 

41.1 

39.9 

40.3 

41.3 

41.3 

39.9 

53.8 

55.6 

31.7 

57.5 

35.5 

57.5 

58.3 

58.1 

57.5 

59.3 

58.5 

58.1 

57.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい/利用したことがある いいえ/利用したことはない 無回答
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③事業の利⽤意向 

就学前児童では、同様の事業について今後利⽤したいという回答の高い順に「⑧子育て親子ひろば ひなたっ
子」（36.2％）、「⑦地域親子ひろば」（26.8％）、「⑩病児、病後児保育事業」（26.1％）、「④こども家
庭センターの子育て相談」（26.0％）などとなっています。 
 

 
  

就学前児童
n=578 n=

今
後
利
用
し

た
い

利
用
し
た
く

な
い

無
回
答

全体 578 14.9 77.9 7.3
感じない 250 12.8 81.2 6.0
感じる 300 17.3 76.3 6.3
なんともいえない 22 4.5 81.8 13.6
全体 578 14.4 78.4 7.3
感じない 250 9.2 84.4 6.4
感じる 300 19.3 74.7 6.0
なんともいえない 22 9.1 77.3 13.6
全体 578 20.8 71.8 7.4
感じない 250 16.0 77.6 6.4
感じる 300 26.0 67.7 6.3
なんともいえない 22 9.1 77.3 13.6
全体 578 26.0 67.1 6.9
感じない 250 18.4 76.0 5.6
感じる 300 34.0 60.0 6.0
なんともいえない 22 9.1 77.3 13.6
全体 578 22.3 70.8 6.9
感じない 250 15.2 78.8 6.0
感じる 300 29.7 64.3 6.0
なんともいえない 22 4.5 81.8 13.6
全体 578 4.8 87.2 8.0
感じない 250 2.4 91.2 6.4
感じる 300 6.7 86.0 7.3
なんともいえない 22 9.1 77.3 13.6
全体 578 26.8 66.1 7.1
感じない 250 24.4 69.6 6.0
感じる 300 29.3 64.7 6.0
なんともいえない 22 27.3 59.1 13.6
全体 578 36.2 57.1 6.7
感じない 250 35.6 58.0 6.4
感じる 300 37.7 57.3 5.0
なんともいえない 22 31.8 54.5 13.6
全体 578 4.3 87.7 8.0
感じない 250 2.0 90.8 7.2
感じる 300 6.7 86.7 6.7
なんともいえない 22 - 86.4 13.6
全体 578 26.1 66.1 7.8
感じない 250 21.2 72.0 6.8
感じる 300 31.7 62.0 6.3
なんともいえない 22 9.1 72.7 18.2
全体 578 6.6 84.9 8.5
感じない 250 2.8 90.0 7.2
感じる 300 10.0 82.3 7.7
なんともいえない 22 4.5 81.8 13.6
全体 578 13.8 78.4 7.8
感じない 250 8.0 85.2 6.8
感じる 300 20.0 73.3 6.7
なんともいえない 22 - 86.4 13.6
全体 578 19.6 73.2 7.3
感じない 250 17.6 76.0 6.4
感じる 300 22.3 71.7 6.0
なんともいえない 22 4.5 77.3 18.2

⑬ えみふるふぁいる

⑩ 病児、病後児保育事業

⑪
ショートステイ・トワイラ
イトステイ

⑫
ファミリー・サポート・セ
ンター

⑦ 地域親子ひろば

⑧
子育て親子ひろば「ひ
なたっ子」

⑨
光が丘子ども家庭支援
センター

④
こども家庭センターの子
育て相談

⑤
教育委員会・学校等の
就学相談

⑥
母子・父子自立支援員
によるひとり親家庭の
相談

＜子育てに関する不安の有無別 利用意向状況＞

① 産前・産後ヘルパー

② 母親学級・ペア学級

③
こども家庭センター(保
健師)の乳幼児健康相
談

14.9 

14.4 

20.8 

26.0 

22.3 

4.8 

26.8 

36.2 

4.3 

26.1 

6.6 

13.8 

19.6 

77.9 

78.4 

71.8 

67.1 

70.8 

87.2 

66.1 

57.1 

87.7 

66.1 

84.9 

78.4 

73.2 

7.3 

7.3 

7.4 

6.9 

6.9 

8.0 

7.1 

6.7 

8.0 

7.8 

8.5 

7.8 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい/今後利用したい いいえ/利用したくない 無回答
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小学生では、同様の事業について今後利⽤したいという回答の高い順に、「⑤小児科医の日曜救急当番医」
（54.8％）、「③児童館・放課後児童クラブ」（39.1％）などとなっています。 
 

 

  

小学生
n=504 n=

今
後
利
用
し

た
い

利
用
し
た
く

な
い

無
回
答

全体 504 14.9 26.4 58.7
感じない 221 13.1 24.9 62.0
感じる 252 15.9 27.0 57.1
なんともいえない 29 20.7 34.5 44.8
全体 504 15.5 24.8 59.7
感じない 221 14.5 23.5 62.0
感じる 252 15.9 25.4 58.7
なんともいえない 29 20.7 31.0 48.3
全体 504 39.1 19.8 41.1
感じない 221 38.9 16.7 44.3
感じる 252 38.5 22.6 38.9
なんともいえない 29 48.3 20.7 31.0
全体 504 17.7 24.6 57.7
感じない 221 10.9 27.1 62.0
感じる 252 23.0 21.8 55.2
なんともいえない 29 24.1 31.0 44.8
全体 504 54.8 6.9 38.3
感じない 221 51.6 7.2 41.2
感じる 252 57.5 7.1 35.3
なんともいえない 29 58.6 3.4 37.9
全体 504 11.3 27.0 61.7
感じない 221 7.2 28.1 64.7
感じる 252 13.9 25.8 60.3
なんともいえない 29 20.7 31.0 48.3
全体 504 6.9 29.6 63.5
感じない 221 5.9 28.1 66.1
感じる 252 7.5 29.8 62.7
なんともいえない 29 10.3 41.4 48.3
全体 504 6.7 29.8 63.5
感じない 221 5.4 29.4 65.2
感じる 252 7.5 29.0 63.5
なんともいえない 29 10.3 41.4 48.3
全体 504 8.9 28.2 62.9
感じない 221 6.8 28.1 65.2
感じる 252 9.5 28.2 62.3
なんともいえない 29 20.7 31.0 48.3
全体 504 8.7 28.4 62.9
感じない 221 6.3 28.1 65.6
感じる 252 9.9 28.2 61.9
なんともいえない 29 17.2 34.5 48.3
全体 504 4.6 32.3 63.1
感じない 221 3.2 31.7 65.2
感じる 252 6.0 31.3 62.7
なんともいえない 29 3.4 48.3 48.3
全体 504 4.2 33.5 62.3
感じない 221 5.0 30.8 64.3
感じる 252 3.6 34.5 61.9
なんともいえない 29 3.4 48.3 48.3
全体 504 10.1 30.4 59.5
感じない 221 7.7 29.9 62.4
感じる 252 12.3 29.4 58.3
なんともいえない 29 10.3 41.4 48.3

⑬
ファミリー・サポート・セ
ンター

⑩
相談窓口紹介カード（い
じめ相談電話）

⑪
光が丘子ども家庭支援
センター

⑫
母子・父子自立支援員
によるひとり親家庭の
相談

⑦
相談窓口（青少年セン
ター）

⑧ 相談窓口（教育研究所）

⑨
相談窓口（教育支援セ
ンター）

④ スクールカウンセラー

⑤
小児科医の日曜救急当
番医

⑥
登校支援室（不登校対
策）

③
児童館・放課後児童ク
ラブ

＜子育てに関する不安の有無別 利用意向状況＞

①
こども家庭センターの相
談

②
保健センターの相談窓
口（電話・来所等）

14.9 

15.5 

39.1 

17.7 

54.8 

11.3 

6.9 

6.7 

8.9 

8.7 

4.6 

4.2 

10.1 

26.4 

24.8 

19.8 

24.6 

6.9 

27.0 

29.6 

29.8 

28.2 

28.4 

32.3 

33.5 

30.4 

58.7 

59.7 

41.1 

57.7 

38.3 

61.7 

63.5 

63.5 

62.9 

62.9 

63.1 

62.3 

59.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい/今後利用したい いいえ/利用したくない 無回答
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２-９ 土曜・休日や長期休暇中の幼稚園・保育園等の利用意向 

（１）土曜日と日曜日、祝日の意向 
就学前児童 問 19 土曜日と日曜日・祝日に、定期的な幼稚園・保育園等の利⽤希望はあります

か（⼀時的な利⽤は除きます）。【単数回答】 
希望がある場合は、利⽤したい時間帯をご記入ください。 

 

①土曜の利⽤意向、利⽤希望時刻 

「利⽤する必要はない」が 60.2％と最も高く、次いで「⽉１〜２回は利⽤したい」（27.9％）、「ほぼ毎週利
⽤したい」（10.6％）と続いています。 

利⽤希望開始時刻は「８時台」が 57.2％、「９時台」が 25.7％となっています。 
利⽤希望終了時刻は「17時台」が28.8％、次いで「18時台」（27.0％）、「15時台」「16時台」（各々

12.6％）が続いています。 
土曜の利用意向 

 
利用希望開始時刻 利用希望終了時刻 

  

就学前児童 n= 578

利用する

必要はない, 60.2%
ほぼ毎週利用したい, 10.6%

月に１～２回は

利用したい, 27.9%

無回答, 1.4%

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台 就学前児童
19時台 n= 222
無回答

0.0 

1.4 

12.6 

57.2 

25.7 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 就学前児童
22時台 n= 222
無回答

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

3.2 

1.4 

1.8 

12.6 

12.6 

28.8 

27.0 

6.3 

0.5 

0.5 

0.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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②日曜・祝日の利⽤意向、利⽤希望開始時刻と利⽤希望時刻 

「利⽤する必要はない」が 76.5％と最も高く、「⽉１〜２回は利⽤したい」（18.9％）が続いています。 
利⽤希望開始時刻は「８時台」が 50.8％、次いで「９時台」（27.0％）、「７時台」（17.2％）が続い

ています。 
利⽤希望終了時刻は「17 時台」が 32.0％、次いで「18 時台」（30.3％）、「16 時台」（12.3％）が続

いています。 
 

日曜・祝日の利用意向 

 

 

利用希望開始時刻 利用希望終了時刻 

  

 

 

n= 578
就学前児童

利用する必要はない, 76.5%

ほぼ毎週

利用したい, 2.2%

月に１～２回は

利用したい, 18.9%

無回答, 2.4%

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台 就学前児童
18時台 n= 122
19時台

0.0 

2.5 

17.2 

50.8 

27.0 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 就学前児童
22時台 n= 122
無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

2.5 

9.8 

12.3 

32.0 

30.3 

7.4 

0.8 

0.8 

0.0 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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（２）現在、幼稚園を利⽤している人における⻑期休暇中の利⽤意向 
就学前児童 問 20 ＜回答条件＞問 14-2=「1」「2」（幼稚園利⽤者） 

夏休み・冬休みなど⻑期休業中の預かり保育の利⽤を希望しますか。 
【単数回答】 
希望する場合は、利⽤したい時間帯を、ご記入ください。 

 

⻑期の休みの期間中、「休みの期間中、週に数日利⽤したい」が 39.3％と最も高く、次いで「利⽤する必要
はない」（31.8％）、「ほぼ毎日利⽤したい」（22.4％）と続いています。 

利⽤希望開始時刻は「8 時台」が 51.5％、次いで「９時台」（33.3％）、「７時台」（9.1％）が続いて
います。 

利⽤希望終了時刻は「15 時台」「16 時台」が各々24.2％、「17 時台」（19.7％）、「18 時台」
（16.7％）が続いています。 

長期休暇中の利用意向 

 

利用希望開始時刻 利用希望終了時刻 

  

就学前児童 n= 107

利用する必要

はない, 

31.8%

ほぼ毎日

利用したい, 22.4%

休みの期間中、

週に数日利用したい, 39.3%

無回答, 6.5%

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台 就学前児童
19時台 n= 66

0.0 

0.0 

9.1 

51.5 

33.3 

6.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 就学前児童
22時台 n= 66
無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

9.1 

24.2 

24.2 

19.7 

16.7 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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２-10 お子さんの病気の際の対応 

（１）この１年間に幼稚園・保育園を利⽤できなかったこと 

①利⽤できなかったことの有無 

就学前児童 問 21-1 ＜回答条件＞問 14-2＝「1」〜「3」（幼稚園、保育園利⽤者） 
この１年間に、お子さんが病気やケガで通常の利⽤ができなかったことはあります
か。【単数回答】 

 

利⽤できないことが「あった」が 82.8％、「なかった」が 16.5％となっています。 

 

②利⽤できなかった場合の対処法と日数 

就学前児童 問 21-2 ＜回答条件＞問 21-1＝「1」（あった） 
宛名のお子さんが病気やケガで通常の利⽤ができなかった場合に、この１年間に
⾏った対処方法として当てはまるものすべてに○をつけてください。【複数回答】 
それぞれの日数も数字でご記入ください（半日程度も１日とカウントしてくださ
い。） 

 

最も回答の多い対処法は、「⺟親が休んだ」（82.9％）で、次いで「父親が休んだ」（43.8％）、「親族・
知人にこどもをみてもらった」（31.5％）、「就労していない父親または⺟親がこどもをみた」（16.7％）が続い
ています。対処法ごとの平均日数は、「就労していない父親または⺟親がこどもをみた」が 19.9 日/年、「⺟親が
休んだ」が 13.0 日/年、「親族・知人にこどもをみてもらった」が 8.1 日/年、「仕方なくこどもだけで留守番をさせ
た」が 7.0 日/年などとなっています。 

 
 

就学前児童 n= 303

あった, 82.8%

なかった, 16.5%

無回答, 0.7%

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人にこどもをみてもらった

就労していない父親または母親がこどもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なくこどもだけで留守番をさせた 就学前児童
その他 n= 251
無回答

43.8 

82.9 

31.5 

16.7 

3.6 

0.0 

0.8 

0.4 

1.6 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
対処法ごとの平均日数（日/年）

対処法 日数
父親が休んだ 6.2
⺟親が休んだ 13.0
親族・知人に子どもをみてもらった 8.1
就労していない父親または⺟親が子どもをみた 19.9
病児・病後児の保育を利用した 6.1
ベビーシッターを利用した -
ファミリー・サポート・センターを利用した 3.0
仕方なく子どもだけで留守番をさせた 7.0
その他 5.8
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（２）病児・病後児保育の利⽤意向 
就学前児童 問 21-3 ＜回答条件＞問 20-2＝「ア」「イ」 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利⽤したい」と思われま
したか。【単数回答】 
日数についても数字でご記入ください。 

 

「利⽤したいとは思わない」が 62.6％、「できれば病児・病後児のための保育を利⽤したい」が 37.0％となって
います。 

利⽤したい平均日数は、6.8 日/年となっています。 

 

 

（３）利⽤したいとは思わない理由 
就学前児童 問 21-4 ＜回答条件＞問 21-3＝「2」（利⽤したいと思わない） 

そう思われる理由について当てはまるもの１つに○をつけてください。【単数回答】 
 

「自分がみたいと思うから」（33.3％）が最も高く、「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」（29.5％）
などとなっています。 

 

 

就学前児童 n= 211

できれば病

児・病後児の

ための保育を

利用したい, 

37.0%
利用した

いとは思

わない, 

62.6%

無回答, 0.5%

利用したい平均日数
意向 平均日数

できれば病児・病後児のための保育を利用したい 6.8日/年

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性がよくない 就学前児童
利用料がかかる・高い n= 132

利用料がわからない

自分がみたいと思うから

その他

無回答

29.5 

2.3 

5.3 

7.6 

1.5 

33.3 

12.9 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40%
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２-11 不定期の保育園利用、一時預かり等の利用 

（１）利⽤状況 
就学前児童 問 22-1 次のうち、私⽤、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利⽤している

ものはありますか。【複数回答】 
また、１年間のおおよその利⽤日数も数字でご記入ください。 

 

①利⽤している事業 

「利⽤していない」（83.9％）の他は、「幼稚園の預かり保育」が 8.3％となっています。 

 

②利⽤日数 

事業ごとの平均利⽤日数は、「幼稚園の預かり保育」が 18.9 日/年、「保育園などの⼀時預かり」が 11.5 日
/年、「ファミリー・サポート・センター」が 4.4 日/年となっています。 

 

 

 

  

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター 就学前児童
夜間養護等事業：トワイライトステイ n= 578

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

3.5 

8.3 

2.2 

0.2 

0.0 

0.3 

83.9 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

事業ごとの平均利用日数
事業 平均日数

保育園などの一時預かり 11.5日/年
幼稚園の預かり保育 18.9日/年
ファミリー・サポート・センター 4.4日/年
トワイライトステイ 3.0日/年
ベビーシッター -
その他 6.0日/年
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（２）利⽤していない理由 
就学前児童 問 22-2 ＜回答条件＞問 22-1＝「７」（利⽤していない） 

現在利⽤していない理由で、当てはまるものすべてに○をつけてください。【複数
回答】 

 

「特に利⽤する必要がない」が 65.6％と最も高くなっており、具体的な理由としては回答の多い順に「自分が
利⽤できるのかどうかわからない 」（14.8％）、「事業の利⽤方法（⼿続き等）がわからない」（14.6％）、
「利⽤料がかかる・高い 」（13.4％）、「利⽤料がわからない」（8.2％）、などとなっています。 

 

（３）利⽤意向 
就学前児童 問 23 ＜回答条件＞問 22-1＝「１」〜「６」 

私⽤、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい幼稚園や保育
園等の事業を利⽤する必要があると思いますか。利⽤希望の有無や利⽤目的
について当てはまるものすべてに○をつけてください。【複数回答】 
また、必要な日数をご記入ください。 

 

①希望の有無 

「利⽤したい」が 89.7％、「利⽤する必要はない」が 6.4％となっています。 

 

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が利用できるのかどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない 就学前児童
その他 n= 485
無回答

65.6 

3.7 

2.7 

4.5 

13.4 

8.2 

14.8 

14.6 

4.5 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

n= 78
就学前児童

利用したい, 89.7%

利用する必要はない, 6.4%

無回答, 3.8%
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②利⽤したい理由 

「私⽤、リフレッシュ」が 77.1％、「冠婚葬祭、学校⾏事、こどもや親の通院等」が 72.9％、「不定期の就労」
が 32.9％となっています。 

 

 

③必要な日数 

平均必要日数は、「不定期の就労」は 18.4 日/年、「私⽤、リフレッシュ」が 16.6 日/年、「冠婚葬祭、学校
⾏事、こどもや親の通院等」が 10.3 日/年となっています。 

 

  

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、こどもや親の通院 等

不定期の就労

その他 就学前児童
無回答 n= 70

77.1 

72.9 

32.9 

10.0 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

理由ごとの平均必要日数
事業 平均日数

私用、リフレッシュ目的 16.6日/年
冠婚葬祭、学校行事、こどもや親の通院 等 10.3日/年
不定期の就労 18.4日/年
その他 12.3日/年
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２-12 宿泊を伴う一時預かりの必要性と理由 

（１）この１年間に泊りがけでこどもをみてもらうこと 
就学前児童 問 24 宛名のお子さんについて、保護者の⽤事により、泊りがけで年間何日くらい家族

以外に預ける必要があると思いますか。【単数回答】 
短期入所生活援助事業の利⽤希望の有無について当てはまる番号・記号す
べてに○をつけてください。【複数回答】また、必要な泊数をご記入ください。 

小学生 問 22-1 同上 
 

①必要の有無 

就学前児童では、「利⽤したい」が 14.0％、「利⽤する必要はない」が 83.7％となっています。 
小学生では、「利⽤したい」が 8.9％、「利⽤する必要はない」が 90.3％となっています。 

 

②利⽤したい理由 

就学前児童では、「保護者や家族の育児疲れ・不安」（72.8％）が最も高く、次いで「保護者や家族の病
気」（66.7％）、「冠婚葬祭」（44.4％）となっています。 

小学生では、「保護者や家族の病気」（66.7％）が最も高く、次いで「保護者や家族の育児疲れ・不安」
（35.6％）、「冠婚葬祭」（33.3％）が続いています。 

 
 

  

就学前児童(n=578)

小学生(n=504)

14.0 

8.9 

83.7 

90.3 

2.2 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

無回答

44.4 

72.8 

66.7 

8.6 

1.2 

33.3 

35.6 

66.7 

11.1 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

就学前児童(n=81) 小学生(n=45)
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③泊数 

就学前児童の⽤事ごとの平均泊数では、「保護者や家族の病気」が 5.3 泊/年、「保護者や家族の育児疲
れ・不安」が 5.0 泊/年となっています。 

小学生の⽤事ごとの平均泊数では、「保護者や家族の病気」が 7.8 泊/年、「その他」が 4.5 泊/年、「保護
者や家族の育児疲れ・不安」が 3.9 泊/年となっています。 

 

 

④ショートステイのほかにあったらいいと思うサービス 

小学生 問 22-2 ショートステイのほかに、どのようなサービスがあればよいと思いますか。 
【複数回答】 

 

小学生では、「特に利⽤したいサービスはない」が 83.5％と最も高く、具体的なサービスとしては「ファミリー・サ
ポート・センター」（9.1％）、「トワイライトステイ（休日・夜間の預かり）」（8.1％）などとなっています。 

小学生の希望ごとの平均希望日数では、「ファミリー・サポート・センター」が10.0日/年、平均希望時間が5.6
時間/日、「トワイライトステイ（休日・夜間の預かり）」の平均希望日数が 9.5 日/年、平均希望時間が 7.5
時間/日となっています。 

 

 

 

 

 

 

用事ごとの平均泊数
就学前児童 小学生

冠婚葬祭 3.4泊/年 2.5泊/年
保護者や家族の育児疲れ・不安 5.0泊/年 3.9泊/年
保護者や家族の病気 5.3泊/年 7.8泊/年
その他 2.6泊/年 4.5泊/年

平均泊数
用事

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ（休日・夜間の預かり） 小学生
ベビーシッター n= 504

その他

特に利用したいサービスはない

無回答

9.1 

8.1 

3.6 

1.8 

83.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望ごとの平均日数と時間
あったらいいサービス 平均希望日数 平均希望時間

ファミリー・サポート・センター 10.0日/年 5.6時間/日
トワイライトステイ（休日・夜間の預かり） 9.5日/年 7.5時間/日
ベビーシッター 10.6日/年 5.4時間/日
その他 47.3日/年 2.8時間/日
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２-13 小学生の過ごし方 

（１）平日の放課後の過ごし方 
小学生 問 15(1) 平日の放課後の通常的なお子さんの過ごし方で⼀番多いものについて、時間

帯ごとに当てはまるものを１つずつ選んで下の表に番号を入れてください。【単数
回答】 

 

平日の放課後は、16 時を過ぎると主な居場所が「学校」や「放課後児童クラブ」から「放課後児童クラブ」「家
族や親族（⼤人）」と過ごす割合が高くなり、18〜20 時では「家族や親族（⼤人）」が８割、20 時以降は
９割を超えています。 

夏と冬で過ごし方に違いがみられる点として 16〜18 時で、夏には 11.1％となっている「公園などで友達と遊
ぶ」が冬は 3.0％にとどまることがあげられます。 

 

 
 

学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（14〜16時） 小学生 冬（14〜16時）

16.1 

24.0 

20.2 

0.0 

5.0 

5.0 

0.4 

13.9 

2.0 

4.0 

3.0 

3.2 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

16.7 

24.0 

26.4 

0.0 

6.9 

6.2 

0.6 

4.0 

2.4 

3.6 

2.6 

3.4 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（16〜18時） 小学生 冬（16〜18時）

0.8 

18.8 

35.1 

0.0 

5.8 

3.8 

0.4 

11.1 

2.0 

8.9 

8.3 

2.6 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.0 

17.9 

43.3 

0.0 

6.0 

5.2 

0.2 

3.0 

2.4 

8.5 

8.1 

2.2 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（２）休日の過ごし方 
小学生 問 15(2) 休日の過ごし方についても（１）と同様に、時間帯ごとに当てはまる番号をそ

れぞれ１つずつご記入ください。【単数回答】 
 

休日の過ごし方は、12 時までは７割ほどが「家族や親族（⼤人）」と過ごす他は、「クラブ活動や地域活動」
が１割弱となっています。「家族や親族（⼤人）」と過ごす時間帯は平日よりも高まり、16〜18 時で８割前後、
18 時以降は９割を超えています。 

夏と冬で違いがみられる過ごし方として「公園などで友達と遊ぶ」があげられ、14〜16 時に夏は 12.5％、冬は
4.4％、16〜18 時では夏は 6.5％、冬は 0.4％となっています。 
  

学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（18〜20時） 小学生 冬（18〜20時）

0.2 

0.8 

82.9 

0.0 

1.8 

0.6 

0.0 

0.6 

0.2 

6.0 

3.0 

1.6 

2.4 

0% 50% 100%

0.2 

1.6 

81.9 

0.0 

1.6 

0.6 

0.0 

0.0 

0.2 

6.3 

3.2 

1.6 

2.8 

0% 50% 100%

学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（20時以降） 小学生 冬（20時以降）

0.2 

0.2 

91.1 

0.0 

0.6 

0.4 

0.0 

0.2 

0.0 

1.8 

0.4 

2.0 

3.2 

0% 50% 100%

0.2 

0.6 

90.9 

0.0 

0.6 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

0.4 

1.8 

3.6 

0% 50% 100%
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学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（9〜12時） 小学生 冬（9〜12時）

0.8 

1.4 

73.0 

0.0 

4.2 

1.6 

0.2 

2.6 

0.2 

8.7 

2.8 

2.0 

2.6 

0% 50% 100%

0.8 

1.4 

75.8 

0.0 

4.0 

0.8 

0.0 

0.8 

0.2 

8.3 

3.6 

1.6 

2.8 

0% 50% 100%

学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（12〜14時） 小学生 冬（12〜14時）

0.8 

1.6 

71.8 

0.0 

4.0 

0.8 

0.2 

8.3 

0.2 

5.0 

2.6 

1.8 

3.0 

0% 50% 100%

0.6 

1.4 

76.6 

0.0 

4.2 

0.8 

1.0 

2.8 

0.2 

4.6 

3.0 

1.8 

3.2 

0% 50% 100%

学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（14〜16時） 小学生 冬（14〜16時）

0.0 

1.8 

68.7 

0.0 

4.2 

0.6 

0.8 

12.5 

0.0 

4.0 

3.0 

1.8 

2.8 

0% 50% 100%

0.0 

1.8 

77.0 

0.0 

3.2 

1.2 

1.2 

4.4 

0.0 

3.8 

3.0 

2.0 

2.6 

0% 50% 100%
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学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（16〜18時） 小学生 冬（16〜18時）

0.0 

1.6 

78.6 

0.0 

3.2 

1.0 

0.2 

6.5 

0.2 

2.0 

2.6 

1.2 

3.0 

0% 50% 100%

0.0 

1.6 

84.3 

0.0 

2.6 

1.4 

0.2 

0.4 

0.0 

2.2 

2.6 

1.4 

3.4 

0% 50% 100%

学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（18〜20時） 小学生 冬（18〜20時）

0.0 

0.4 

91.9 

0.0 

1.2 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.6 

1.6 

3.0 

0% 50% 100%

0.0 

0.4 

91.5 

0.0 

1.2 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.6 

1.6 

3.4 

0% 50% 100%

学校 学校

放課後児童クラブ 放課後児童クラブ

家族・親族(大人) 家族・親族(大人)

ベビーシッターなど ベビーシッターなど

家で兄弟姉妹とこどもだけ 家で兄弟姉妹とこどもだけ

家で一人 家で一人

友だちの家 友だちの家

公園などで友だちと遊ぶ 公園などで友だちと遊ぶ

児童館などの公共施設 児童館などの公共施設

クラブ活動や地域活動 クラブ活動や地域活動

学習塾や習い事 学習塾や習い事

その他 その他

無回答 n= 504 無回答 n= 504

小学生 夏（20時以降） 小学生 冬（20時以降）

0.0 

0.2 

93.1 

0.0 

1.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

1.6 

3.6 

0% 50% 100%

0.0 

0.8 

92.5 

0.0 

0.8 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

1.6 

3.8 

0% 50% 100%
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（３）この１年間で家庭でした体験 
小学生 問 16 過去１年間において、あなたのご家庭では、お子さんと次のような体験をしまし

たか。【各々単数回答】 
 

「③誕生日のお祝い」「④クリスマスのプレゼントや正⽉のお年⽟」（各々99.2％）は、ほぼすべての家庭でし
ており、以降回答の高い順に「②遊園地や映画館」（79.6％）、「①家族旅⾏に⾏く」（75.4％）、「⑤習い
事に通わせる」（72.8％）と続いています。 

 

①世帯収入別 家族旅⾏に⾏くことの状況 (%) 

 

 

②世帯収入別 遊園地や映画館に⾏くことの状況 (%) 

 

 

③世帯収入別 お誕生日のお祝いの状況 (%) 

 

 

  

小学生
n=504

①家族旅行に行く

②遊園地や映画館に行く

③お誕生日のお祝いをする

④クリスマスのプレゼントや正月のお年玉

⑤習い事に通わせる

75.4 

79.6 

99.2 

99.2 

72.8 

11.1 

6.3 

0.6 

0.6 

5.8 

7.7 

4.6 

0.0 

0.0 

4.6 

4.2 

8.1 

0.0 

0.0 

15.5 

1.6 

1.4 

0.2 

0.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で） ない（その他の理由で） 無回答

200万円未満 200～400万円未満 400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

n= 26 86 160 137 87

ある

ない（金銭的な理由で）

ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で）

無回答

50.0 

30.8 

15.4 

0.0 

3.8 

59.3 

26.7 

4.7 

7.0 

2.3 

75.6 

10.6 

7.5 

5.0 

1.3 

84.7 

3.6 

8.0 

2.9 

0.7 

86.2 

2.3 

8.0 

3.4 

0.0 

200万円未満 200～400万円未満 400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

n= 26 86 160 137 87

ある

ない（金銭的な理由で）

ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で）

無回答

53.8 

19.2 

11.5 

11.5 

3.8 

73.3 

15.1 

3.5 

5.8 

2.3 

79.4 

5.6 

4.4 

10.0 

0.6 

86.1 

2.2 

4.4 

6.6 

0.7 

85.1 

1.1 

4.6 

9.2 

0.0 

200万円未満 200～400万円未満 400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

n= 26 86 160 137 87

ある

ない（金銭的な理由で）

ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で）

無回答

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

98.8 
1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

99.4 
0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 



第２章 集計結果 

53 

④世帯収入別 クリスマスのプレゼントや正⽉のお年⽟の状況 (%) 

 

 

⑤世帯収入別 習い事に通わせることの状況 (%) 

 

 

（４）こどもが使えるもの 
小学生 問 17 宛名のお子さんは、自分が使うことができる、以下のものがありますか。 

【複数回答】 
 

自分が使うことができるという回答の多い順に「自転⾞」（92.5％）、「オセロなどのボードゲームやゲーム機」
（85.7％）、「学校の教科書以外のマンガや小説など自分だけの本」（83.9％）、「自分専⽤の勉強机」
（70.8％）、「野球のグローブやサッカーボールなどのスポーツ⽤品」（56.7％）は過半数が持っており、以降
「タブレット、パソコン」（44.0％）、「携帯電話、スマートフォン」（33.1％）、「囲碁、将棋」（13.7％）などと
なっています。 

 

  

200万円未満 200～400万円未満 400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

n= 26 86 160 137 87

ある

ない（金銭的な理由で）

ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で）

無回答

100.0 0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

98.8 
1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

99.4 
0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

200万円未満 200～400万円未満 400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

n= 26 86 160 137 87

ある

ない（金銭的な理由で）

ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で）

無回答

34.6 

19.2 

7.7 

34.6 

3.8 

54.7 

15.1 

3.5 

23.3 

3.5 

66.3 

5.0 

5.6 

22.5 

0.6 

90.5 

0.7 

2.2 

6.6 

0.0 

87.4 

1.1 

6.9 

3.4 

1.1 

学校の教科書以外のマンガや小説など自分だけの本

自分専用の勉強机

野球のグローブやサッカーボールなどのスポーツ用品（スキーを除く）

オセロなどのボードゲームやゲーム機

自転車

携帯電話、スマートフォン

携帯音楽プレーヤーなど

タブレット、パソコン 小学生
囲碁、将棋 n= 504

無回答

83.9 

70.8 

56.7 

85.7 

92.5 

33.1 

4.2 

44.0 

13.7 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２-14 小学生の放課後児童クラブ（学童保育）の利用状況 

（１）利⽤頻度と時間 
小学生 問 18 宛名のお子さんは放課後児童クラブを利⽤していますか。平日・土曜日のそれぞれにつ

いて利⽤状況をお答えください。【単数回答】 
 

①平日 

平日は「利⽤していない」（61.9％）の他は、「週４日以上利⽤している」が 21.4％、「週１〜３日利⽤し
ている」が 15.1％となっています。 

利⽤は学校の終了から「18 時台」までが最も高く 35.3％、続いて「17 時台」（34.2％）、「16 時台」
（23.4％）などとなっています。 

②土曜日 

土曜日は「利⽤していない」（89.5％）の他は、「⽉１〜２日利⽤している」が 5.6％、「ほぼ毎週利⽤して
いる」が 3.0％となっています。 

利⽤は「18 時台」までが最も高く 34.9％、続いて「17 時台」（20.9％）、「16 時台」（16.3％）などと
なっています。 

n= 504
小学生

週４日以上利用している, 21.4%

週１～３日

利用している, 15.1%

利用していない, 61.9%

無回答, 1.6%
8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 小学生
22時台 n= 184
無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

3.8 

23.4 

34.2 

35.3 

1.6 

0.5 

0.0 

0.0 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40%

n= 504
小学生

ほぼ毎週利用している, 3.0%

月１～２日利用し

ている, 5.6%

利用していない, 89.5%

無回答, 2.0%
8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 小学生
22時台 n= 43
無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.0 

4.7 

4.7 

9.3 

16.3 

20.9 

34.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%
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（２）放課後児童クラブに対して感じること 
小学生 問 19 ＜回答条件＞放課後児童クラブ利⽤者 

現在通っている放課後児童クラブに対してどのように感じていますか。【各々単数
回答】 

 

「⼤変満⾜」と「ほぼ満⾜」を合わせた＜満⾜計＞が高い上位３項目は「⑩利⽤時間（受け入れ時間）」
（85.2％）、「②指導員等の配置状況（人員体制）」（77.8％）、「③こどもへの接し方」（76.7％）と
なっています。 

⼀方、「やや不満」と「⼤変不満」を合わせた＜不満計＞が高い上位３項目は「①施設・環境」（13.7％）、
「⑤保護者への情報伝達」（10.0％）、「③こどもへの接し方」（8.0％）となっています。 

 

（３）放課後児童クラブを利⽤していない理由 
小学生 問 20 ＜回答条件＞放課後児童クラブ非利⽤者 

宛名のお子さんが放課後児童クラブを利⽤していない理由は何ですか。 
【単数回答】 

 

「特に必要ないから」（62.7％）が最も高く、具体的な理由としては、多い順に「保護者またはお子さんが放
課後児童クラブを利⽤したくないから」（11.1％）、「要件を満たしておらず、利⽤できなかったから」
（10.5％）、「放課後児童クラブが遠かったり、⾏くのに不便だから」（4.6％）などとなっています。 

 

小学生
n=189 満足計 不満計

①施設・環境 69.8 13.7

②指導員等の配置状況（人員体制） 77.8 5.3

③こどもへの接し方 76.7 8.0

④病気やけがの時の対応 68.2 3.2

⑤保護者への情報伝達 70.4 10.0

⑥悩みごとなどへの相談対応 52.4 5.8

⑦保護者の要望・意見への対応 59.3 4.8

⑧安全対策 64.5 4.7

⑨衛生対策 67.8 3.2

⑩利用時間（受け入れ時間） 85.2 5.3

(%)

20.6 

27.5 

27.5 

27.5 

31.2 

22.8 

24.9 

23.8 

24.9 

40.2 

49.2 

50.3 

49.2 

40.7 

39.2 

29.6 

34.4 

40.7 

42.9 

45.0 

16.4 

16.4 

14.8 

27.5 

19.0 

40.7 

34.9 

28.6 

27.5 

8.5 

11.1 

4.2 

6.9 

3.2 

7.4 

4.2 

3.2 

4.2 

2.1 

3.7 

2.6 

1.1 

1.1 

0.0 

2.6 

1.6 

1.6 

0.5 

1.1 

1.6 

0.0 

0.5 

0.5 

1.1 

0.5 

1.1 

1.1 

2.1 

1.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変満足 ほぼ満足 どちらともいえない やや不満 大変不満 無回答

特に必要ないから

保護者またはお子さんが放課後児童クラブを利用したくないから

放課後児童クラブの存在を知らないから

放課後児童クラブが遠かったり、行くのに不便だから

放課後児童クラブの時間帯が合わないから

放課後児童クラブの空きがなかったから

要件を満たしておらず、利用できなかったから

その他 小学生
無回答 n= 306

62.7 

11.1 

0.7 

4.6 

0.7 

0.0 

10.5 

6.5 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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（４）利⽤意向と希望する時間 
小学生 問 21 宛名のお子さんについて、放課後児童クラブの現在の利⽤の有無や、実際の開

所時間などに関係なく、どのような利⽤希望がありますか。平日・土曜日それぞ
れについてご記入ください。【単数回答】 

 

①平日 

平日は「利⽤希望はない」（53.4％）の他は、「週４日以上利⽤したい」が 24.0％、「週１〜３日利⽤し
たい」が 19.8％となっています。 

利⽤を希望する時間帯は学校の終了から「18時台」までが最も高く37.6％、続いて「17時台」（22.6％）、
「17 時台」（17.2％）などとなっています。 

 

②土曜日 

土曜日は「利⽤希望はない」（78.6％）の他は、「⽉１〜２日利⽤したい」が 14.9％、「ほぼ毎週利⽤し
たい」が 3.4％となっています。 

利⽤を希望する時間帯は「18 時台」までが最も高く 28.3％、続いて「17 時台」（22.8％）、「16 時台」
（15.2％）などとなっています。 

n= 504
小学生

週４日以上利用したい, 24.0%

週１～３日

利用したい, 19.8%

利用希望はない, 

53.4%

無回答, 2.8%
8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 小学生
22時台 n= 221
無回答

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

5.0 

17.2 

22.6 

37.6 

12.7 

1.8 

0.0 

0.0 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40%

n= 504
小学生

ほぼ毎週利用したい, 3.4%

月１～２日利

用したい, 

14.9%

利用希望はない, 

78.6%

無回答, 3.2%
8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 小学生
22時台 n= 92
無回答

1.1 

0.0 

1.1 

0.0 

5.4 

5.4 

2.2 

8.7 

15.2 

22.8 

28.3 

6.5 

1.1 

0.0 

0.0 

2.2 

0% 10% 20% 30%
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③日曜日・祝日 

日曜日・祝日は「利⽤希望はない」（86.7％）の他は、「⽉１〜２日利⽤したい」が 9.1％、「ほぼ毎週利
⽤したい」が 1.0％となっています。 

利⽤を希望する時間帯は「18 時台」までが最も高く 37.3％、続いて「17 時台」（17.6％）、「15 時台」
（15.7％）、「16 時台」（13.7％）などとなっています。 

 

 
 
 
 

  

n= 504
小学生

ほぼ毎週利用したい, 1.0%

月１～２日利用し

たい, 9.1%

利用希望はない, 

86.7%

無回答, 3.2%
8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 小学生
22時台 n= 51
無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.9 

2.0 

2.0 

15.7 

13.7 

17.6 

37.3 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40%
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２-15 就学前児童における就学後の放課後の過ごし方の意向 

（１）小学校就学後の意向 
就学前児童 問 25 ＜回答条件＞5 歳以上 

小学校低学年（1〜3年生）のうちは、放課後の時間をどのような場所で過ご
させたいと思いますか。【複数回答】それぞれ希望する週当たり日数を数字でご
記入ください。 

就学前児童 問 26 ＜回答条件＞5 歳以上 
小学校高学年（4〜6 年生）になったら、放課後の時間をどのような場所で過
ごさせたいと思いますか。【複数回答】それぞれ希望する週当たり日数を数字で
ご記入ください。 

 

①就学後の居場所 

希望としては、小学校低学年（１〜３年生）では、「自宅」（56.0％）が最も高く、「児童館で実施する
無料の放課後児童クラブ（学童保育）」（54.8％）、「習い事」（29.8％）、「祖父⺟宅や友人・知人宅」
（19.0％）、「児童館（学童保育以外の⼀般利⽤）」（15.5％）と続いています。 

小学校高学年（４〜６年生）では、「自宅」（78.6％）が最も高く、「習い事」（47.6％）、「児童館で
実施する無料の放課後児童クラブ（学童保育）」（32.1％）、「祖父⺟宅や友人・知人宅」（22.6％）な
どとなっています。 
就学前児童 小学校低学年（１〜３年生）になった時の意向 

就学前児童 小学校高学年（４〜６年生）になった時の意向 

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館（学童保育以外の一般利用）

児童館で実施する無料の放課後児童クラブ（学童保育）

民間が運営する有料の放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など） 就学前児童
無回答 n= 84

56.0 

19.0 

29.8 

15.5 

54.8 

2.4 

1.2 

9.5 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館（学童保育以外の一般利用）

児童館で実施する無料の放課後児童クラブ（学童保育）

民間が運営する有料の放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など） 就学前児童
無回答 n= 84

78.6 

22.6 

47.6 

15.5 

32.1 

2.4 

1.2 

21.4 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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②希望日数など 

小学校低学年（１〜３年生）の平均希望日数は、「自宅」が 3.3 日/週、「祖父⺟宅や友人・知人宅」が
2.9 日/週、「習い事」が 1.8 日/週、「児童館（⼀般利⽤）」が 3.9 日/週となっています。「児童館による無料
の放課後児童クラブ」は 4.1 日/週で、希望する終了時間は最短で 16 時、最⻑で 19 時となっており、平均で
は 17 時 30 分となっています。「⺠間による有料の放課後児童クラブ」は 3.0 日/週で、希望する終了時間は最
短で 18 時、最⻑で 19 時となっており、平均では 18 時 30 分となっています。 

小学校高学年（４〜６年生）の平均希望日数は、「自宅」が 3.5 日/週、「祖父⺟宅や友人・知人宅」が
2.1 日/週、「習い事」が 2.1 日/週、「児童館（⼀般利⽤）」が 2.4 日/週となっています。「児童館による無料
の放課後児童クラブ」は 3.7 日/週で、希望する終了時間は最短で 16 時、最⻑で 19 時となっており、平均で
は 17 時 45 分となっています。「⺠間による有料の放課後児童クラブ」は 4.0 日/週で、希望する終了時間は最
短で 16 時、最⻑で 18 時となっており、平均では 17 時となっています。 

 

 

（２）土曜日と日曜日・祝日の放課後児童クラブの利⽤意向 
就学前児童 問 27 ＜回答条件＞問 25=「５」「６」または問 26=「５」「６」 

土曜日と日曜日・祝日にも放課後児童クラブ（学童保育）の利⽤希望はあり
ますか。【単数回答】 

 

土曜日に「低学年（１〜3 年）の間は利⽤したい」が 26.5％、「高学年（４〜６年）になっても利⽤した
い」が 10.2％、「利⽤する必要はない」が 55.1％となっています。 

日曜・祝日では、「利⽤する必要はない」（67.3％）の割合が上がり、「低学年の間は利⽤したい」が
12.2％、「高学年になっても利⽤したい」は 8.2％となっています。 

 

居場所ごとの平均希望日数

低学年（１〜３年生） 高学年（４〜６年生）
自宅 3.3日/週 3.5日/週
祖父⺟宅や友人・知人宅 2.9日/週 2.1日/週
習い事 1.8日/週 2.1日/週
児童館（学童保育以外の一般利用） 3.9日/週 2.4日/週
児童館による無料の放課後児童クラブ（学童保育） 4.1日/週、17時30分まで 3.7日/週、17時45分まで
⺠間による有料の放課後児童クラブ（学童保育） 3.0日/週、18時30分まで 4.0日/週、17時まで
ファミリー・サポート・センター 1.0日/週 1.0日/週
その他（公⺠館、公園など） 2.6日/週 2.2日/週

居場所
平均日数など

土曜日(n=49)

日曜日・祝日(n=49)

26.5 

12.2 

10.2 

8.2 

55.1 

67.3 

8.2

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１〜３年生）の間は利用したい

⾼学年（４〜６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答
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（３）夏休み・冬休みなど⻑期休業中の放課後児童クラブの利⽤意向 
就学前児童 問 28 夏休み・冬休みなど⻑期休業中の放課後児童クラブ（学童保育）の利⽤希

望はありますか。【単数回答】 
 

⻑期休業中について、「低学年（１〜3 年）の間は利⽤したい」が 49.0％、「高学年（４〜６年）になっ
ても利⽤したい」が 40.8％、「利⽤する必要はない」が 6.1％となっています。 

 

 

２-16 育児休業や短時間勤務制度など 

（１）仕事と子育ての両⽴について 
小学生 問 9 仕事と子育てを両⽴させる上で、⼤変だと感じることはどのようなことですか。 

【複数回答/２つまで】 
 

「自分が病気・けがをした時に代わりに面倒をみる人がいない」（58.1％）が最も高く、「こどもと接する
時間が少ない」（33.3％）、「急な残業が入ってしまう」（31.3％）などが続いています。 

 
 

n= 49
就学前児童

低学年（１～

３年生）の間

は利用したい, 

49.0%

高学年（４～

６年生）に

なっても利用

したい, 

40.8%

利用する

必要はな

い, 6.1%

無回答, 4.1%

急な残業が入ってしまう

自分が病気・けがをした時に代わりに面倒をみる人がいない

家族の理解・支援が得られない

職場の理解・支援が得られない

知人・友人の理解・支援が得られない

こどものほかに面倒をみなければならない人がいる

こどもの面倒をみてくれる保育園などが見つからない

こどもと接する時間が少ない 小学生
その他 n= 504
無回答

31.3 

58.1 

4.4 

6.3 

0.4 

3.8 

0.8 

33.3 

6.9 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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（２）育児休業の取得状況 
就学前児童 問 29-1 宛名のお子さんが生まれた時、父⺟のいずれかもしくは双方が育児休業を

取得しましたか。【単数回答】 
また「３」（取得していない）に○をつけた方はその理由をご記入ください。 

 

①就学前児童の保護者の取得の状況 

⺟親は「働いていなかった」が 37.2％、「取得した（取得中である）」が 48.8％、「取得していない」が
12.6％となっています。 

父親は「取得していない」（74.4％）が多数を占め、「取得した（取得中である）」は 18.0％となって
います。 

 

②取得しなかった理由 

就学前児童について、⺟親が取得しなかった理由は回答の多い順に「子育てや家事に専念するため退
職した」（47.9％）、「その他」（23.3％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（13.7％）
などとなっています。 

父親については、「仕事が忙しかった」（47.0％）と「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」
（40.0％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（31.6％）、「配偶者が無職・親族の⼿助けなどが
あり必要がなかった」（30.0％）などとなっています。 

 
 

  

就学前児童

⺟親(n=578)

父親(n=578)

37.2 

1.2 

48.8 

18.0 

12.6 

74.4 

1.4

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である）
取得していない 無回答

就学前児童
職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が無職・親族の手助けなどがあり必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

その他

無回答

13.7 

8.2 

9.6 

9.6 

47.9 

23.3 

2.7 

40.0 

47.0 

31.6 

30.0 

0.0 

9.1 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

母親(n=73) 父親(n=430)
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③小学生保護者の取得の状況 

小学生 問 11 保護者のどちらかが、産前・産後休業、育児休業のいずれかを利⽤したこと
がありますか。【単数回答】 

 

「⺟親・父親ともに利⽤したことがない」が 56.0％を占め、「⺟親が利⽤」したのは 37.5％、「父親が利
⽤」したのは 3.6％にとどまります。 

 

④取得の際に感じたこと 

小学生 問 12-1 ＜回答条件＞問 11=「１」〜「３」 
産前・産後休業、育児休業を利⽤した際に、職場で感じたことはどのような
ことですか。【複数回答】 

 

小学生について、⺟親では、「周りの理解があり、利⽤しやすかった」（73.1％）と感じる人が最も高く、
「前例があり、利⽤しやすかった」（34.3％）となっています。 

父親では、「周りの理解があり、利⽤しやすかった」（60.0％）と感じる人が最も高く、「前例があり、利
⽤しやすかった」（33.3％）となっています。 

 

n= 504
小学生

母親が利用, 

37.5%

父親が利用, 3.6%

母親、父親共に利用, 2.4%

母親、父親共に利

用したことがない, 

56.0%

無回答, 0.6%

小学生
周りの理解があり、利用しやすかった

前例があり、利用しやすかった

仕事の引継ぎが難しくなく、利用しやすかった

周りの理解がなく、利用しにくかった

前例がなく、利用しにくかった

仕事の引継ぎが難しく、利用しにくかった

その他

無回答

73.1 

34.3 

13.4 

8.0 

11.9 

5.0 

6.5 

1.5 

60.0 

33.3 

3.3 

13.3 

6.7 

10.0 

6.7 

10.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

母親(n=201) 父親(n=30)
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（３）取得後の復帰 

①復帰の状況 

就学前児童 問 29-2  ＜回答条件＞問 29-1＝「２」（取得した、取得中） 
育児休業取得後、職場に復帰しましたか。【単数回答】 

 

就学前児童について、⺟親は「育児休業取得後、職場に復帰した」が 72.7％、「現在も育児休業中
である」が 19.9％、「育児休業中に離職した」が 6.4％となっています。父親では「育児休業取得後、職場
に復帰した」が 94.2％となっています。 

 
 

②利⽤できる事業があった場合の復帰 

就学前児童 問 29-3 ＜回答条件＞問 29-2＝「２」（現在も育児休業中） 
宛名のお子さんが１歳になった時に必ず利⽤できる事業があれば、１歳に
なるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳に
なる前に復帰しますか。【単数回答】 

 

現在育児休業中の⺟親では、「１歳になるまで育児休業を取得したい」（71.4％）、「１歳を過ぎて
いるが現在も取得している」（26.8％）となっています。 

父親では該当者４名は「１歳になるまで育児休業を取得したい」が１名、「１歳を過ぎているが現在も
取得している」が３名となっています。 

 

 

  

就学前児童

⺟親(n=282)

父親(n=104)

72.7 

94.2 

19.9 

3.8 

6.4 

1.0 

1.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答

就学前児童

⺟親(n=56)

父親(n=4)

71.4 

25.0 

1.8 

75.0 

26.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳になるまで育児休業を取得したい

１歳になる前に復帰したい

１歳を過ぎているが現在も取得している
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③復帰後に感じたこと 

就学前児童 問 29-4 ＜回答条件＞問 29-2＝「1」（育児休業取得後、職場に復帰） 
産前・産後休暇、育児休業などを取得後、職場に復帰した際に感じたこと
について、当てはまるもの１つに○をつけてください。【単数回答】 

小学生 問 12-2 ＜回答条件＞問 11＝「1」〜「3」 
産前・産後休暇、育児休業などを利⽤後、職場に復帰した際に感じたこと
はどのようなことですか。当てはまるもの１つに○をつけてください。 
【単数回答】 

 

就学前児童については、育児休業取得後、職場に復帰した⺟親、父親ともに「上司や同僚の理解もあ
り、とても復帰しやすい職場環境だった」が６割以上を占めています。 

小学生については、「上司や同僚の理解もあり、とても復帰しやすい職場環境だった」が⺟親では
45.3％、父親では 50.0％となっています。 

 

 

 
 

  

就学前児童

⺟親(n=205)

父親(n=98)

64.9 

61.2 

9.3 

6.1 

6.8 

5.1 

9.8 

10.2 

2.9 

5.1 

4.9 

10.2 

1.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上司や同僚の理解もあり、とても復帰しやすい職場環境だった

上司や同僚の理解はあまり得られていないと感じた

復帰しやすい職場環境とはいえなかった

こどものための休暇取得や短時間勤務制度の利用はできず大変だった

その他

特に感じたことはない

無回答

小学生

⺟親(n=201)

父親(n=30)

45.3 

50.0 

13.4 

10.0 

8.0 

3.3 

8.5 

3.3 

9.5 

10.0 

8.0 

6.7 

7.5 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上司や同僚の理解もあり、復帰しやすい職場環境だった

上司や同僚の理解はあまり得られていないと感じた

復帰しやすい職場環境とはいえなかった

こどものための休暇取得や短時間勤務制度の利用はできず大変だった

その他

特に感じたことはない

無回答
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（４）子育てのために仕事を辞めたこと 
小学生 問 13 保護者のいずれかが、子育てのために仕事を辞めた経験はありますか。【単数回

答】 
また、「１」を選択した場合、当てはまる方（仕事を辞めた保護者）に○をつけてく
ださい。 

 

保護者のいずれかが子育てのために仕事を辞めたことが「ある」が 46.6％、「ない」が 53.2％となっていま
す。 

辞めたことがある場合、その 97.9％が「⺟親」という状況です。 

 

  

n= 504
小学生

ある, 46.6%ない, 53.2%

無回答, 0.2%

母親

父親 小学生
無回答 n= 235

97.9 2.1 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２-17 子育ての状況や環境 

（１）就学前児童が平日遊ぶところ 
就学前児童 問 35 宛名のお子さんは、平日、どこで遊んでいますか。【複数回答/２つまで】 
 

「幼稚園・保育園」（62.3％）、「家の中」（58.5％）、「公園」（17.8％）に回答が集まっています。 
 

 

  

家の中

公園

屋内の公園や広場

子育て親子ひろば「ひなたっ子」

児童館や町内会館など

ショッピングセンターにあるキッズコーナーなど

幼稚園・保育園

その他 未就学児童
無回答 n= 578

58.5 

17.8 

2.6 

5.2 

1.0 

1.7 

62.3 

3.8 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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（２）こども・子育てひろばの利⽤状況 
就学前児童 問 36-1 こども・子育てひろば「えみふる」を利⽤したことがありますか。【単数回答】 
小学生 問 29-1 同上 
就学前児童 問 36-2 ＜回答条件＞問 36-1＝「1」（利⽤したことがある） 

利⽤したところ、すべてに○をつけてください。【複数回答】 
小学生 問 29-2 ＜回答条件＞問 29-1＝「1」（利⽤したことがある） 

同上 
就学前児童 問 36-3 ＜回答条件＞問 36-1＝「1」（利⽤したことがある） 

１年間に何回くらい利⽤したことがありますか。【単数回答】 
小学生 問 29-3 ＜回答条件＞問 29-1＝「1」（利⽤したことがある） 

同上 
就学前児童 問 36-4 あそびの広場は何が変わると、より利⽤したいと思いますか。【複数回答】 
小学生 問 29-4 同上 
就学前児童 問 36-5 あそびの広場にあったら良いと思う遊具は何ですか。【複数回答】 
小学生 問 29-5 同上 
 

就学前児童では、こども・子育てひろば『えみふる』の利⽤が「ある」が 64.4％、「ない」が 25.3％となって
おり、「どこかわからない」は 9.5％という状況です。 

小学生では、こども・子育てひろば『えみふる』の利⽤が「ある」が 68.8％、「ない」が 18.7％となっており、
「どこかわからない」は 12.1％という状況です。 

 

子育てのしやすさ別 こども・子育てひろば「えみふる」の利用状況 

 

  

就学前児童(n=578)

小学生(n=504)

64.4 

68.8 

25.3 

18.7 

9.5 

12.1 

0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 「えみふる」がどこかわからない 無回答

就学前児童
全体(n=578)

子
育
て
の

し
や
す
さ

子育てしやすいまち
(n=425)

子育てしにくいまち
(n=146)

64.4 

67.1 

57.5 

25.3 

23.8 

30.1 

9.5 

8.5 

12.3 

0.9 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある
ない
「えみふる」がどこかわからない
無回答

小学生
全体(n=504)

子
育
て
の

し
や
す
さ

子育てしやすいまち
(n=350)

子育てしにくいまち
(n=152)

68.8 

70.9 

64.5 

18.7 

17.7 

20.4 

12.1 

10.9 

15.1 

0.4 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある
ない
「えみふる」がどこかわからない
無回答
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利 ⽤ した場 所 については、就 学 前 児 童 では、利 ⽤ したという回 答 の多 い順 に「あそびの広 場 」
（86.3％）、「子育て親子ひろば ひなたっ子」（60.8％）、「保健センター」（32.0％）となっています。
利⽤した回数は、「1〜10 回くらい」が 73.7％となっています。 

小学生では、利⽤したという回答の多い順に「あそびの広場」（89.3％）、「子育て親子ひろば ひな
たっ子」（59.9％）、「保健センター」（32.6％）となっています。利⽤した回数は、「1〜10 回くらい」が
83.6％となっています。 

  

 

あそびの広場が変わるとより利⽤したいと思うことについては、就学前児童では「利⽤したい遊具の導入」
（58.0％）が最も高く、次いで「周辺環境（休憩や飲食、買い物）の整備」（45.2％）となっています。
また、広場にあったらいいと思う遊具については、「エアー遊具」（47.9％）が最も高く、次いで「知育玩具
の充実」（41.0％）、「ネット遊具」（37.0％）となっています。 

小学生では「利⽤したい遊具の導入」（63.3％）が最も高く、次いで「周辺環境（休憩や飲食、買い
物）の整備」（39.9％）となっています。また、広場にあったらいいと思う遊具については、「エアー遊具」
（51.8％）が最も高く、次いで「ネット遊具」（48.4％）、「知育玩具の充実」（26.4％）となっていま
す。 

 

 

  

こども家庭センター

子育て親子ひろば
「ひなたっ子」

保健センター

幼児ことばの教室

あそびの広場

無回答

11.8 

60.8 

32.0 

4.8 

86.3 

0.5 

13.5 

59.9 

32.6 

8.9 

89.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童(n=372)

小学生(n=347)

1～10回くらい

11～20回くらい

21～30回くらい

31～40回くらい

41～50回くらい

51回以上

無回答

73.7 

11.3 

3.5 

2.2 

1.9 

4.8 

2.7 

83.6 

6.1 

3.7 

1.4 

1.7 

2.0 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童(n=372)

小学生(n=347)

利用したい遊具の導入

施設への交通の便など
（利便性）の向上

周辺環境（休憩や飲食、
買い物）の整備

利用可能時間の延長

その他

無回答

58.0 

18.5 

45.2 

18.9 

8.7 

4.7 

63.3 

18.1 

39.9 

14.7 

7.5 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童(n=578)

小学生(n=504)

絵本の充実

知育玩具の充実

エアー遊具

ネット遊具

対面で親子やこども
どうしで遊べる遊具

その他

現状のままで良い

無回答

12.1 

41.0 

47.9 

37.0 

25.6 

5.2 

14.2 

4.2 

10.5 

26.4 

51.8 

48.4 

12.3 

5.2 

18.5 

3.0 

0% 20% 40% 60%

就学前児童(n=578)

小学生(n=504)
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（３）小学生の地域活動やグループ活動 
小学生 問 23-1 宛名のお子さんは地域活動やグループ活動などに参加されたことはあります

か。【単数回答】 
問 23-2 ＜回答条件＞問 23-1=「1」「2」 

お子さんが参加したことがある、もしくは参加させたい地域活動やグループ活
動の種類は何ですか。【複数回答】 

 

「参 加 したことがある」（50.4％）が最 も高 く、「参 加 したことがなく、今 後 も参 加 予 定 はない」
（31.9％）、「参加したことはないが、今後参加させたい」（17.1％）が続いています。 

参加したことがある、または参加したい活動として「スポーツ活動」（67.6％）が最も多く回答を集め、以
降「文化・⾳楽活動」（32.4％）、「キャンプ等の野外活動」（29.1％）、「子ども会等⻘少年育成活
動」（22.6％）、「リサイクル活動や環境分野での社会活動」（22.4％）、「清掃や高齢者訪問等の地
域のボランティア」（15.9％）、「ホームステイ等の国際交流活動」（10.6％）となっています。 

 
世帯収入別 地域活動やグループ活動の参加状況 (%) 

 

 

 

 

小学生 n= 504

参加したこと

がある, 50.4%

参加したことはないが、今後は参

加させたいと思っている, 17.1%

参加したことがなく、今

後も予定はない, 31.9%

無回答, 0.6%

200万円未満 200〜400万円未満 400〜600万円未満 600〜800万円未満 800万円以上
＜回答者数＞ 26 86 160 137 87

参加したことがある

参加したことはないが、今後は参加させたい

参加したことがなく、今後も予定はない

無回答

30.8 

26.9 

42.3 

0.0 

53.5 

15.1 

31.4 

0.0 

47.5 

15.0 

36.9 

0.6 

49.6 

23.4 

27.0 

0.0 

63.2 

10.3 

26.4 

0.0 

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

清掃や高齢者訪問等の地域のボランティア

リサイクル活動や環境分野での社会活動

ホームステイ等の国際交流活動

子ども会等青少年育成活動

その他 小学生
無回答 n= 340

67.6 

32.4 

29.1 

15.9 

22.4 

10.6 

22.6 

1.5 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%
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（４）小学生と家族の関わり 

①食事の状況 

小学生 問 30 家族がそろって食事をするのは週にどのくらいですか。【単数回答】 
 

「ほぼ毎 日 」という 家 庭 が 65.1 ％を占 め、 「週 に１〜２回 」（17.9％）、「週 に３〜４日 」
（16.1％）、「ほとんどない」（1.0％）が続いています。 

 

②会話の状況 

小学生 問 31 お子さんとの会話は⼀日にどのくらいありますか。【単数回答】 
 

「１時間以上」という家庭が 69.0％を占め、「30 分程度」（27.4％）、「10 分程度」（3.4％）が
続いています。会話が「ほとんどない」という回答はありませんでした。 

 

  

n= 504
小学生

ほぼ毎日, 65.1%

週に３～４日, 

16.1%

週に１～２回, 

17.9%

ほとんどない, 1.0%

n= 504
小学生

10分程度, 3.4%

30分程度, 27.4%

１時間以上, 69.0%

ほとんどない, 0.0%

無回答, 0.2%
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（５）小学生が外出する際の環境 
小学生 問 32 こどもの外出の際に、まちの設備や環境についてどのように感じていますか。 

【各々単数回答】 
 
「⼤変よい」と「おおむねよい」を合わせた＜よい計＞が高い上位３項目は「①道路の安全面」（38.3％）

「⑤こどもの遊び場」（36.5％）、「こどもと食事が楽しめる場所」（28.0％）となっています。 
⼀方、「あまりよくない」と「よくない」を合わせた＜よくない計＞が高い上位３項目は「③こどもが利⽤しや

すい水飲み場やトイレの設置」（37.3％）、「②自転⾞利⽤時の歩道の段差」（35.7％）、「⑦通りの
⾒通しや明るさなどの防犯面」（33.5％）となっています。 

 
安心安全な環境整備の満⾜度別 小学生が外出する際の環境 (%) 

 

小学生
n=504 よい計 よくない計

①道路の安全面 38.3 28.3

②自転車利用時の歩道の段差 24.6 35.7

③こどもが利用しやすい水飲み場やトイレの設置 23.0 37.3

④こどもと食事が楽しめる場所 28.0 32.4

⑤こどもの遊び場 36.5 27.4

⑥こどもと買い物が楽しめるところ 25.0 32.9

⑦通りの見通しや明るさなどの防犯面 26.0 33.5

⑧その他 0.6 9.5

(%)

3.2 

2.6 

2.0 

3.0 

4.8 

3.2 

2.2 

0.4 

35.1 

22.0 

21.0 

25.0 

31.7 

21.8 

23.8 

0.2 

32.9 

38.5 

38.7 

38.5 

35.7 

41.7 

40.3 

3.6 

21.8 

28.6 

26.8 

26.8 

22.0 

26.4 

26.0 

3.0 

6.5 

7.1 

10.5 

5.6 

5.4 

6.5 

7.5 

6.5 

0.4 

1.2 

1.0 

1.2 

0.4 

0.4 

0.2 

86.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変よい おおむねよい どちらともいえない あまりよくない よくない 無回答

n=

大
変
よ
い

お
お
む
ね

よ
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り

よ
く
な
い

よ
く
な
い

無
回
答

よ
い
計

よ
く
な
い
計

全体 504 3.2 35.1 32.9 21.8 6.5 0.4 38.3 28.3

満足 96 12.5 58.3 15.6 10.4 2.1 1.0 70.8 12.5

どちらともいえない 271 1.1 35.8 41.7 18.1 3.0 0.4 36.9 21.1

不満 132 0.8 17.4 27.3 37.9 16.7 - 18.2 54.6

全体 504 2.6 22.0 38.5 28.6 7.1 1.2 24.6 35.7

満足 96 9.4 42.7 27.1 15.6 3.1 2.1 52.1 18.7

どちらともいえない 271 1.1 19.9 48.3 27.7 2.6 0.4 21.0 30.3

不満 132 0.8 12.1 26.5 40.2 18.9 1.5 12.9 59.1

全体 504 2.0 21.0 38.7 26.8 10.5 1.0 23.0 37.3

満足 96 7.3 41.7 32.3 13.5 3.1 2.1 49.0 16.6

どちらともいえない 271 0.7 17.7 50.9 23.6 6.6 0.4 18.4 30.2

不満 132 0.8 12.9 18.9 43.2 22.7 1.5 13.7 65.9

全体 504 3.0 25.0 38.5 26.8 5.6 1.2 28.0 32.4

満足 96 9.4 44.8 25.0 18.8 1.0 1.0 54.2 19.8

どちらともいえない 271 1.5 22.1 48.0 25.8 1.8 0.7 23.6 27.6

不満 132 0.8 15.9 29.5 34.8 16.7 2.3 16.7 51.5

全体 504 4.8 31.7 35.7 22.0 5.4 0.4 36.5 27.4

満足 96 13.5 53.1 19.8 9.4 3.1 1.0 66.6 12.5

どちらともいえない 271 3.0 28.4 43.9 22.5 2.2 - 31.4 24.7

不満 132 1.5 22.7 31.1 31.1 13.6 - 24.2 44.7

全体 504 3.2 21.8 41.7 26.4 6.5 0.4 25.0 32.9

満足 96 10.4 45.8 24.0 16.7 2.1 1.0 56.2 18.8

どちらともいえない 271 1.1 19.6 51.3 25.1 3.0 - 20.7 28.1

不満 132 1.5 9.1 34.8 36.4 17.4 0.8 10.6 53.8

全体 504 2.2 23.8 40.3 26.0 7.5 0.2 26.0 33.5

満足 96 10.4 51.0 27.1 9.4 1.0 1.0 61.4 10.4

どちらともいえない 271 - 19.9 51.7 25.1 3.3 - 19.9 28.4

不満 132 - 12.9 25.8 40.2 21.2 - 12.9 61.4

⑦
通りの見通しや明る
さなどの防犯面

③
こどもが利用しやす
い水飲み場やトイレ
の設置

①
道路の安全面（歩
道や信号の有無な
ど）

②
自転車利用時の歩
道の段差

⑥

こどもと買い物が楽
しめるところ（緑の
多さや歩道の広さ
など）

こどもと食事が楽し
める場所

④

⑤ こどもの遊び場
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（６）こどもの体験活動 
小学生 問 33 こどもの体験活動について、どのような機会があれば参加させたいと思います

か。【複数回答/３つまで】 
 

参加させたいという回答の多い順に「キッズスポーツ教室のように⾏政が⾏う活動」（51.2％）、「児童
館などで⾏われるこども向けの⾏事」（28.8％）、「子ども会のキャンプやかるた⼤会など地域の団体が⾏う
活動」（26.4％）、「学校単位で⾏われるスポーツ少年団などの活動」（21.2％）などとなっています。 

 

 

世帯収入別 こどもの体験活動で参加させたいもの (%) 

 

 

 

  

キッズスポーツ教室のように行政が行う活動

児童館などで行われるこども向けの行事

子ども会のキャンプやかるた大会など地域の団体が行う活動

学校単位で行われるスポーツ少年団などの活動

ＪＣなどまちづくり団体や教育大学の学生などが行う活動

海外留学や他都市への派遣交流事業

その他

特に参加させる考えはない 小学生
無回答 n= 504

51.2 

28.8 

26.4 

21.2 

11.3 

16.5 

1.8 

16.1 

3.0 

0% 20% 40% 60%

200万円未満 200～400万円未満 400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

＜回答者数＞ 26 86 160 137 87

キッズスポーツ教室のように行政
が行う活動

児童館などで行われるこども向け
の行事

子ども会のキャンプやかるた大会
など地域の団体が行う活動

学校単位で行われるスポーツ少年
団などの活動

ＪＣなどまちづくり団体や教育大学
の学生などが行う活動

海外留学や他都市への派遣交流
事業

その他

特に参加させる考えはない

無回答

15.4 

34.6 

30.8 

19.2 

11.5 

11.5 

3.8 

30.8 

3.8 

54.7 

30.2 

29.1 

9.3 

15.1 

19.8 

1.2 

18.6 

2.3 

49.4 

28.1 

30.6 

18.1 

8.1 

11.9 

1.3 

18.8 

3.8 

59.1 

30.7 

25.5 

27.7 

10.9 

17.5 

2.9 

11.7 

2.2 

51.7 

26.4 

18.4 

31.0 

13.8 

23.0 

1.1 

10.3 

0.0 
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２-18 子育てに関する悩みや不安、相談相手、情報収集など 

（１）子育ての不安や負担 

①不安や負担を感じること 

就学前児童 問 30 子育てに関して不安や負担を感じることがありますか。【単数回答】 
小学生 問 24 同上 
 

就学前児童では「まったく感じない」（7.3％）と「あまり不安や負担は感じない」（36.0％）を合わせた
＜感じない計＞が 43.3％、⼀方、「何となく不安や負担を感じる」（42.6％）と「非常に不安や負担を
感じる」（9.3％）を合わせた＜感じる計＞が 51.9％となっています。 

小学生では、「まったく感じない」（9.1％）と「あまり不安や負担は感じない」（34.7％）を合わせた＜
感じない計＞が 43.8％、「何となく不安や負担を感じる」（39.7％）と「非常に不安や負担を感じる」
（10.3％）を合わせた＜感じる計＞が 50.0％となっています。 

 

就学前児童 現在家庭類型別 不安や負担を感じること (%) 

 

 

就学前児童 世帯収入別 不安や負担を感じること (%) 

 

 

  

感じない計 感じる計

就学前児童(n=578) 43.3 51.9

小学生(n=504) 43.8 50.0

(%)

7.3 

9.1 

36.0 

34.7 

42.6 

39.7 

9.3 

10.3 

3.8 

5.8 

1.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まったく感じない あまり不安や負担は感じない
何となく不安や負担を感じる 非常に不安や負担を感じる
なんともいえない 無回答

ひとり親
フルタイム×
フルタイム

フルタイム×
下限以上パートタイム

フルタイム×
下限以下パートタイム

専業主婦・夫

＜回答者数＞ 40 234 95 56 132

まったく感じない

あまり不安や負担は感じない

何となく不安や負担を感じる

非常に不安や負担を感じる

なんともいえない

無回答

12.5 

25.0 

40.0 

15.0 

5.0 

2.5 

7.3 

41.0 

41.5 

7.3 

3.0 

0.0 

9.5 

28.4 

51.6 

8.4 

1.1 

1.1 

0.0 

41.1 

35.7 

16.1 

5.4 

1.8 

6.1 

34.8 

43.2 

9.1 

6.1 

0.8 

200万円未満 200～400万円未満 400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

＜回答者数＞ 26 103 243 126 68

まったく感じない

あまり不安や負担は感じない

何となく不安や負担を感じる

非常に不安や負担を感じる

なんともいえない

無回答

11.5 

19.2 

46.2 

19.2 

3.8 

0.0 

7.8 

34.0 

41.7 

11.7 

2.9 

1.9 

7.4 

34.6 

44.0 

7.8 

5.3 

0.8 

6.3 

40.5 

40.5 

10.3 

1.6 

0.8 

7.4 

45.6 

36.8 

7.4 

2.9 

0.0 
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小学生 世帯収入別 不安や負担を感じること (%) 

 

②日頃悩んでいること、気になること 

就学前児童 問 31 現在やこれからの子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になること
はどのようなことですか。【複数回答/5 つまで】 

小学生 問 25 子育てに関して、日常悩んでいること、または気になることはどのようなことです
か。【複数回答】 

 

就学前児童では、回答が多い順に「病気や発育・発達に関すること」（46.9％）、「食事や栄養に関
すること」（32.9％）、「こどもとの時間を十分に取れない」（25.3％）、「こどもの教育に関すること」
（24.9％）、「こどもを叱りすぎているような気がする」（24.0％）、「仕事や自分のやりたいことが十分に
できない」（23.2％）などとなっています。 

小学生では、「友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること」（37.9％）、「こどもの教育に関すること」
（37.1％）、「病気や発育・発達に関すること」（31.5％）、「インターネットによる有害情報の増加やイ
ンターネットに夢中になりすぎる」（30.6％）、「こどもとの時間を十分に取れない」（26.8％）、「こどもを
叱りすぎているような気がする」（26.0％）などとなっています。 

 

200万円未満 200～400万円未満 400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

＜回答者数＞ 26 86 160 137 87

まったく感じない

あまり不安や負担は感じない

何となく不安や負担を感じる

非常に不安や負担を感じる

なんともいえない

無回答

26.9 

26.9 

30.8 

11.5 

3.8 

0.0 

10.5 

31.4 

37.2 

16.3 

4.7 

0.0 

8.1 

33.1 

40.6 

10.6 

6.9 

0.6 

8.0 

35.0 

40.1 

9.5 

7.3 

0.0 

6.9 

42.5 

43.7 

4.6 

2.3 

0.0 

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからない

こどもとの接し方に自信が持てない

こどもとの時間を十分に取れない

話し相手や相談相手がいない

仕事や自分のやりたいことが十分にできない

こどもの教育に関すること

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

登園拒否・不登校等に関すること

子育てに関しての配偶者の協力が少ない

配偶者と子育てに関して意見が合わない

周りの見る目が気になる

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいない

こどもを叱りすぎているような気がする

ストレスで手をあげたり、世話をしなかったりしてしまう

地域の子育て支援サービスがよくわからない

インターネットによる有害情報の増加やインターネットに夢中になりすぎる

その他

特にない

無回答

46.9 

32.9 

3.6 

13.3 

25.3 

3.3 

23.2 

24.9 

16.6 

3.3 

7.6 

6.1 

2.8 

5.4 

24.0 

1.6 

2.2 

8.7 

4.0 

12.1 

3.8 

0% 50% 100%

就学前児童(n=578)

31.5 

25.6 

4.6 

12.5 

26.8 

4.6 

19.8 

37.1 

37.9 

6.3 

8.1 

8.5 

4.4 

7.3 

26.0 

3.0 

5.0 

30.6 

4.8 

12.1 

0.4 

0% 50% 100%

小学生(n=504)



第２章 集計結果 

75 

子育ての不安の有無別 日頃悩んでいること、気になること (%) 

 

 
 
 

  

全
体

感
じ
な
い

感
じ
る

な
ん
と
も

い
え
な
い

全
体

感
じ
な
い

感
じ
る

な
ん
と
も

い
え
な
い

n= 578 250 300 22 504 221 252 29

病気や発育・発達に関すること 46.9 37.2 56.3 36.4 31.5 19.9 41.3 34.5

食事や栄養に関すること 32.9 31.6 35.3 22.7 25.6 18.6 32.1 20.7

育児の方法がよくわからない 3.6 1.2 5.7 4.5 4.6 0.9 8.3 -

こどもとの接し方に自信が持てない 13.3 4.8 21.3 4.5 12.5 2.7 21.8 6.9

こどもとの時間を十分に取れない 25.3 18.4 30.3 31.8 26.8 16.7 36.1 20.7

話し相手や相談相手がいない 3.3 1.6 4.0 9.1 4.6 0.9 7.9 3.4

仕事や自分のやりたいことが十分にできない 23.2 8.4 34.3 40.9 19.8 8.1 31.0 13.8

こどもの教育に関すること 24.9 16.8 33.0 13.6 37.1 21.7 51.2 34.5

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 16.6 11.2 21.7 13.6 37.9 24.0 48.4 51.7

登園拒否・不登校等に関すること 3.3 2.4 4.0 4.5 6.3 2.3 9.5 10.3

子育てに関しての配偶者の協力が少ない 7.6 4.8 10.0 9.1 8.1 3.2 13.5 -

配偶者と子育てに関して意見が合わない 6.1 4.4 6.7 18.2 8.5 1.8 15.1 3.4

周りの見る目が気になる 2.8 0.8 4.7 - 4.4 0.5 7.9 3.4

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいない 5.4 3.2 6.7 9.1 7.3 4.5 10.3 3.4

こどもを叱りすぎているような気がする 24.0 12.0 34.0 27.3 26.0 10.4 40.5 20.7

ストレスで手をあげたり、世話をしなかったりしてしまう 1.6 0.4 2.7 - 3.0 1.4 4.8 -

地域の子育て支援サービスがよくわからない 2.2 2.4 2.3 - 5.0 2.3 7.5 -

インターネットによる有害情報の増加やインターネットに夢中になりすぎる 8.7 10.4 6.7 18.2 30.6 23.5 37.7 20.7

その他 4.0 2.4 5.7 - 4.8 1.8 7.9 -

特にない 12.1 24.4 2.3 9.1 12.1 25.8 0.8 6.9

無回答 3.8 1.6 4.3 4.5 0.4 0.5 - -

就学前児童 小学生

不安の有無 不安の有無
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（２）子育てに関する情報 

①子育てに関する情報 

就学前児童 問 32-1 
(1) 

子育てに関する情報の入⼿に、主にどのような⼿段を使っていますか。 
【単数回答】 

小学生 問 27-1 子育てに関する情報をどのように入⼿されていますか。【複数回答】 
 

就学前児童では、子育てに関する情報の入⼿は回答の多い順に「子育て情報サイト」（31.8％）、
「その他」（25.1％）、「Ｘ（旧ツイッター）」（9.5％）、「市の広報紙」（8.3％）となっています。 

小学生では、「インターネット」が 53.0％で最も高く、次いで「親族」（53.0％）、「隣近所の人、地域
の知人・友人」（49.6％）、「保育園、幼稚園、学校、児童館」（44.8％）となっています。 
 

 

 

  

メール

Ｘ（旧ツイッター）

フェイスブック

子育て情報サイト

ブログ

ライン

市の広報紙 就学前児童
新聞 n= 578
雑誌

その他

無回答

1.2 

9.5 

1.4 

31.8 

1.9 

4.2 

8.3 

0.9 

1.4 

25.1 

14.4 

0% 10% 20% 30% 40%

親族（親、兄弟姉妹など）

隣近所の人、地域の知人・友人

子育てサークルの仲間

保育園、幼稚園、学校、児童館

こども家庭センター、保健センター、民生委員・児童委員、主任児童委員

市役所や市の機関

市の広報やパンフレット、ＨＰ

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌

インターネット

コミュニティ誌

その他

情報の入手先がない 小学生
情報の入手方法がわからない n= 504

無回答

53.0 

49.6 

1.8 

44.8 

3.2 

7.9 

23.0 

22.0 

6.3 

58.7 

1.6 

1.0 

1.4 

1.8 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



第２章 集計結果 

77 

②市のホームページや子育てポータルサイトで知りたい情報 

就学前児童 問 32-2 市ホームページや子育てポータルサイトにおいて、最も知りたいと思う情報は
何ですか。【複数回答】 

小学生 問 27-2 同上 
就学前児童では、「遊び場や公園に関すること」（78.7％）が最も高く、次いで「市のイベントに関する

こと」（57.3％）、「子育て支援制度に関すること」（55.5％）、「こどもの病院や医療に関すること」
（52.4％）となっています。 

小学生では、「遊び場や公園に関すること」（57.5％）が最も高く、次いで「市のイベントに関すること」
（56.0％）、「子育て支援制度に関すること」（46.0％）、「こどもの病院や医療に関すること」
（45.6％）となっています。 

 

子育ての不安の有無別 市のホームページや子育てポータルサイトで知りたい情報 (%) 

 

市のイベントに関すること

遊び場や公園に関すること

プレコンセプションケアに関すること

産前産後の相談や手続きに関すること

こどもの病院や医療に関すること

子育て支援制度に関すること

こどもに関する相談に関すること

その他

特にない

無回答

57.3 

78.7 

2.9 

14.9 

52.4 

55.5 

33.4 

1.0 

6.1 

1.7 

56.0 

57.5 

2.6 

2.8 

45.6 

46.0 

20.4 

0.4 

11.1 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童(n=578) 小学生(n=504)

全
体

感
じ
な
い

感
じ
る

な
ん
と
も

い
え
な
い

全
体

感
じ
な
い

感
じ
る

な
ん
と
も

い
え
な
い

n= 578 250 300 22 504 221 252 29

市のイベントに関すること 57.3 57.6 58.3 54.5 56.0 54.8 56.7 55.2

遊び場や公園に関すること 78.7 78.8 79.7 81.8 57.5 56.6 58.3 58.6

プレコンセプションケアに関すること 2.9 2.4 3.0 9.1 2.6 0.9 4.4 -

産前産後の相談や手続きに関すること 14.9 9.2 19.3 18.2 2.8 2.3 3.6 -

こどもの病院や医療に関すること 52.4 44.4 60.7 40.9 45.6 43.4 48.4 37.9

子育て支援制度に関すること 55.5 45.2 64.0 68.2 46.0 42.5 50.4 37.9

こどもに関する相談（子育て、こどもの発達など）に関すること 33.4 23.2 43.3 22.7 20.4 11.8 28.2 20.7

その他 1.0 - 1.7 4.5 0.4 0.5 - 3.4

特にない 6.1 8.0 4.0 13.6 11.1 14.5 7.5 17.2

無回答 1.7 1.6 0.7 - 0.6 0.5 0.8 -

就学前児童 小学生

不安の有無 不安の有無
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（３）児童の虐待について 

①身近に⾒たり聞いたりしたこと 

就学前児童 問 33-1 最近、マスメディア等で、児童の虐待について取り上げられていますが、あな
たの身近なところで、こどもの虐待を⾒たり聞いたりしたことがありますか。 
【単数回答】 

小学生 問 35-1 同上 
就学前児童では「ない」が 86.0％を占めており、「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがあ

る」は 10.2％、「ある」は 2.2％となっています。 
小学生では「ない」は 78.8％、「虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある」が 14.7％、「あ

る」が 6.3％となっています。 

 

②⾒たり聞いたりした際の対処法 

就学前児童 問 33-2 ＜回答条件＞問 33-1＝「１」「２」 
その時、どのようにしましたか。【複数回答】 

小学生 問 35-2 ＜回答条件＞問 35-1＝「１」「２」 
同上 

対処法として、就学前児童では回答の多い順に「知り合いの人たちに相談した」（26.4％）、「保育
園・幼稚園、学校などに相談した」（6.9％）、「こども家庭センターなどに相談した」「児童相談所に相談
した」（各々4.2％）などとなっており、「どこにも相談していない」は 51.4％となっています。 

小学生では、「知り合いの人たちに相談した」（35.8％）、「保育園・幼稚園、学校などに相談した」
（15.1％）、「児童相談所に相談した」（10.4％）などとなっており、「どこにも相談していない」は
43.4％となっています。 

 

就学前児童(n=578)

小学生(n=504)

2.2 

6.3 

10.2 

14.7 

86.0 

78.8 

1.6

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 虐待かどうかわからないが、おかしいなと思ったことがある ない 無回答

こども家庭センターなどに相談した

児童相談所に相談した

民生・児童委員などに相談した

警察に相談した

保育園・幼稚園、学校などに相談した

保健所に相談した

知り合いの人たちに相談した

その他

どこにも相談していない

無回答

4.2 

4.2 

1.4 

0.0 

6.9 

0.0 

26.4 

2.8 

51.4 

8.3 

4.7 

10.4 

0.9 

4.7 

15.1 

0.0 

35.8 

2.8 

43.4 

0.9 

0% 20% 40% 60%

就学前児童(n=72) 小学生(n=106)
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２-19 行政に期待することや市の子育て支援策について  

（１）子育てサークルなど自主的な活動 
小学生 問 28-1 あなたは現在、子育てサークルやＰＴＡなどの自主的な活動に参加してい

ますか。【単数回答】 
問 28-2 ＜回答条件＞問 28-1=「１」〜「３」 

自主活動をしていくにあたって、⾏政に⾏ってほしい支援はどのようなものです
か。【複数回答】 

 

自主活動の参加の程度は「現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない」（43.1％）が最も
高く、「ときどき参加している」（34.9％）、「現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい」
（12.7％）、「よく参加している」（8.9％）と続いています。 

自主活動のために⾏政にしてほしい支援については、回答の多い順に「活動場所の提供」（45.3％）、
「情報発信やＰＲ等に関する支援」（40.0％）、「活動時間中の保育士などによる支援」（26.0％）と
なっています。 
 

  
世帯収入別 子育てサークルやＰＴＡなどの自主的な活動の参加状況                      (%) 

 
 

  

n= 504
小学生

よく参加している, 8.9%

ときどき参

加している, 

34.9%

現在は参加していない

が、今後機会があれば参

加したい, 12.7%

現在は参加し

ておらず、今

後も参加する

つもりはな

い, 43.1%

無回答, 0.4%

活動場所の提供

情報発信やＰＲ等に
関する支援

活動時間中の保育士
などによる支援

その他 小学生

無回答 n= 285

45.3 

40.0 

26.0 

2.8 

12.3 

0% 20% 40% 60%

200万円未満 200〜400万円未満 400〜600万円未満 600〜800万円未満 800万円以上
n= 26 86 160 137 87

よく参加している

ときどき参加している

参加していないが、今後参加したい

参加しておらず、今後も参加しない

無回答

3.8 

30.8 

7.7 

57.7 

0.0 

12.8 

31.4 

15.1 

39.5 

1.2 

5.6 

36.9 

10.0 

46.9 

0.6 

10.2 

35.8 

14.6 

39.4 

0.0 

11.5 

33.3 

13.8 

41.4 

0.0 
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（２）必要性が高く充実を期待する市の施策 
就学前児童 問 39 子育て支援施策について、市が重点的に取り組む必要が高いと思われるも

のは何だと思いますか。【複数回答/３つまで】 
小学生 問 39 市に対して、どのような子育て支援の充実を図ってほしいと期待しています

か。【複数回答】 
 

就学前児童では、回答の多い順に「小児医療や周産期医療の充実」（41.0％）、「幼稚園・保育園
やショートステイ等預かりサービスの充実」（36.7％）、「放課後児童クラブなどこどもたちの居場所の充実」
（30.8％）、「無利子あるいは給付型奨学⾦などによる経済的支援の充実」（28.5％）などとなってい
ます。 

小学生では「無利子あるいは給付型奨学⾦などによる経済的支援の充実」（54.6％）が最も高く、
「小児医療や周産期医療の充実」（48.4％）、「放課後児童クラブなどこどもたちの居場所の充実」
（44.8％）、「道路や建物のバリアフリー等安全安心な環境整備」（32.7％）、「幼稚園・保育園や
ショートステイ等預かりサービスの充実」（31.5％）、「発達支援など障がいのあるこどもへの支援の充実」
（31.0％）などが続いています。 

 

 

産後支援の充実

幼稚園・保育園やショートステイ等預かりサービスの充実

子育て相談の窓口や交流機会の充実

小児医療や周産期医療の充実

放課後児童クラブなどこどもたちの居場所の充実

地域が子育てを支える子ども会や子ども食堂などの活動

親の孤立を防ぐなど児童虐待の防止

発達支援など障がいのあるこどもへの支援の充実

市ホームページやＳＮＳ等による子育て支援情報の発信

道路や建物のバリアフリー等安全安心な環境整備

海外留学など豊かな体験機会の充実

無利子あるいは給付型奨学金などによる経済的支援の充実

その他

無回答

23.0 

36.7 

11.2 

41.0 

30.8 

4.3 

10.6 

10.4 

10.6 

12.5 

8.1 

28.5 

3.8 

9.0 

23.2 

31.5 

16.9 

48.4 

44.8 

17.9 

26.6 

31.0 

23.6 

32.7 

21.0 

54.6 

3.8 

3.4 

0% 20% 40% 60%

就学前児童(n=578) 小学生(n=504)
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子育てのしやすさ別 必要性が高く充実を期待する市の施策 

 

 

  

産後支援の充実

幼稚園・保育園やショートステイ等預かりサービスの充実

子育て相談の窓口や交流機会の充実

小児医療や周産期医療の充実

放課後児童クラブなどこどもたちの居場所の充実

地域が子育てを支える子ども会や子ども食堂などの活動

親の孤立を防ぐなど児童虐待の防止

発達支援など障がいのあるこどもへの支援の充実

市ホームページやＳＮＳ等による子育て支援情報の発信

道路や建物のバリアフリー等安全安心な環境整備

海外留学など豊かな体験機会の充実

無利子あるいは給付型奨学金などによる経済的支援の充実

その他

無回答

就学前児童 小学生

22.6 

37.2 

12.0 

42.4 

31.3 

4.7 

10.1 

10.4 

10.4 

12.5 

7.5 

27.5 

2.6 

8.0 

24.0 

37.0 

9.6 

37.7 

30.8 

3.4 

12.3 

10.3 

11.6 

13.0 

10.3 

32.9 

7.5 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80%

子育てしやすいまち(n=425)

子育てしにくいまち(n=146)

26.0 

32.0 

19.4 

47.4 

44.6 

16.9 

26.3 

32.0 

25.1 

31.1 

20.9 

51.7 

2.0 

3.7 

17.1 

30.3 

11.2 

50.7 

46.1 

19.7 

27.0 

28.3 

20.4 

36.2 

21.1 

61.2 

7.9 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

子育てしやすいまち(n=350)

子育てしにくいまち(n=152)
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（３）奨学⾦の利⽤意向 
小学生 問 34 お子さんの進学に当たって、奨学⾦を利⽤したいと思いますか。 

【単数回答】 
 

「返済義務のない（借⾦にならない）奨学⾦であれば利⽤したい」（76.6％）が多勢を占め、「奨学
⾦は利⽤したくない」（15.5％）、「返済義務のある奨学⾦（借⾦になる）であっても利⽤したい」
（6.3％）が続いています。 

 

（４）子育て環境や支援策の満⾜度 
就学前児童 問 37 あなたは、岩⾒沢市は、子育てがしやすいまちだと思いますか。【単数回答】 
小学生 問 37 同上 
 

就学前児童では「子育てしやすいまち」（11.2％）と「どちらかといえば子育てしやすいまち」（62.3％）
を合わせた＜しやすい計＞が 73.5％、⼀方、「どちらかといえば子育てしにくいまち」（19.7％）と「子育て
しにくいまち」（5.5％）を合わせた＜しにくい計＞が 25.2％となっています。 

小学生では「子育てしやすいまち」（9.3％）と「どちらかといえば子育てしやすいまち」（60.1％）を合わ
せた＜しやすい計＞が 69.4％、⼀方、「どちらかといえば子育てしにくいまち」（22.8％）と「子育てしにくい
まち」（7.3％）を合わせた＜しにくい計＞が 30.1％となっています。 

 

n= 504
小学生

返済義務のな

い（借金にな

らない）奨学

金であれば利

用したい, 

76.6%

返済義務のあ

る奨学金（借

金になる）で

あっても利用

したい, 6.3%

奨学金は利用

したくない, 

15.5%

無回答, 1.6%

しやすい計 しにくい計

就学前児童(n=578) 73.5 25.2

小学生(n=504) 69.4 30.1

(%)

11.2 

9.3 

62.3 

60.1 

19.7 

22.8 

5.5 

7.3 

1.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てがしやすいまち

どちらかといえば子育てがしやすいまち

どちらかといえば子育てがしにくいまち

子育てがしにくいまち

無回答
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（５）岩⾒沢市の子育てに関する取組に対する満⾜度 
就学前児童 問 38-1 あなたは、岩⾒沢市の子育てに関する取組にどの程度満⾜していますか。 

【各々単数回答】 
小学生 問 38-1 同上 
就学前児童では①取組全体の満⾜度は「満⾜」（8.3％）、「どちらかといえば満⾜」（39.6％）を合

わせた＜満⾜計＞は 47.9％、「どちらかといえば不満」（10.6％）、「不満」（5.0％）を合わせた＜不
満計＞は 15.6％となっています。 

②〜⑪の中で＜満⾜計＞の上位３項目は、「③幼稚園・保育園やショートステイ等預かりサービスの充
実」（42.4％）、「④子育て相談の窓口や交流機会の充実」（35.9％）、「②産後支援の充実（産
後ケア等）」（35.5％）となっています。⼀方、＜不満計＞の高い上位３項目は「⑤小児医療や周産
期医療の充実」（33.4％）、「⑪道路や建物のバリアフリー等安全安心な環境整備」（23.4％）、「⑩
市ホームページやＳＮＳ等による子育て支援情報の発信」（21.1％）となっています。 

 
就学前児童 子育てのしやすさ別 子育てに関する取組に対する満⾜度                      (%) 

 

就学前児童
n=504 満足計 不満計

①こども・子育て支援に関する取組全体の満足度 47.9 15.6

②産後支援の充実（産後ケア等） 35.5 15.0

③幼稚園・保育園やショートステイ等預かりサービスの充実 42.4 14.9

④子育て相談の窓口や交流機会の充実 35.9 10.4

⑤小児医療や周産期医療の充実 32.2 33.4

⑥放課後児童クラブなどこどもたちの居場所の充実 26.8 17.2

⑦地域が子育てを支える子ども会や子ども食堂などの活動 24.4 8.6

⑧親の孤立を防ぐなど児童虐待の防止 16.8 10.2

⑨発達支援など障がいのあるこどもへの支援の充実 24.0 7.6

⑩市ホームページやＳＮＳ等による子育て支援情報の発信 24.7 21.1

⑪道路や建物のバリアフリー等安全安心な環境整備 19.7 23.4

(%)

8.3 

7.3 

10.4 

7.4 

7.3 

5.0 

4.8 

3.8 

5.5 

3.6 

3.8 

39.6 

28.2 

32.0 

28.5 

24.9 

21.8 

19.6 

13.0 

18.5 

21.1 

15.9 

34.3 

47.2 

40.5 

51.6 

32.5 

53.5 

64.7 

70.4 

65.6 

51.7 

54.5 

10.6 

10.7 

10.7 

8.0 

20.8 

11.8 

6.7 

8.0 

5.4 

16.3 

17.5 

5.0 

4.3 

4.2 

2.4 

12.6 

5.4 

1.9 

2.2 

2.2 

4.8 

5.9 

2.2 

2.2 

2.2 

2.1 

1.9 

2.6 

2.2 

2.6 

2.8 

2.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満 無回答

満
足

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
満
足

ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
不
満

不
満

無
回
答

満
足
計

不
満
計

満
足

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
満
足

ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
不
満

不
満

無
回
答

満
足
計

不
満
計

全体 8.3 39.6 34.3 10.6 5.0 2.2 47.9 15.6 7.3 28.2 47.2 10.7 4.3 2.2 35.5 15.0

子育てしやすいまち 10.8 52.5 31.8 2.8 0.9 1.2 63.3 3.7 9.2 35.8 46.8 5.2 1.6 1.4 45.0 6.8

子育てしにくいまち 1.4 4.1 41.8 33.6 17.1 2.1 5.5 50.7 2.1 7.5 48.6 27.4 12.3 2.1 9.6 39.7

全体 10.4 32.0 40.5 10.7 4.2 2.2 42.4 14.9 7.4 28.5 51.6 8.0 2.4 2.1 35.9 10.4

子育てしやすいまち 12.7 37.6 38.8 7.3 1.9 1.6 50.3 9.2 9.4 36.2 49.6 3.1 0.5 1.2 45.6 3.6

子育てしにくいまち 4.1 17.1 45.9 20.5 11.0 1.4 21.2 31.5 2.1 6.8 58.2 22.6 8.2 2.1 8.9 30.8

全体 7.3 24.9 32.5 20.8 12.6 1.9 32.2 33.4 5.0 21.8 53.5 11.8 5.4 2.6 26.8 17.2

子育てしやすいまち 8.9 29.9 32.5 19.3 8.2 1.2 38.8 27.5 5.4 26.4 54.6 9.2 2.6 1.9 31.8 11.8

子育てしにくいまち 2.7 11.6 32.9 26.0 25.3 1.4 14.3 51.3 4.1 9.6 50.7 19.9 13.7 2.1 13.7 33.6

全体 4.8 19.6 64.7 6.7 1.9 2.2 24.4 8.6 3.8 13.0 70.4 8.0 2.2 2.6 16.8 10.2

子育てしやすいまち 5.4 24.0 64.9 3.5 0.5 1.6 29.4 4.0 4.7 16.2 71.5 4.7 0.9 1.9 20.9 5.6

子育てしにくいまち 3.4 7.5 65.8 15.8 6.2 1.4 10.9 22.0 1.4 4.1 68.5 17.8 6.2 2.1 5.5 24.0

全体 5.5 18.5 65.6 5.4 2.2 2.8 24.0 7.6 3.6 21.1 51.7 16.3 4.8 2.4 24.7 21.1

子育てしやすいまち 6.8 21.2 66.1 3.1 0.7 2.1 28.0 3.8 4.2 26.8 51.5 13.2 2.4 1.9 31.0 15.6

子育てしにくいまち 2.1 11.6 65.1 12.3 6.8 2.1 13.7 19.1 2.1 5.5 52.7 26.0 12.3 1.4 7.6 38.3

全体 3.8 15.9 54.5 17.5 5.9 2.4 19.7 23.4 578

子育てしやすいまち 4.0 20.2 56.5 14.1 3.3 1.9 24.2 17.4 425

子育てしにくいまち 3.4 4.1 49.3 28.1 13.7 1.4 7.5 41.8 146

①

こども・子育て
支援に関する
取組全体の満
足度

②
産後支援の充
実（産後ケア
等）

③

幼稚園・保育
園やショートス
テイ等預かり
サービスの充
実

親の孤立を防
ぐなど児童虐
待の防止

⑨

発達支援など
障がいのある
こどもへの支
援の充実

④
子育て相談の
窓口や交流機
会の充実

⑤
小児医療や周
産期医療の充
実

⑥

放課後児童ク
ラブなどこども
たちの居場所
の充実

⑪

道路や建物の
バリアフリー等
安全安心な環
境整備

n=

⑦

地域が子育て
を支える子ども
会や子ども食
堂などの活動

⑧

全体

子育てしやすいまち

子育てしにくいまち

⑩

市ホームペー
ジやＳＮＳ等に
よる子育て支
援情報の発信
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小学生では①取組全体の満⾜度は「満⾜」（8.7％）、「どちらかといえば満⾜」（33.1％）を合わせ
た＜満⾜計＞は 41.8％、「どちらかといえば不満」（16.3％）、「不満」（3.4％）を合わせた＜不満計
＞は 19.7％となっています。 

②〜⑪の中で＜満⾜計＞の上位３項目は、「⑥放課後児童クラブなどこどもたちの居場所の充実」
（41.7％）、「②産後支援の充実（新生児訪問等）」「③幼稚園・保育園やショートステイ等預かり
サービスの充実」（各々38.3％）となっています。⼀方、＜不満計＞の高い上位３項目は「⑤小児医療
や周 産 期 医 療 の充 実 」（27.9％）、「⑪道 路 や建 物 のバリアフリー等 安 全 安 心 な環 境 整 備 」
（26.2％）、「⑥放課後児童クラブなどこどもたちの居場所の充実」（17.8％）となっています。 

 
小学生 子育てのしやすさ別 子育てに関する取組に対する満⾜度                         (%) 

 
 
 
  

小学生
n=504 満足計 不満計

①こども・子育て支援に関する取組全体の満足度 41.8 19.7

②産後支援の充実（新生児訪問等） 38.3 10.9

③幼稚園・保育園やショートステイ等預かりサービスの充実 38.3 12.1

④子育て相談の窓口や交流機会の充実 31.5 8.0

⑤小児医療や周産期医療の充実 30.1 27.9

⑥放課後児童クラブなどこどもたちの居場所の充実 41.7 17.8

⑦地域が子育てを支える子ども会や子ども食堂などの活動 28.9 10.5

⑧親の孤立を防ぐなど児童虐待の防止 17.1 9.7

⑨発達支援など障がいのあるこどもへの支援の充実 26.7 10.3

⑩市ホームページやＳＮＳ等による子育て支援情報の発信 22.5 17.1

⑪道路や建物のバリアフリー等安全安心な環境整備 19.1 26.2

(%)

8.7 

10.3 

11.3 

8.3 

7.1 

10.7 

6.7 

4.2 

7.3 

4.6 

3.6 

33.1 

28.0 

27.0 

23.2 

23.0 

31.0 

22.2 

12.9 

19.4 

17.9 

15.5 

37.7 

49.6 

48.4 

59.1 

41.1 

39.7 

59.5 

72.0 

61.9 

59.5 

53.8 

16.3 

6.7 

8.3 

6.0 

19.4 

11.1 

7.3 

6.3 

6.9 

12.9 

18.3 

3.4 

4.2 

3.8 

2.0 

8.5 

6.7 

3.2 

3.4 

3.4 

4.2 

7.9 

0.8 

1.2 

1.2 

1.4 

0.8 

0.8 

1.0 

1.2 

1.0 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満 無回答

満
足

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
満
足

ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
不
満

不
満

無
回
答

満
足
計

不
満
計

満
足

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
満
足

ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
不
満

不
満

無
回
答

満
足
計

不
満
計

全体 8.7 33.1 37.7 16.3 3.4 0.8 41.8 19.7 10.3 28.0 49.6 6.7 4.2 1.2 38.3 10.9

子育てしやすいまち 12.3 46.0 36.0 4.9 - 0.9 58.3 4.9 14.6 35.1 44.9 2.9 1.7 0.9 49.7 4.6

子育てしにくいまち 0.7 3.9 42.1 42.1 11.2 - 4.6 53.3 0.7 11.8 61.2 15.8 9.2 1.3 12.5 25.0

全体 11.3 27.0 48.4 8.3 3.8 1.2 38.3 12.1 8.3 23.2 59.1 6.0 2.0 1.4 31.5 8.0

子育てしやすいまち 15.4 33.7 43.1 4.6 2.0 1.1 49.1 6.6 12.0 31.4 52.6 2.3 0.6 1.1 43.4 2.9

子育てしにくいまち 2.0 11.8 61.2 16.4 7.9 0.7 13.8 24.3 - 4.6 74.3 14.5 5.3 1.3 4.6 19.8

全体 7.1 23.0 41.1 19.4 8.5 0.8 30.1 27.9 10.7 31.0 39.7 11.1 6.7 0.8 41.7 17.8

子育てしやすいまち 9.7 29.7 39.1 17.1 3.7 0.6 39.4 20.8 14.6 38.6 35.7 8.0 2.6 0.6 53.2 10.6

子育てしにくいまち 1.3 7.2 46.1 25.0 19.7 0.7 8.5 44.7 2.0 13.8 49.3 18.4 15.8 0.7 15.8 34.2

全体 6.7 22.2 59.5 7.3 3.2 1.0 28.9 10.5 4.2 12.9 72.0 6.3 3.4 1.2 17.1 9.7

子育てしやすいまち 9.7 27.1 58.3 4.0 - 0.9 36.8 4.0 6.0 17.1 70.9 4.0 1.1 0.9 23.1 5.1

子育てしにくいまち - 11.2 63.2 15.1 9.9 0.7 11.2 25.0 - 3.3 75.7 11.8 7.9 1.3 3.3 19.7

全体 7.3 19.4 61.9 6.9 3.4 1.0 26.7 10.3 4.6 17.9 59.5 12.9 4.2 1.0 22.5 17.1

子育てしやすいまち 10.0 24.6 59.1 4.3 1.1 0.9 34.6 5.4 6.6 24.6 58.3 7.7 2.0 0.9 31.2 9.7

子育てしにくいまち 1.3 7.9 69.1 13.2 7.9 0.7 9.2 21.1 - 2.6 62.5 25.0 9.2 0.7 2.6 34.2

全体 3.6 15.5 53.8 18.3 7.9 1.0 19.1 26.2 504

子育てしやすいまち 5.1 20.3 54.6 14.6 4.6 0.9 25.4 19.2 350

子育てしにくいまち - 4.6 52.0 27.0 15.8 0.7 4.6 42.8 152

①

こども・子育て
支援に関する
取組全体の満
足度

②
産後支援の充
実（産後ケア
等）

③

幼稚園・保育
園やショートス
テイ等預かり
サービスの充
実

④
子育て相談の
窓口や交流機
会の充実

⑤
小児医療や周
産期医療の充
実

⑥

放課後児童ク
ラブなどこども
たちの居場所
の充実

⑦

地域が子育て
を支える子ども
会や子ども食
堂などの活動

⑧
親の孤立を防
ぐなど児童虐
待の防止

⑨

発達支援など
障がいのある
こどもへの支
援の充実

⑩

市ホームペー
ジやＳＮＳ等に
よる子育て支
援情報の発信

⑪

道路や建物の
バリアフリー等
安全安心な環
境整備

n=

全体

子育てしやすいまち

子育てしにくいまち
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２-20 「こども誰でも通園制度」の利用意向  

（１） 「こども誰でも通園制度」の利⽤意向 
就学前児童 問 34 こども誰でも通園制度を利⽤したいと思いますか。【単数回答】  
 

「こども誰でも通園制度」の利⽤意向は「利⽤したい」が 27.2％、「利⽤する予定はない」が 70.9％と
なっています。利⽤したい日数は「１日」（36.9％）が最も高く、次いで「２日」（21.0％）、「５日」
（19.1％）となっています。利⽤したい開始時間は「９時台」（40.8％）が最も高く、次いで「８時台」
（24.2％）、「10 時台」（18.5％）となっています。終了時間は「12 時台」〜「18 時台」まで分散して
います。 

 
 利⽤したい日数【日/週】 

利⽤したい時間帯【開始時間】 利⽤したい時間帯【終了時間】 

 

n= 578
就学前児童

利用したい, 

27.2%

利用する予定はない, 70.9%

無回答, 1.9%

1日

2日

3日

4日

5日

6日 就学前児童
7日 n= 157

無回答

36.9 

21.0 

12.1 

3.2 

19.1 

3.2 

0.6 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40%

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台 就学前児童
19時台 n= 157
無回答

0.0 

0.6 

8.3 

24.2 

40.8 

18.5 

0.0 

0.6 

1.3 

0.6 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台 就学前児童
22時台 n= 157
無回答

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

14.6 

5.1 

7.0 

17.2 

15.9 

15.3 

14.0 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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第３章 自由意見 

３-１ 就学前児童調査 

（１）問 38-2 子育てに関する取組の満⾜度とその理由 

①０〜２歳 

（ア）子育て支援、相談支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ 相 談 支
援 

支援的な取り組み（相談など）については、実際に利⽤して助け
られたことがあり、とてもありがたいと思いました。利⽤したことのない
ものについては、分からないのでどちらとも言えない。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

子 育 て
支援 

市で⾏える子育て支援として充分だと感じます。これ以上の改善
は社会全体で取組まないと難しいかと実感します 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

相 談 支
援 

助産師さんに助けていただくことが多く、親身になって話を聞いても
らえて安心感が増した。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

相 談 支
援 

健診で言葉の遅さなどが指摘されてショックを受け、泣いたという話
を多々聞きます。ショックを受けない様な進め方はないものでしょう
か。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

相 談 支
援 

保健師さんが話しやすい 

 

（イ）経済支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

経 済 支
援 

市から子がいる世帯にゴミ袋以外の支給があれば嬉しいです。ゴミ
袋も有難いです。（2 年分ではなく 3 年分ほどほしいなと思いま
す。） 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

経 済 支
援 

子供が生まれてから、市のゴミ袋の支給をされるが、オムツを買っ
て、オムツが外れるまでの時期を考えたら、とても中途半端な量だと
おもう。ゴミ袋を貰うよりも他にオムツ券や、ミルク券など選べる方が
いい 

周辺地区 不満 経 済 支
援 

少子高齢化と言われている世の中なのに全然子育て世代に子育
てしやすい環境作りをしていない。子供 1 人育てるのにお⾦や時間
と色んな物がかかる世の中で 2 年分のゴミ袋しか⽤意されていない
市で子育てしたいとは思えない。もう少し優遇して頂きたいです。お
むつ買う助成券の配布やミルクや離乳食の無料提供(1 年に 2、3
回)など少しでも子育ての⼒になってほしいです。 

周辺地区 不満 経 済 支
援 

未就学児のおむつ代補助等の補助があればもっと親の経済的負
担が減ると思う。 

周辺地区 不満 経 済 支
援 

岩⾒沢独自の⾦銭的支援が⾜りない。子育てを応援している、
⼒を入れているとは思えない。人口減少は仕方ないと諦めて努⼒
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

していない。不満しかない。 
周辺地区 不満 経 済 支

援 
他の市町村に⽐べて子育て支援に対する政策が全然⾜りていな
いと思う。給付⾦や支援制度があまり充実しているとは思えない
し、若者に対する支援が全くないことが少子化問題を益々悪化さ
せている原因だと思う。市議会議員は、何もしない高齢者か変な
⾦髪頭のおかしな議員がいたりして、議員報酬を払い過ぎ。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

経 済 支
援 

岩⾒沢市特有のというおもいきったもの、補助⾦なのか、施設なの
か…あればより良いと思う。また、住宅の補助もあれば、子育て世
代が集まる。新築宅地の造成等 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

何にしても料⾦が高かったりする。クーポンなどあれば嬉しい。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

子供が生まれた時の助成が他の地域と⽐べてショボイと思った。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

江別市の方が本の購入券⼀万円分や牛乳券の配布など⾦銭的
な支援がでかい。岩⾒沢はそこが弱い 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

少子高齢化社会での子育て世帯への給付をもっとして欲しい。低
所得世帯やひとり親世帯ばかりの臨時給付ばかりではなく、1 番苦
しいのは税⾦も払っている子育て世帯というのをわかっていない。
（例えば）第 3 子以降は市からお祝い⾦ 10 万円とか。それも、
税⾦を払ってる世帯に支給対象にする。結局のところ低所得世帯
らひとり親世帯ばかり優遇されており、税⾦の払っている中間世帯
はなんの恩恵もなくただ税⾦ばかり取られていて、これが平等と言え
るのだろうか︖ 

郊 外 地 区
ほか 

不満 経 済 支
援 

根本的に、子育て世代の支援が⾜りない。両親揃ってる、中間層
が 1 番しんどい思いして暮らしてることを忘れないで欲しい。 

 

（ウ）産前・産後、産科・小児科について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産 前 ・
産後 

産後支援にもう少し⼒を入れてほしい。今の状況のままだったら、
産後ケアを⼤々的に宣伝すべきではないと思う。（産後ママなど特
に︕︕） 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産 前 ・
産後 

産後ケアに利⽤料が発生するので利⽤しづらい。子供のインフルワ
クチンも助成して欲しい 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産 前 ・
産後 

産後ケアは宿泊を伴う産後ケアも対応できる助成⾦制度が欲し
い。（利⽤したくても高くて利⽤しにくい。他の市では助成⾦が出
る。）赤ちゃんに関する困り感は、数時間⾒てもらうだけでは伝わり
にくく、宿泊を伴うものであれば実際にどのように困るのかを伝えるこ
とができる。（例えば睡眠時に困っていることなど）また、アドバイス
も貰いやすい。さらに、産後の体を休めることができる。ぜひ前向き
に検討してもらいたい。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産 前 ・
産後 

産後支援の充実について、ケアを受ける受けないに関わらず、登録
だけしておいても構わないと支援センターでアドバイスをいただき、そ
の通りにしましたが、いざ利⽤を検討した際、電話予約のみだったの
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

が利⽤しなかった理由です。日中は慣れない子育てで疲れ果てて
電話をするような気⼒は私にはありませんでした。こちらの都合の良
いタイミングで少しの隙に済ませられるよう、ネット予約が出来たら便
利なのにと思っていました。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

産 前 ・
産後 

産後ケア等の登録はしたが、利⽤には壁があった。産後の⼤変な
時期に病院へ⾏くことや、初対面の方との対応は、精神的に負担
に感じた。利⽤しやすい形態や内容にしてほしい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

満⾜ 産 前 ・
産後 

産後ヘルパーの制度はあるが、1 週間前に予約が必要でなかなか
つかいにくい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

産 前 ・
産後 

産後支援では、滞在型の産後サービスを利⽤してみたかった。他
市の産後施設を利⽤する際の補助があると良い。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば不満 

産 前 ・
産後/産
科 

子育て支援の産前産後ヘルパーはとても使いづらいと感じた。周り
でも使っている人はいなかった。もっと違う何かに変えるべき。レディー
スクリニックが無くなって私⽴でしか出産できないのが不便。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば満⾜ 

産 科 ・
産後/産
科 

・産科が減ってしまったのが困る ・産後ヘルパーを利⽤したが、相
⼿側の事業所の人⼿不⾜のようで断られてしまった。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産 前 ・
産後/小
児科 

産後ケアは３回までの利⽤と、かつ内容が充分ではないと感じま
す。料⾦は高くなっても、宿泊ＯＫにしてほしいです。また、小児科
は、どの先生も高齢で、今後減って 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば満⾜ 

産科/産
前 ・ 産
後 

産科についてです。私は子供 2 人ともレディースクリニックで出産し
たため、もしも 3 人目が出来た場合、市⽴病院に掛かるのが少々
不安です。レディースクリニックは、個室で産後子供と二人きりで過
ごせるというところがとても良かったです。お風呂もトイレも気にせず
楽でした。⼤部屋、2 人部屋というのは、周りのことをとても気にして
しまう私にとって精神的に負担がかかるだろうと思います。もう決定
してしまった以上覆すことは出来ないので、せめて個室の採⽤はあり
ませんか︖⼤部屋と⾦額が違ってでも、私みたいに個室がいいとい
う人は多数居るのではないかと思います。御検討よろしくお願いしま
す。 

周辺地区 満⾜ 産科 第 1 子を岩⾒沢レディースクリニックで出産しました。個人産院で
非常に⼿厚いケアをして頂いたため、第 2 子以降もと考えていまし
たが分娩の取扱いを停止したとのことで、市内で周産期医療を対
応できるのが市⽴病院のみになると思います。しかし、常勤医不在
と聞きますし、わざわざ近郊の産婦人科に通うお⺟さん達の声をよ
く耳にします。今後の子育て支援の要となると思いますので、周産
期医療を充実させてほしいです。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科 不妊治療をするには札幌に⾏かなくてはならず、２人目、３人目
…となると通えない…。産科も少なく、札幌まで⾏きました。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科 市内での周産期医療が減少していること。2 人目を考えているが、
夫婦共に実家が市内のため、できれば市内で出産したい。です
が、医療体制に不安があり市外の病院にしても通院が⼤変なので
悩んでいます。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科 少子化なので仕方ないと思いますが、レディースクリニックで出産で
きなくなったのはかなり痛⼿です。帝王切開で出産をしたため、完
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

全個室の病室が⼤変助かりました(術後で体が思うように動かない
時、自分のペースでプライバシーを守りつつ排泄ができ、睡眠が取
れること)。次の出産も帝王切開になると思われるため、少しお⾦を
払うことになっても、居住地から遠くなっても、完全個室の産院で産
みます。市⽴病院が完全個室になるのであれば、市⽴病院で産
みたいと思う。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

産科 市⽴病院でしか出産できないのに、常勤の産婦人科医がいない。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

不満 産科 子育て支援に関しては最低限のことをやっているので評価はできる
がそれだけ、人口減少の時代の中、空知の市町村で 1 番⼤きい
街なのに 1 番しょぼい。特別なものは何もやっていない。子育て世
代が働きたいと思うような働き場所が少ない。古い考えで⺟親の働
き方に制限が出やすいと感じる。周産期医療に関しては 1 箇所で
しか出産ができないし小児集中治療室がないため安心して出産で
きない。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科/小
児科 

今後の小児科医療や周産期医療がどうなっていくか心配（小児
科や産科減ってしまったり、休診日だったり、安心して病院にかかれ
るのか）個人病院と市⽴病院で連携して緊急時受け入れてもら
えたことがあり助かりました。この先もそうだと良い…。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科/小
児科 

切迫早産で入院したが、早く産まれるようなら札幌に移送されると
言われたので、小児科を充実させてほしい 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

産科/小
児科 

産婦人科が市⽴病院しかないのが不安。日曜に小児科がないと
きがあるのが不安。 

 

（エ）保育、預かりについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

保育 こども園を作ってほしいです。夜間保育もほしいです。（会社の新・
忘年会など参加する際利⽤したい） 

周辺地区 無回答 保育 どちらともいえないに丸をした項目は利⽤したことがない為。少子化
と言われていて、子どもが少なくなってきているにも関わらず希望の
幼稚園（保育園）に入れずにいるのがもどかしいです。同居の
父、⺟も高齢になってきており、仕事を本格的に始めたいが、でき
ない状態。希望の所以外に入園できる（空きがある）と言われた
が、（市役所に⾏って聞いたところ）上の子と同じ所に入園希望
で、先に別な所に入園してしまうと優先順位もひくくなるとの事で、
それもちゅうちょしています。子どもをあずけたい時に預けられる環境
がととのっていればいいなぁと思います。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

保育 短時間勤務の家庭の子どもが預けられる施設や制度がより充実
するといいなと思います。（認定外保育所の増設など） 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

不満 保育 夜間保育のできる保育園を増やして欲しい。保育にかかる費⽤負
担の軽減を求む。両親が夜勤者の世帯に対して風当たりが強い。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

預かり ⼀時預かりが高額なので利⽤しにくい。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

預かり 祖父⺟が高齢で⼿伝ってもらえず、トワイライトステイを利⽤したくて
も断られる。利⽤できないなら廃止にすればいいのに。もっと子供を
低料⾦で預かってもらえる施設を増やしても欲しい。 

 

（オ）児童館、放課後児童クラブ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

児童館 児童館を小学校の近くにあった方が安心。遠い場合バス等で送
迎があるとより安心。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

放 課 後
児童クラ
ブ 

放課後児童クラブに関して、職員の⾒直しが必要で預けづらい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

放 課 後
児童クラ
ブ 

放課後児童クラブの利⽤者が増えているのに、施設、職員数が⾜
りていない他遊ぶものも変わらず、すぐ飽きてしまい、⾏きたがらなく
なった。そうなると仕事にも支障があるので、せめて内容の充実をし
ていただきたい。・⻑期休み（夏休み等）中の放課後児童クラブ
での昼食（弁当）の提供を導入してほしい。有料で良いので。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

放 課 後
児童クラ
ブ 

児童クラブ利⽤していますが、子供は物⾜りない様子。施設として
は満⾜ですが、もう少しイベント等メリハリあるといいなと思います。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらともいえ
ない 

放 課 後
児童クラ
ブ 

今住んでる地域の学校は、夏休みの児童クラブが 14︓00〜
18︓00 で、仕事が出来ない状況です。せめて 9︓00〜にしても
らえないと、親は困ります。 

 

（カ）あそび場、道路・交通について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ あそび場 2024 年４⽉に転入してきたので、ここ⼀年でという質問の答えは
前の市のことも含まれています。遊びの広場について。こどもは時間
どおりにスッと動けないので、遊びの広場の時間を区切らないで欲し
いです。⾏きづらいです。岩⾒沢市⺠に料⾦の優遇があると嬉しい
です。特別な新しい遊具はいりません。ダンボールのトンネルでも子
供は喜びます。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

あそび場 あそびの広場、ひなたっ子以外の施設（親子広場の児童館な
ど）はかなり古い施設も多く、子供が安心安全に遊べる環境が
整っているとは言い難い。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

あそび場 はいはいする子ども、歩き始めた子どもは公園ではまだ遊べません。
土日祝日、腹ばいの赤ちゃんでも遊べる場所があればとてもありが
たいです。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば満⾜ 

あそび場 あそびの広場を多く利⽤していますが、⽴体駐⾞場で、エレベー
ターを 2 度も乗らないといけない場合があり、広場に⾏くまで負担を
感じる。子供 2 人を連れて⾏くことを考えると、駐⾞場から⾏きや
すい場所だと⼤変助かる。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ ひ な た っ
子 

ひなたっ子が⼤好きでよく利⽤しています︕ 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

ひ な た っ
子 

えみふるの駐⾞場から、ひなたっ子までが遠すぎるので、子どもが
抱っこをせがむときは連れてくのが⼤変。駐⾞場から近いところに支
援センターがあると嬉しい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

ひ な た っ
子 

ひなたっ子を利⽤している。週に１回程度。常連者じゃないと⾏き
づらい雰囲気があるのをすごく感じる。最後のうたと⼿遊びとかでア
ウェーを感じる。あと、子供を遊ばせるが目的だが、自分も話した
い。と思ってるけど、皆、子供メインで、せっかく子供が近い年齢なの
に全く打ちとけれないことが多い。話せる機会作ってくれたら嬉しいと
思う。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

公園 1 歳児の遊べる遊具がある公園が少ない。室内遊具がある場所
が 1 箇所しかなく子どもが飽きる 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

公園 駐⾞場のある公園を増やしてほしい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

公園/道
路 

①自宅から幼稚園間までの歩道が狭いし、ほぼない。（駒沢幼
稚園近くの住宅街の道路幅はくるま 2 台ギリギリすれ違うくらいで
冬になると道路脇に雪山が出来、すれ違いづらい。歩道はほぼな
いです。各家の⾞が歩道に泊まっているかギリギリの所に停まってい
る。ので 1 列になり子供と⼿を繋いで通らなきゃいけないし狭いので
危ないです。②家の近くに室蘭本線跡地緑地があるが公園の近く
に信号がないので道路を渡らなきゃいけない。幼稚園に⾏くのも少
し遠回りしなきゃいけないので不便。公園近くに信号があればありが
たいです。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 日の出のあたりはベビーカーで散歩しづらい。道が坂になっており、ガ
タガタで嫌です。そっこうもあぶない︕︕はやくうめてほしい（日の出
台） 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 道路がガタガタでベビーカーが押しにくい。早くきれいな道路にしてほ
しい。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

道路 道路がでこぼこすぎて、チャイルドシートに乗せていても赤ちゃんが揺
れていてとても怖く感じる。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

道路 でこぼこが多く、歩道が狭いとこがたくさんあるので、ベビーカー走りや
すいように道路を整備してほしい 

周辺地区 不満 道路 道路の舗装が波打ち、でこぼこして子どもが転びやすくて危ない 
東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 歩道がガタガタ 
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（キ）情報について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ 情報 第 2 子以降保育料無料等、知らなかった制度がたくさんあり、「岩
⾒沢ってがんばっているんだな」と子どもを生んで初めて知りました。
（在住 30 年で）もっと⼤きな発信してくれたら、⾒つけて利⽤し
やすくなると思います。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

情報 市のホームページが⾒づらい。（たどり着きたいページまで何個も何
度もリンクを踏む必要がある。）公園の情報が分かりづらい。最新
なのかどうか︖駐⾞場はあるのか︖写真もなく、雰囲気も分からな
い。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

情報 「市の取組」を認識していないので評価できない 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

情報 あまり知らないから 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

情報 取り組み等が中々表で⾒えず分かりにくい。色々な制度があるのか
もしれないが、知らないことも多い。 

周辺地区 不満 情報 ほとんど知らない制度ばかりです。こんな制度あるんだよってもっとわ
かるようにしてもらいたい。利⽤してる人多いんですか︖知らない人
の方が多いと思う。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

情報 岩⾒沢に引越して 1 年のため、あまり制度もわからないし、情報も
ほとんどないため。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

情報 何をしているのか知らない。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

情報 取り組み内容について知らないことが多く判断しにくい。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば不満 

情報 なれない土地で、はじめての子育てなのでくわしいことがわかりませ
ん。もっと、わかりやすくしてほしいです。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらともいえ
ない 

情報 HP がみづらい 

 

（ク）全体的な意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

相 談 支
援 / あ そ
び場/経
済支援 

私は由仁町から来ましたが、由仁町は保健師さんが何度も来てく
れて相談にのってくれる環境でした。岩⾒沢でも取り入れたら良いと
思いました。子育て世帯には、中古の家をリノベーションする補助
⾦を支援したりしてくれると助かります。仕事を辞めてから 1 年間は
前職の料⾦を払うのはつらい。すぐに改善してほしい。岩⾒沢市は
あそびの広場等子育てが他の市よりも充実していると思います。今
後も新たな発展を期待していきたい。子どもがいる世帯にお⾦がほ
しいです。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科/医
療費/ゴ
ミ袋 

・産科が少なすぎる・子供の医療費無料はとても助かります。ありが
とうございます・ゴミ袋の支給は 3 歳までだと嬉しいです 



第３章 自由意⾒ 

93 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

情報/保
育 

こども・子育て支援にもう少し⼿をかけた取組みが必要だと感じる。
子育て窓口をもっと気軽に使えるようになると良いと思う。市のホー
ムページやＳＮＳ等の子育て支援情報を使う中でもっと利⽤しや
すくなれば良い。保育園が日・祝日は休園なので、ひなたっ子など
のひろばがやってくれるとありがたい。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

預 か り /
公園/あ
そ び 場 /
小児科/
イベント 

⼀時的な預け先の少なさ、ハードルの高さがある。小児科（開い
ている時間がハードルまでだといい）の質が悪い所が多い。市⽴病
院土曜もやってほしい。地域の子ども向けイベント少ない、又面白
くない。公園は少なくても良いのでもっと整備してほしい。土日に屋
内で遊べる場所が 1 か所なので混んでいて⾏きづらい。空き店舗
や土地が色々あるように思うので利⽤したらどうか。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

ひ と り 親
/ 産 前 ・
産後/小
児科 

ほぼ、どちらともいえない。ですが『小児医療』について小児科の待
ち時間が朝イチで⾏っても 2 時間待ち以上のことがあり【登園許可
書】を発⾏して貰う為だけの受診の時、登園や出勤に遅刻するた
め改善があればいいなと思いました。『市のホームページや SNS』に
ついて今現在も出来るものも少なからずありますがネットで申請書
をダウンロードしたり申請したりがもっと幅広く出来たらいいなと特に
産後の⼿続きなど自宅で全て済むととても助かると思います。時代
の変化もあると思いますが⼿元のケータイ 1 つで終わる方が何かと
楽です…仕事で平日休みが無い、または取れない保護者の方(ひ
とり親など)にはケータイ 1 つで申請などが⼿元で終わるのは非常に
助かります…『こども・子育て支援に関する取組』について別件に
なってしまうかもしれませんが給付⾦など、【低所得世帯】の枠に入
らないフルタイム勤務のひとり親世帯にも何かあると嬉しいです…フ
ルタイム勤務だと対象外になるため少しでも経済的なサポートがあ
るだけでも救われる方々がいると思いますので難しいことかもしれま
せんが若者離れも防ぐためにご検討頂きたいです。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

道路/児
童館 

東山の自宅前の道路の歩道に街灯が全く無いので、夜になると
真っ暗です。⼤人でも怖く感じるほどなので子供⼀人では外に出せ
ないです。防犯上かなり悪く、いつ事件が起きてもおかしくないで
す。⾞道の街灯しか付けれないのなら、植樹の所を伐採する等し
て光の照明度を上げてください。児童館のような施設が近くに欲し
いです。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

子 育 て
支援 

他地域とくらべると、子どもに対しての支援が⾜りないと思う。この町
で子を産みたいかと聞かれると、はい︕とは答えられない。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

道路/経
済支援 

・３歳未満の保育料・全年齢の給食費の無償化をしてほしい。・
道路状態が悪いため早急に整備してほしい。（⼀度、市役所に
連絡済みだが未実施） 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

情報/あ
そび場 

岩⾒沢市も Instagram をやればいいと思います。遊びの広場の
出入りの際、カード提示ではなく、QR コードで発⾏してはどうです
か︖今どきなので、スマホに写真などで残しておけるのが思います。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

情報/ひ
なたっ子
/イベント 

子育てに関するイベントのお知らせがあまりない気がします。市の広
報には載っているようですが、我が家のように届いていない家庭や⾒
ていない人もいるようです。他のママ友から後日開いて、そんなイベ
ントあったんだー、と知ることがよくあります。支援センター等ママやパ
パがよい⾏く場所にポスター等あれば良いのにとよく思います。支援
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

センターの保育士さんにはいつもお世話になっていますが、開いてい
る時間を増やしてほしいです。⽉齢が上がるにつれて、お昼寝がまと
まってくるので、支援センターが開いている時間はちょうどに寝ている
ことが多々あります。であえーるでやってるばぶばぶ、とことこはなぜ第
1 子のみなのでしょうか︖第 2 子以降のママも⾏きたいとよく聞きま
す。子どもも少なくなってきているので、⾏っても良いのでは︖︖と思
います。 

周辺地区 不満 保育/産
科 / 産
前 ・ 産
後 

第二子の保育料無料希望。産後ヘルパー制度はいいと思うが日
常生活の中で気軽には使いづらく結局自⼒での子育てをせざるを
得なかった。市内の産婦人科が減り、選択肢がなく、選択肢を増
やすには市外へ⾏かなければいけなくなってしまった。兄弟がいる場
合、遠方への通院は時間的にも難しくなり次の子供を産もうとは
思いにくくなった。 

周辺地区 不満 子 育 て
支援/相
談支援/
預 か り /
情報/道
路 

特に子育て支援にチカラを入れてると感じられない。子育て相談の
窓口などがあることは知っているが、保健師、栄養士、その他の専
門職や窓口担当者とのかかわりが薄いため（関わる機会が少ない
ため）なにか困りごとがあっても相談しようと思えない。関わる機会
が増えると（たとえば乳幼児健診の機会が増やすなど）相談でき
たりすることもあるかもしれない。預かりサービスに関しては平日共働
きであるため、充実してるとは考えられず、土日でも活⽤できる預か
りサービスがあると近くに親族やたよれる人がいない身としてはとても
助かる。市ホームページや SNS は更新されていないこともしばしば
みられる。道路や建物などに関しても⽼朽化しているところや、雪の
重みに負けて崩壊しているがそのままになっているところもあるので不
満と評価しています。 

周辺地区 不満 ひ な た っ
子/保育 

保育料が高い、ただでさえ、就労時間が⻑いのに子供との時間が
やむ無く取れないのに意味がわからない。もうちょっと安くして欲し
い。1 歳児未満の遊ぶ場所がひなたっ子くらいしかなくとても不満。
休みの日に⼀緒に外食、遊ぶ場所などが増えて欲しい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

満⾜ あそび場
/ ひ な
た っ 子 /
産 前 ・
産後/情
報 

利⽤していないものもあるが、普段利⽤させて頂いている制度に不
満を抱いた事が余りないので満⾜に○をつけました。産後支援に
関しては予約が取れない︕︕︕利⽤したい日時は 2 ヶ⽉前に申
請しないとすぐに埋まってしまう。そのためマタニティホテル（産後ケア
ホテル）など他のことも考えた方が良いと思います。あそびの広場に
関しては 1 歳未満が余り遊べないので、ハイハイができる以前の子
どもでも遊べる環境があれば良い。ひなたっ子に関しては⾦曜日も
開いて欲しい︕「とここ」、「ばぶばぶ」などはいわなびで⾏うなど考え
て欲しい。市の SNS が解りづらいので QR コードを様々な所に貼る
ともっと普及するとも思う。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

満⾜ 公園/ひ
なたっ子 

公園がキレイ ひなたっ子やおしゃべりルームが良い ひなたった子で
きれば⾦曜も使わせてほしい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

満⾜ あそび場
/産科 

子育て支援がとても充実していると思います。市の取り組みだけで
はなく、ほとんどの幼稚園が未就園児の遊ぶ場所を提供しているこ
とで、転勤族の私も孤独にならず子育てができています。出産でき
る病院に選択肢がないことが残念です。 

東 ⻄ 条 丁 どちらかといえ 公園/あ
そ び 場 /

子どもが遊べる公園や室内遊具場、小児科など、子育てはしやす
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目地区 ば満⾜ 小児科 い環境にあると思います 
東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

あそび場
/ 産 科 /
情報/保
育 / イ ベ
ント 

・ばぶばぶ・とことこの頻度が増えるとうれしい・3 歳以降も小規模保
育園に通いたい・近郊に友人がおらず、休日に子どもを他の子ども
と遊ばせる機会がないため、町内会などの子ども会活動や、他の子
どもと自然に⼀緒にあそべるようなイベント・場があるとうれしい・市
内で土日に健診を受けられる産婦人科の選択肢があるとうれし
い・市が主催かどうかを問わず、市内の子どもが参加できるイベント
情報や、習い事情報をまとめて知れるサイトがあるとうれしい・1 歳
から 3 歳の子どもが土日に受けられる習い事(単発でも)の選択肢
があると嬉しい 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

産 前 ・
産後/ひ
なたっ子 

産後ケアは宿泊できるタイプがあると⼀層良いと思います。出産で
きる場所が 2 ヵ所しかなく、普通分娩・帝王切開など⼀般的な選
択肢しかなく、無痛分娩の取り扱いや個室、食事メニューが充実
するとより⼀層良いと思います。ひなたっ子、(⾦)もやってほしいで
す。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

情報/道
路 

子育て支援情報は「ここに掲載しているよ」とわかりやすいものを、
親が⾏く場所で告知されていると良いと思う。（ひなたっ子にある外
の掲示板）⾞道はすぐ塗装が直されているが、歩道はガタガタで、
ベビーカーだと危険と感じる。（凹凸が置く、タイヤが引っかかり、子
が落ちかねない）（高性能なベビーカーだとマシだった。）他の市
でこんなにガタガタだと感じたことがない。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

ト イ レ /
産科/道
路 

出産が市⽴病院でしかできず、選択肢がなくて困る（私は札幌で
出産予定）。道路がでこぼこでベビーカーが引っかかる所が多すぎ
る。先日、科学館に⾏ったが、子どものおむつを替えるトイレがなくと
ても困った。他の建物もキレイとは言えず、利⽤したいと思えない。
全体的に岩⾒沢の建物は古く汚い。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

医療費/
情報 

子供の医療費については満⾜です。いろいろなサービス等があること
の情報発信の工夫や頼りたくなる人がいる人材を育てることが必要
かと思いました。（1 歳半検診を受けましたが、かなり時間がかかる
ので、付き添いと子供の負担が減るようにしてもらいたいです。） 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

公園/あ
そ び 場 /
産科/産
前 ・ 産
後/預か
り 

私はあまり子育てに関する取組が本当にされているのか疑問に思う
ことがあります。産後支援や子供の預かりなどは事前登録や予約
等、結局緊急を要する時には使いづらいなぁと感じるし、そもそも子
供を産む場所の選択肢がないのは問題であると思います。ですが、
良いなと感じることもあり、えみふるや公園など遊ぶ所が充実してい
るのはいいことですし、キレイだな、清潔感を感じるのはありがたいと
思います。欲を言えば、そのまま休憩ができ、どんな⽉齢にも対応で
きる飲食が出来る所が増えたらいいなと思います。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

産 前 ・
産後/施
設 

⑪であえーるは子どもが遊ぶ施設が入っているのに駐⾞場の作りが
良くないと思います。冬はツルツルで滑るし、館内へもエレベーターで
上がったり下がったり外に出たり、とても乳幼児の居る家庭を受け
入れる体制が整っているとは思えません。②市⽴病院での出産で
したが、どのくらいでミルクをあげるのか、お乳をあげるのか、全く何も
教えられず、右も左も分からないままやっていたらお乳が出なくなりそ
うになりました。もう少し病院全体でどの方からも教えていただけるよ
うな環境が整えば嬉しいなと思いました。産後 1 日目などに講習が
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あるなど。 
東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

相 談 支
援/児童
館 

小学校と児童館の場所が離れているところが多すぎて、将来的に
とても不安です。中央小学校のように児童館を隣接させるか、空き
教室等があればそこを活⽤して移動を少なくしてもらいたいです。発
達支援に関しては、特に 3 歳児健診で発達に心配のある子（落
ち着きのなさや言葉のやりとりの程度等）に声をかけてもらえないこ
とが多々あると感じます。保健師さんがお忙しいのは重々承知です
が、経過観察をして頂く等、せめて保健師さんとの繋がりを持てるよ
うにしていただきたいです。又、子どもの睡眠不⾜による落ち着きの
なさが増えているように感じます。3 歳児健診の問診で就寝時間を
よく⾒ていただき、遅すぎる家庭には少しでも改善できるような声掛
けと、睡眠不⾜によって引き起こされる子どもへの影響を説明しても
らいたいです。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

相 談 支
援 /ひ な
た っ 子 /
あそび場 

発達に特性があり療育に通っていますが、幼稚園に通えるのか(親
としては通わせたい)無理なら療育の回数を増やすのか等、相談す
る窓口が基本的にどこなのかが分かりません。実家から離れ越して
来ており、子供と 2 人で過ごす時間が⻑いと精神的に厳しいと感
じる事もあります。同じようなお子様を持つ親同士の交流の場があ
れば嬉しいですが、今のところ全くありません。ひなたっ子には 2 歳ま
ではよく通いましたが、今は⼤きくて相応ではなく、あそびの広場に
移⾏しましたがマンネリ化して来てしまいました。屋内施設の充実を
望みます。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば不満 

道路/バ
リアフリー 

・ハイハイレースなどをしてほしいなと感じます（近場だと南幌のは
れっぱ、苗穂のアリオくらいでしかやってないような…）・歩道がガタ
ガタで、ベビーカーが通りづらいところがあります（7 条⻄ 1 あたり）・
ベビーカーで入れるような飲食店が市内に少ない。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば満⾜ 

ゴ ミ 袋 /
産 前 ・
産後/情
報/預か
り 

オムツ時のゴミ袋配付はありがたかった。産前・産後ヘルパーは利
⽤したかったが、予約が取りにくかった。⼀時預かりを利⽤しやすくし
てほしい（情報、窓口、受け皿）。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば満⾜ 

児童館/
保育 

児童館の活動がもう少し活発だとうれしいです。保育園は 4 ⽉に
入れないと下の子が同じ保育園に入れない、と言うのが理由で退
職したので、少し不満にしています。他は分からないのでどちらとも
言えないにしています 

郊 外 地 区
ほか 

どちらともいえ
ない 

経 済 支
援/保育 

⺟子⼿帳が小さい。もう少し⼤きいサイズだと書き込みやすい。支
援センターなどの施設はあるが、市としての⾦銭的な援助が他の子
育てに⼒を入れてる市と⽐べれば乏しいと思う。保育園に入りにく
い。定員オーバーなところしかなく、希望通りに入れない。それぞれ
様々な事情があると思うが、家に近い保育園に優先的に入れてほ
しい。 

郊 外 地 区
ほか 

どちらかといえ
ば不満 

あそび場
/産科 

出産の為の病院が１つになってしまったことで、出産への不安が⼤
きい。子どもを自由に遊ばせる所が少ない。市なのにあそびの広場
は狭い気がする。人数が多いと⼤きい子が走り回って危ない。 

無回答 どちらかといえ
ば不満 

情報/保
育 

詳しく調べないと求めている制度に辿りつけなかったりするのと、夜間
保育施設があったら良いなと思っています。子どもに市全体がより
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地区 問 38-1-① 
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添った地域になることを願います。 

 

（ケ）その他の意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ その他 お⾦をかけなくても利⽤できるのが良い 
周辺地区 満⾜ その他 利⽤したことがない取組が多かったため。 
周辺地区 どちらともいえ

ない 
その他 まだ子供が小さいため「どちらともいえない」を多く選択しました。また

少し⼤きくなると変わってくると思います。 
周辺地区 どちらともいえ

ない 
その他 どこへ⾏くにも⾞が必要なため、免許を持っていない人には厳しい 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

その他 詳しくはないですが、建物では⾞椅子の方等の利⽤が配慮されて
いる方かと思います。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

その他 岩⾒沢が子育てに優しい街だと思ったことがないから 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

満⾜ その他 発達支援などの利⽤料は他の市だと 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

その他 4 ⽉に転入したばかりで制度を知らない 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

その他 利⽤しようと思ってないものについて、満⾜度は判定しづらいです。 

郊 外 地 区
ほか 

不満 その他 他の自治体のもっと良いサービスを知っているから。 
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②３〜５歳 

（ア）子育て支援、相談支援について 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 不満 子 育 て
支援/相
談支援 

⺟親学級、ペア学級での説明や資料、保健師さん等の言葉が”⺟親
が子育てのメインである”と言われているようで不安だし不快だった。健
診でも同様。対応する人によって知識にも技術にも差がありすぎるし、
正直なところ”古い”と感じる。”うん、うん、⼤変だったよねー”とタメ口、
具体的な支援先を責任をもって紹介したりつなげたりすることもなく、案
内の⽤紙を渡して終わり。辛い思いをしてやっと出かけている身からす
ると心が折れる。もう相談しない、キズつくだけと思わせるのに十分。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

子 育 て
支援/相
談支援 

児童虐待の防止と言ってはいるが、正直サポートや⼿厚さ等は感じた
ことは⼀度もありません。相談しても根本的な解決はできないにして
も、気にかけてくれるかといわれてみれば別にそういう感じでもないし、あ
くまで『児童』目線でしか考えてくれておらず、結局は「親が悪い」「⼿を
上げるのがおかしい」という感じのスタンスなので、1 人ぼっちです。寄り
添っているようで全然寄り添えていません。子どもは宝です。でも宝を守
る役割を全うできない現状の人が本当はたくさんいると思います。言え
ないだけです。助けてほしいと言ってくるのを待つだけでは何も守れてい
ないのと同じだと思います。どうか子どもだけではなく、親に対してのサ
ポートをもう少し考えて頂きたいです。お願いします。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

子 育 て
支援/相
談支援 

3 年程前に他市町村より転入したので、周産期や利⽤したことのない
ものに関してはよくわかりませんが、転入前の地域の保健師さんと話し
たこと（不安など）を、岩⾒沢の保健師さんが転入後連絡してくださ
り、よく連絡がとれているなと感心していました。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

相 談 支
援 

１歳半健診で要観察になった際、ひなたっ子の先生相談ができ、早め
に発達相談することができました。今後も親子が相談しやすい体制づく
りをお願いします。 

 

（イ）経済支援について 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

経 済 支
援 

医療費や予防接種の無償化がありがたいです。こどもが多いのでとても
助かります。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

経 済 支
援 

この制度があってよかった（発達支援）と思えるものと、⺟親が就労し
ている際、子どもが病気になったときの⻑期休業（収入源）、就労時
にかかる費⽤のサポートなど助けてほしいと思う事の差がけっこうあると
思います。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

経 済 支
援 

もっとお⾦の面でフォローしてほしい。働きながら子育てをしやすくしてほ
しい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

経 済 援
助/ひとり
親 

ひとり親に対しての支援がもっと充実してほしい。収入が少し増えたら
⺟子⼿当が減額、非課税からもはずされ色んな支援⾦がもらえない。
なのに支払いは多くなるばかり。現実は子ども 3 人もいて、物価は高く
なってるので生活は苦しい頑張って働いているのに、色んな制度の収
入の幅なども⾒直しほしい。 
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東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

⾦銭面での支援をもっとすべき 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

子育てに関して⼿薄。三笠とか⾒習ってほしい。オムツが実質無料とか
そうゆう取り組みしてほしい。ごみ袋もデカすぎる 10 リットルでいい。オム
ツ捨てるんだから 20 リットルまで待つと臭くなるから 10 リットルをいっぱ
いほしい。子育ての給付⾦とかもあっていいと思う。バスの便も悪いし、
⾞がないと何もできないまちって印象それでも子供を増やしたいと思うな
ら子育てに関することなんでも実践して移住者なり増やしていかないと
だめ。 

 

（ウ）産前・産後、産科・小児科について 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科 出産できる病院が市⽴病院しかなくなってしまい、転院せざるをえな
かった。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

産科 産科が少ない 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

産科 出産できる病院を増やして欲しい 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば不満 

産科 周産期医療が全然選択肢がない。岩⾒沢で子供を産むことを躊躇す
る。札幌まで⾜を運んででもという思いになる。定期検診チケットが札
幌でも使えるようになって欲しい。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科/産
前・産後 

もう出産することはないと思うが、産院が増え、産後ケアがもう少し⼿
厚くなればいいと思う。自分の子どもはだいぶ⼿が離れたが、乳幼児を
育てやすい環境にもっとしてもらえたら、さらに子育てしやすい町になると
思う。 

 

（エ）保育・預かりについて 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

保育 子育てのサービスはたくさんあっていいと思うが、自分は経済対策がしっ
かりされないと（全国⺠の給与 UP など）子育てをしようと思う人は増
えないと思います。あとは、うちの子どもは幼稚園に⾏っているので、あ
ずかり保育の無償の部分からはみでる部分はなんとかならないから︖と
思います。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

保育 園の中で病気が流⾏ると仕事を休まなくてはいけなくなる事。 

郊外地区ほ
か 

どちらともいえ
ない 

預かり 予算や人員等の問題があると思うが、子育て支援サービスは、そのほと
んどが平日に限定されており、フルタイムで働いているとアクセス出来な
い。⼀時預かりなどは、児童虐待防止の観点から⾒ると、準備の必要
性やアクセスのしにくさから不十分であると感じる。 
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（オ）児童館・放課後児童クラブについて 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

児童館 市内の児童館を学校の近くに建てて欲しいです。中央小、美園小以
外の児童館が学校から遠すぎます。親が安心して働けるように、子ども
にも負担にならないようにして欲しいです。 

周辺地区 満⾜ 放 課 後
児童クラ
ブ 

学童保育をもっと充実させてほしい。児童館によるが、ただ過ごすだ
け、だと子どもも⾏きたくない、となってしまう。小 3 以上はなかなか来な
いというのが実状である。（場所にもよるが）お菓子（軽食）もない
ためお腹も減ってしまう。小 3 で留守番は親としてはまだ心配。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

放 課 後
児童クラ
ブ 

学童の場所が遠い︕︕小学校の隣や敷地内に作ってくれると安心
（せめて小 1〜小３まで）ムリなら集団で先生が連れていく or スクー
ルバスみたいなので送迎してほしい⼀人で生かせるのが不安です（も
しくは、通っていた保育園で放課後居れたら兄弟お迎えに⾏くので、お
迎えが１回で済む） 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

放 課 後
児童クラ
ブ 

小学校の近くに放課後児童クラブを整備してほしい（第⼀小学校） 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

放 課 後
児童クラ
ブ 

児童クラブにいけるには週 4 日以上、午後から 4 時間以上働いてる
方…。なぜ、午後 4 時間以上でなければならないのか、いろいろな時
間帯で働いている人がいるので限定しないで欲しい。毎日、何時に帰
れるか分からない人もいることを理解してほしい。 

郊外地区ほ
か 

不満 放 課 後
児童クラ
ブ 

すべての学童にエアコンをつけて欲しいです。 

 

（カ）あそび場、道路・交通について 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

あそび場 あそびの広場のような施設が、平地の広い駐⾞場がある施設であれば
とても助かりますし、⾏きやすいと思います。⽴体駐⾞場を歩いて子ど
も連れていくのが意外に⼤変な時期もあるので。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

あそび場 希望する保育園に入園できた。あそびの広場イベントも多く充実してい
る。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

あそび場 ⽉に１、2 回、父が仕事で 1 週間前後家をあけます。平日は幼稚園
がありますが、土・日や夏休み期間など子ども 2 人連れて⾏くとなるとあ
そびの広場しかありません。もう１か所くらい遊び場（室内）があったら
嬉しいです。近くに子ども向の飲食店（うどん、パン、マック）などあった
ら本当に便利で嬉しいです。ぜひ検討をお願いします︕︕ 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

公園 公園の遊具にかたよりがある。整備されてないところ（場所）がある。
公園に日影がない。ベンチがない。草ボーボー 

周辺地区 無回答 公園 公園などのもっと外で遊ぶ施設の充実。伊達など施設が充実してる町
などを参考にしてほしい。そしたら、各地から遊びに来る人も増え、岩⾒
沢にお⾦もおちるので、より周囲のお店も活性化する。もっと子育てし
だい︕︕と惟町づくりをしなければ、岩⾒沢で育った子供達が⼤人に
なって戻ってくるとは考えられない。もっと子育て世代の目線で考えてほ
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

しい。どんどん人口も減っていくので、いろいろな地域を⾒本にしてほし
い。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 道路の整備がされていない箇所が⾒受けられる。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

道路 ベビーカーを利⽤していたとき、特に⼤きな不満を感じることがなかった
ため。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

道路 近所は坂道が多い場所ですが道路の隆起が多く自転⾞のタイヤが挟
まってパンクしました。歩道がない所も多く通学も不安。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 街中や保育園幼稚園の周りの歩道がガタガタすぎて、ベビーカーを押
して歩くのがつっかかって困難。自転⾞も振動が強く子供を乗せると危
ない。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

あそび場 もう少し子ども達が室内で遊べるところを増やしてほしい。今はえみふる
しかない。高学年はえみふるだと遊ぶものがないので年がはなれていると
利⽤しづらい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

公園/交
通 

②、⑤施設が少ない。⑪公園について、トイレがずっと使えない、壊れ
た遊具の設置はやめていただきたいです。中学校、高校についても、ア
クセス面（バスなど）考えていただきたいです。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

不満 道路 通学路や建物等に工夫や整備が改めてされているとまったく感じない
ため 

郊外地区ほ
か 

どちらともいえ
ない 

道路/交
通 

歩道がないのでつけてほしい、バス停がないのでバス停を設置してくださ
い、該当がないので冬道不安です 

 

（キ）情報について 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

情報 情報は探しにくいもっとホームページは⾒やすい方がいい。イベントなど
の情報が⼀覧でまとまっていたらいい 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

情報 よく知らない 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

情報 数年前に引越して来ましたが保育園以外の情報はいま⼀つわからず、
市のサービスもほぼ知らずすごしてきました。「えみふる」も３才児健診
で知り、じゃらん等雑誌で利⽤料等を知りました。もっと通知や広報等
での情報発信をしてほしいです。特に今後小学校に上がるにあたり、
校区・登園時間、学童の詳しい内容等を教えてほしいです 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

情報 色々な事を知る機会が少ないと思います 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

情報 産後はどうしても孤⽴しがちでどこで情報を入⼿できるかもわからない 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

情報 地域子育て支援センターの方に⼤変お世話になりました。転居して間
もなくだったので周囲で相談できる方も少なかったのでとても心強かった
です。⑥〜⑪はまだ子どもも小さいので⼤きくなるにつれ色々身近に感
じるかと…情報を⾒つけやすくしてくれたいいなと思います。 

東 ⻄ 条 丁 どちらともいえ 情報 情報を発信しているかわかりませんが、目に入りません。情報が届きにく
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

目地区 ない いと感じます。 
東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば不満 

情報 何をやっているか、よく分からない 

郊外地区ほ
か 

どちらかといえ
ば不満 

情報 岩⾒沢でどのような子育て支援を⾏っているかの情報が届いてきていな
い印象があります（転入してきた関係もあるかもしれませんが…）この
アンケートを⾒て、このような支援してるのかと気づいたところもありました
ので、子育て世帯にきちんと情報が届くようにして欲しい（自分で情報
をとりに⾏かないと分からない…） 

 

（ク）全体的な意⾒について 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産前・産
後/情報 

②産後ケアに利⽤料が発生するので利⽤しづらい。⑤子供のインフル
エンザワクチンも助成して欲しい（おたふくも）。妊娠時、冬だったので
雪かきが⼤変だった。小さい子がいても雪かきできない。妊娠時〜１
歳ころまで間口除雪して欲しい。親族が近くにいないので、陣痛がきた
時に頼る人がいなかった。陣痛タクシーの制度を作ってほしい。⑩LINE
のすこやか健康⼿帳を利⽤しているが、イベント情報をもっと発信して
ほしい。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

小児科/
相 談 支
援 

市中心部はアクセスしにくい（駐⾞場がない、遠い、不便）ので、イベ
ントがあってもなかなか⾏かない。そのため、郊外のショッピングモール等
に⾏くことが多い。小児科は人気のある病院だと 3 時間待ち。市⽴は
AM のみで全体的に利⽤しにくい。保健センターで発達相談しました
が、とても丁寧で親身になって対応していただきました。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

情報/ア
ク セ ス /
施設 

制度の事がいまいち分からない。聞くのも考えるのも面倒になる。環境
整備では、8 ヶ⽉検診などでであえーるに⾏った時に⽴体駐⾞場に止
めて 2 階で降りた場合階段があり、ベビーカーでは⼤変。またドアも重く
開けづらい。下まで降りればいいのだが、面倒。健診場所や、子育て
支援の施設があるのだから少し整備を整えてもいいと思う。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

病児 発達についての相談が平日しかなく仕事をしながら⾏くのが⼤変だっ
た。また次に繋がらず何度相談してもはっきりした返答がないため不安
なままである。また保育園に⾏ってた時には、預けすぎ可哀想と言われ
たり、病児保育に⾏くようにと 1 週間預かってもらえなかったりした。病
児保育も予約できない状況で利⽤しにくい。 

周辺地区 不満 公園/あ
そ び 場 /
保育 

公園や屋内で遊べる場所の充実をお願いしたい。保育園は 3 歳以上
は主食を持って⾏くが、すごく負担。⾦額より⼿間がかかる。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

満⾜ 子 育 て
支援 

道路や建物のバリアフリーも⼤切だが、環境整備よりもサービスの充実
を目指すべきだと思う。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

交通/産
前・産後
/ 情 報 /
経 済 支
援 

平日は⾞が使えない家庭なので、病院や保育施設、図書館や遊べる
施設などどこに⾏くにも不便。バスの本数や路線をもっと増やすか、タク
シーの利⽤補助があればうれしい。あと産後〜幼稚園に入るまでの間
は、利⽤できる施設はいくつかあるが、自分から⾏動する余裕もない時
期なので、郵便などで施設やイベントの紹介、訪れたくなるようなクーポ
ンなど、社会と自動的に関われるような環境がもっと増えるとありがたい
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

と思っている。 
東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

産科/小
児科/あ
そび場 

産婦人科が少ない。小児科が少ない。室内遊び場が少ない。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらともいえ
ない 

子 育 て
支援/公
園 

第 2 子以降への支援を増やしてほしい。小さい公園はたくさんあるが、
思いきり遊べる公園が少ない。子どもを遊ばせたい。 

東 ⻄ 条 丁
目地区 

どちらかといえ
ば不満 

情報/相
談支援/
交通 

・上記に対しての、岩⾒沢市の取り組みついて、知らない事が多いの
で。・子育ての悩みについて相談したいが、以前はひなたっ子の利⽤時
に相談できていたが、現在はひなたっ子を利⽤できない年齢になった
為、どこに相談した良いのか、相談の仕方がわからない。・えみふるの利
⽤時、駐⾞場が不便。階段やエレベーターなどが多いため、赤ちゃんの
頃は駐⾞場からベビーカーで移動する日など不便であった。駐⾞場か
らの移動を思うとひなたっ子の利⽤が面倒に感じる事もあった。 

郊外地区ほ
か 

どちらともいえ
ない 

ひとり親/
産前・産
後/保育
/相談支
援 

岩⾒沢で出産していないので、産後支援についてはわからない。こども
を育てていて、初めて保育園を探した際に窓口の人の対応が親切で
はなく困った。ひとり親になったばかりで保育園を決めないと働けない状
態であったがどうすればいいのか相談しても今はあきがないってことで待
つしかないということであった。また保育園の初めての支払の時に、つい
最近まで無収入であったのに高額請求が届き（窓口まで⾏き支払い
が難しいことを相談するも支払うよう言われてとても不安になった。帰宅
し、どうするか困っていると…市役所から連絡が来て支払わなくて良いと
のことであった…謝罪は連絡をくれた方から受けましたが⼀人親でお⾦
もなく先の⾒通しがない人にとってはとても悲しい出来事でした。窓口
対応者はどちらも同じ⼥性の方でした。3 歳児健診の際に⻭を診てく
れた先生が「汚い」「ただシャカシャカすればいいだけなんだからできる
しょ」と言われました。⺟子⼿帳にも汚れているに丸がついていた。確か
に⻭磨きが苦⼿な子なので磨けていてる自信はなかったので汚れてい
たのかと思いましたが、「ただシャカシャカすればいい」って出来ていれば
やってます︕︕できないから困ってる。その⼿本を⾒せてほしかったで
す。まあ⻭は定期的に⻭科で診てもらっていたので、その旨をいつもの
病院で伝えると「磨けている方ですよ」と返答あり、3 歳児健診はなん
だったのか︖︖と不信に感じました。 

郊外地区ほ
か 

どちらかといえ
ば不満 

医療費/
ひとり親/
経 済 支
援 

子供の医療費無料を受けれる対象年齢が他の市と⽐べて、以前から
⻑かったのはありがたい。札幌や江別が対象年齢上がったのが最近
だったと認識してるので。医療費だけでなく、食費や衣服なども成⻑が
早い子供にはかなりお⾦がかかるのは事実なので、いつも非課税世帯
とかひとり親世態にばかりに目を向けて支援してるのには、かなり不満が
あります。生活が苦しいのは皆⼀緒です。まともに頑張って働いてる人
でも貯⾦も出来ず不安しかないです。将来の学費をどうしていけばいい
のかも含めて、不安です。児童⼿当なんか⼀瞬無くなってしまう。岩⾒
沢市の子供のためにもっと様々な支援をお願いしたいです。 
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（ケ）その他の意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ その他 市役所での⼿続き時とても丁寧で親切 
周辺地区 満⾜ その他 現在あまり関わりのない部門についてはよくわかりません。 
周辺地区 どちらともいえ

ない 
その他 今年引っ越して来たので岩⾒沢市がどのような子育て支援があるのか

具体的にわかっていません。 
周辺地区 どちらかといえ

ば不満 
その他 昨年岩⾒沢に来て子育てしているからこのアンケートはちょっとわからな

いことだらけ。申し訳ありませんでした。 
周辺地区 どちらかといえ

ば不満 
その他 他市町村と⽐べ岩⾒沢市で子育てをするメリットが感じられない。 

周辺地区 不満 その他 三笠市よりずっと支援に差がある 

 

（２）問 40 教育・保育環境、子育ての環境や支援に関するご意⾒ 

①０〜２歳 

（ア）子育て支援、相談支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

子 育 て
支援 

道内でも子育て支援にチカラを入れている市町村では人口増加し、ま
ち自体が豊になっているところもあるので、成功している市町村の取り
組みなどを岩⾒沢市でも取り入れてほしい。このままだとより少子高齢
化が進むと感じている。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

子 育 て
支援 

岩⾒沢市で産んで育ててるからこそ、ママパパ学級とか、〜ヶ⽉健診と
か、色々同じ⽉日で子育てとかしていて、共感できる話題もあるのに、
交流の場が少なすぎることが不満。こういう集まりの時に、自己紹介と
か、フリートークの時間作ってくれたりしたら、色んな輪がもっと広がるの
になと。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 相 談 支
援 

1 歳半検診や 3 歳児検診の時のスタッフの方の感じが悪いと有名でし
たが、本当にイライラしてる対応をしてくるので、検診に⾏きたくないなと
感じてしまう。こちらも疲れている中でその悲しい対応は残念です。 

 

（イ）経済支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

保育園に通っている子どもで第１子は保育料を全額支払いをしている
のに第２子は半額、第３子は無料となっているが、第１子⻭科いな
い家庭にも負担を減らしてほしい。岩⾒沢市では子育て支援に⼒を
もっと入れてほしいし、三笠は子育て支援に⼒を入れているのでもっと
もっと岩⾒沢市の子育て支援を⼿厚くなってもらいたい。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

第二子、第三子の保育料も無料化にしてほしい 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

オムツ購入の支援や保育料の援助をしてくれる市もあるのでそういった
支援があるといいと思います。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

保育料安く、子供達と遊ぶ場所を増やし、支給物資が燃えるゴミ袋な
ど凄くありがたかったですが、何よりもオムツやミルクはせめて 1 歳になる
まででもいいから支給物資対象にして欲しい。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

経 済 支
援 

子供の数が減っていっている中で、所得関係なしで兄弟の人数問わず
3 歳未満の保育料無料やオムツ・ミルク代無料、学校の給食費無料
がなぜできないのか、なぜ予算が組めないのか不満しかない。産後ケア
などは現状で充分でそれ以上は必要ないかと思います。また、道路や
建物のバリアフリーなどにお⾦を使わないで、保育料や給食費の方が
優先されるべき内容だと考えています。 

周辺地区 フルタイム×下
限以下パート
タイム 

経 済 支
援 

ワクチンの助成⾦ 

周辺地区 フルタイム×下
限以下パート
タイム 

経 済 支
援 

オムツを⼀歳になるまで支給してほしいです。 

周辺地区 専業主婦・夫 経 済 支
援 

子育てしやすい岩⾒沢になってくれると嬉しいです。⼤学卒業まで支
援があると、不安や心配事が減りますように。 

周辺地区 専業主婦・夫 経 済 支
援 

1 歳からの保育料を第⼀子から無償化にしていただきたいです。そのく
らいしないとバリバリ働きたいと思えない。 

周辺地区 専業主婦・夫 経 済 支
援 

子育て応援ギフト等がもっとあると良い 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

扶養⼿当が職場からではなく自治体から出すべき。定期的に出る出
費が常にあることを念頭に置いて欲しい。子育て世帯に対する⼿当、
補償などが不十分であると常々感じる。これでは出生率減少も致し方
ないと言える。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

第 3 子以降の保育料は、第１子、第２子の年齢に関わらず全員無
料にしてほしいです。トータルでかかってくる⾦額は変わらないのに、年
齢を離して産んだ人はその恩恵が受けられないことに不満があります。
また、小学校にあがって児童館に通うようになった際、⻑期休暇中の
給食または弁当制度があるとありがたいです。保育園までは毎日給食
だったので、小学校にあがってからの負担が⼤きくなり⼤変です。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

子どもの医療費がかからないのは⼤変助かります。３歳未満の保育料
お安くなる or 無料だとなお助かる。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以下パート
タイム 

経 済 支
援 

わかりやすい子育て支援、現⾦支給、保育料・学費の無償化へ少し
でも近づいてほしい。子どもは宝です。もっともっと未来への投資に⼒を
入れてほしいです。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以下パート
タイム 

経 済 支
援 

夫が勤務で自宅にいない時、自分 1 人で子ども達の世話、家事をこ
なすことに負担を感じる。精神疾患があり、そこに仕事の負担も増えて
マルチタスクになるとますます不安が強くなり、潰れてしまうかもしれない
と危惧している。子ども達の相⼿をしているだけだと楽しく過ごせる時も
あるのでそれ以外の負担をなくしてリフレッシュするために、岩⾒沢市内
のホテル（食事つき）に１泊できるチケットを数枚配布してもらえる
等、取り組みがあると嬉しいです。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 経 済 支
援 

フッ素塗布の補助制度があった方がいい。他の市町村にはあったの
で・・・ 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 経 済 支
援 

非課税世帯だけではなく、子供いる全世帯に給付⾦がほしい。 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

給食費を少し負担してくれると、ありがたいです。 

郊外地区ほ
か 

専業主婦・夫 経 済 支
援 

人を呼ばないと市は潤わないと思うので、⾦銭的な支援を頑張り人を
呼んで町、市を活性化させてほしい。 

 

（ウ）産前・産後、産科・小児科について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

小児科 子どもの入院に必要になる保護者付き添いの時の保護者へのケアが
不十分。24 時間ずっと子ども同じベッドで、自分の入浴や休憩をどう
できるのかがくわしく案内されず、負担を感じた。もっと親の⽴場からの
ケアを⾒直してほしい。 

周辺地区 下限以上パー
ト タ イ ム × 下
限以上パート
タイム 

産科 無痛分娩可能にしてほしい。発達障害を持つ親がいる場合の⾏政サ
ポートをお願いしたい。 

周辺地区 フルタイム×下
限以下パート
タイム 

産科 子供を産む病院が少なく、NICU のある病院がなく困り、いたしかたなく
札幌の病院で産むことになりました。不安と感じたためです。上の子が
岩⾒沢市⽴ HP で産んで対応できず札医⼤へ緊急搬送されたからで
す。安心して子育てが出来るようになれば子供が増えると思っていま
す。 

周辺地区 ひとり親 産科 産婦人科を増員してほしいです。⾥帰り出産をした際 岩⾒沢市市
⽴病院では人数制限により断られてしまいました。帝王切開なので個
人院ではなく⼤型の病院を希望していたので、結局江別で産みまし
た。冬道を運転して通院するのがとても⼤変でした。 

周辺地区 専業主婦・夫 産前・産
後 

出産後のケアが当日利⽤も可能にしてほしい 

周辺地区 専業主婦・夫 産科 産科が市⽴病院 1 つになったので、みんな江別や札幌に⾏くしかなく
て、今後が不安です。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

産科/小
児科 

小児科や産婦人科の充実を図ってほしい。市単独で簡単に進めれる
話ではないと思うが、小児科医の先生には高齢の方もいるので、今後
の医療体制に不安がある。岩⾒沢で出産したかったが人数の問題で
市外で出産することになった。冬場の出産の場合は交通状況などにも
不安があるため、市内で出産を希望する人は岩⾒沢で出産できるよう
にしてほしい。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

産前・産
後 

札幌や江別にあるような、産後ケア施設への助成が欲しいです。 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×下
限以下パート

産科 妊娠・出産に関する支援や子育て支援を他の地域のようにもっと充実
させて欲しい。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

タイム 
郊外地区ほ
か 

専業主婦・夫 産科 働いていたので、平日に通院することができず市⽴病院には通院でき
なかったため、札幌で出産しました。働きながらも通院しやすい病院が
あってほしかったです。 

 

（エ）保育・預かりについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

保育 保育士を市の予算を使って各園に増員し、給与を増やすなどして、待
遇を改善していくべき。小・中学校の教員の増員や外部講師（ex.外
国語は塾の先生、体育はスポーツクラブ等）を付けて、業務を⾏う環
境を改善してほしい。特に夏場の小学生の下校時間が、1 日のうちの
最も暑い時で危険に思う。午前で帰すなど工夫できないか。南幌や三
笠など周辺の子育て支援を参考に、良いものを取り入れて改善して
いってほしい。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

保育 保育園には感謝しています。保育士の方々の苦労もわかります。なの
で保育状況の現場調査をし、経営不能なところがあれば、どこかと合
併し、保育士の充実、保育環境が良好になるようになればと思いま
す。みどり保育の先生方にはとても感謝していますが、園のトップが今の
ダメな状況を理解してもらわないと保育士のストライキが始まると思いま
す。保育士の人数、栄養士不在、基準を満たしていない。保育士
方々のメンタルを守りたい。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

保育 フルタイムで共働きが当たり前になりつつある中、働いて稼げば稼ぐほど
保育料は上がる。低所得者への支援ばかり⼿厚くて不満。 

周辺地区 フルタイム×下
限以下パート
タイム 

保育 上の子が小学校に入学したと同時に仕事以外でやることが増えた
（習いごと探し、送迎、勉強のサポート、役員の集まり etc）ので、仕
事が休みだからといって下の子の保育園を休ませると家事が進まない
のが現状。仕事が休みでも家事や私⽤、そして休息する時間も必要
だと思うので、気兼ねなく保育園を利⽤できる環境になれば良いと思
う。（保育士の給料アップ etc で人材確保など） 

周辺地区 フルタイム×下
限以下パート
タイム 

預かり 子どもが 3 ⽉生まれなので、満 3 で通えず、仕事をしながらあずける場
所について悩みました。物価高なのに所得制限がきびしく、あずける場
所の選択肢が狭いです。「少しだけ働きたい」というママさんも多いと思
うので、祖のニーズに合った制度ができたら良いと思います。少しだけ働
きたいが叶ったら、子どもももっと気軽に産めることにもつながる気がしま
す。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

保育 病児保育の充実。ファミリーサポートの病児保育は自宅でのあずかり
で、知らない人が自宅に来るのは抵抗がある。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

保育 保育士の低賃⾦や過酷な労働環境により、保育士不⾜な保育園等
が多いように感じる。保育料も高いと思う。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

預かり 仕事で 24 時間子どもを預けられたら、嬉しい 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 保育 保育園の入りやすさ、保育料の援助などもっと拡充してほしい。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×フ
ルタイム 

保育 幌向にはこども園が 1 箇所しかないのに、なかなか入ることが難しい。ま
た、空き待ちの⼿続きなど、お願いしたことを市役所の方に忘れられた
ことがあるので気をつけて頂きたいです。 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×フ
ルタイム 

保育 自分の子供が通っているこども園にはほぼ不満はないが、今後本当に
誰でも通園ができるような角があるのであれば、保育士の賃⾦をもっと
あげるべき。周りが思っている以上に帰宅後や休みの日などやることも
多く、勤務中は特に子供達に目を配っているため、それをも、もっと反
映させてあげて欲しい。 

郊外地区ほ
か 

専業主婦・夫 保育 0 歳児でも、希望の保育所など園に入園できるようにしてほしいです。 

無回答 フルタイム×下
限以下パート
タイム 

預かり 前ページにも記入しましたが、夜間保育で預かってくれる施設があると
良いなと思っています。自分が遊ぶために不正利⽤するなどを防ぐた
め、預かりの条件は厳しくする必要はあるかと思いますが、夜も働かなく
ては生活が⼤変な家庭はたくさんあります。外に出て稼ぐことができない
のであれば、市から助成⾦の充実など、何らかの援助が継続的になけ
ればこれから出産する人・子どもをもつ選択をする人はますます減ってい
くと思います。 

 

（オ）教育、学校について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

教育 気軽に参加できる日本語教室、かな読み書き教室、英語教室などが
あれば良いなと思います。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

学校 少子化によって小学校の⼀校当たりの人数がどんどん減っているのに、
学校数が変わらないことがとても気になります。色々と検討されての結
果なんだろうとも思いますが、⼀学年当たりの人数も少なく、義務教育
9 年間同じメンバーで同じクラスということもあり得ることと思います。親
の目線で言うとせめて 2、3 クラスある中で学校生活を送った方が、
様々な経験ができ、人間関係の面でもクラス替えがあるとよい場面も
あるのかなと思います。最近検討結果が出たばかりでこのままの学校
数で当分いくという話になったような記憶もあるのですが、地域の要望
を⼤事にするのではなく、何事も子どもにとっての最善の環境を整えて
いって頂きたいです。よろしくお願いします。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 学校 ・住んでいる場所に関わらず、小学校を選択できるようにしていただきた
い。・全ての学校にクーラーを完備していただきたい。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 学校 部活動の地域移⾏を進めるべき（よりもっと）。その際の交通の整理
（送り迎え）をセットで皆が同じくどこに住んでいても⾏えるように、住
む区域で差がつかないように（学びについても）。 

郊外地区ほ
か 

分類不能 教育 本屋が少なく、勉強させようという環境がない。中学とか高校になった
時に自分から勉強しない。 
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（カ）あそび場、道路・交通について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

ひ な た っ
子 

私は地元を離れ岩⾒沢に住んでいます。近くに頼れる友人や親もいま
せん。その為、気軽に相談でき、交流出来る場が増えるとうれしいで
す。ひなたっ子には職員さん、通う父⺟さん、お子さんにとても助けられ
て感謝しています。今は就労しているため、中々通えないのがさみしい
です。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

あそび場 子育ては充実していると感じてはいる。できれば昔のダイエーを市が買
い取って第 2 のあそびの広場を作ってくれると駐⾞場も広く、⾏きやす
いと感じました。南幌町にある「はれっぱ」のように建物内にドトール等を
作ったりすると岩⾒沢市は子育てしやすい市として有名になるのではと
感じました。3 世帯が⼀緒に過ごせるように⽼人の「パークゴルフ」や
「映画鑑賞」等も取り入れてくれると嬉しいです。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

あそび場 先日おしゃべりルームばぶばぶを利⽤しました。職員の方はとても気さく
に察してくれ、また通ってみたい気持ちになりました。乳児を連れていけ
るところは限られるので、ばぶばふやとことこなどの場所の機会が増えると
嬉しいなと思います。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

バ リ ア フ
リ ー / 施
設 

であえーるに子育てに関する施設を作ったのが本当に不満です。きっと
子育てした事ない方が考えたんだろうなと思っています。0 か⽉検診な
どの時は⾏かなくてはなりませんが、冬は地面がツルツルになる⽴体駐
⾞場に⾞を止め、ベビーカーも押せないような狭さの段差のある階段を
たくさんの荷物と赤ちゃんをかかえてエレベーターまで⾏きさらに屋外の
連絡通路を通って、またエレベーターに乗りやっと検診の会場まで着き
ます。どうして⾏くまでにこんな⼤変な思いをするような所に施設を作っ
たのでしょうか︖明石市の子育て政策を⾒習って下さい。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

バ リ ア フ
リー 

であえーるは駐⾞場が⽴体なのでそこから赤ちゃんつれてエレベーターま
でいくのが少し不安に感じるので、駐⾞場ももう少し⾏きやすい様にし
てほしい。そうすればもっと⾏きたいなと思える。 

周辺地区 フルタイム×下
限以下パート
タイム 

公園 子供が安全に遊べる⼤きい公園などを⺠間と協⼒して場所を設ける
か、税⾦で設けるかしてほしい。 

周辺地区 専業主婦・夫 あそび場 我が子、子ども 3 人います。乳幼児健診の際、幼稚園の⻑期休みの
日になってしまったことがあり、3 人とも連れて⾏きました。（次子の 3
才児健診）⻑子（当時 5 才）が末っ子（当時 7 か⽉）を⾒てくれ
たので、どうにか終えましたが、⺟⼤変でした。健診場に少しでも遊ぶと
ころがあればいいな-と毎回思っています。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

ひ な た っ
子 

・ひなたっ子が⾦曜日も利⽤できたら嬉しいです・であえーるでオムツを
捨てることができれば便利だと思います 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以下パート
タイム 

公園 岩⾒沢は、三笠市や⽉形町などと⽐べ、子育てに対しての支援内容
がうすすぎる。子育てしにくい街だなと思う。公園も草はボウボウだし、
遊具もさびて古い。危険すぎる。アンケートとる前に公園をみて欲しい。
各区域の仕事かもしれないが、市内の公園なんて遊ばせにくい所がた
くさんです。アンケートも⼤切ですが、実際に⾜を運び、ご自身の周りの
方（子育中）の「こういうのあったらいいな」を善処してほしいです。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 公園 他の市に⽐べて公園の充実度が低いと思います。遊具の少なさ、徒
歩圏内で遊具のある公園のなさが目⽴ちます。他の市に住んだ経験
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

から言うと岩⾒沢は 1 日中遊べるような所がなく、休日は札幌へ出る
ことになります。夏は水遊び、冬はソリやミニスキーが楽しめる所がかなり
少なく子供が外遊びをする機会がとても少ないと感じます。札幌の滝の
すずらん丘陵公園、旭川の永山中央公園のような遊び場があると良
いと思います。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 交通 自宅から図書館まで遠いので⾏く気になれない。⼤和に住んでいると
新篠津交通バスと市内線を利⽤し、乗り継がなきゃいけないのは⼤変
です。子供と⼀緒だとなお⼤変。市内線を広げてほしい。広がると図
書館に⾏きやすくなり子供達も沢山の本を読み学ぶことが出来る。岩
⾒沢市の子供達の学⼒上昇につながるのでは︖小さい頃から本を読
む習慣をつけると学びたい欲がわくのではないかな… 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 外出 子供ができてから、子連れで⾏ける場所を探したりするのですが岩⾒
沢はまだまだ子連れに優しくないなぁと感じる。授乳室がなかったりオム
ツ替えできる場所がなかったり。いいところあれば出かけたいけどないの
であまり出かけられないです。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 アクセス わが家は東小圏内で⻑⼥は東小に通っています。2 番目が自閉症で
3 番目の子はまだ小さいです。これから働きたいと思った時に東小圏内
の児童館の古さと遠さに不安をかんじています。とくに学校から遠い場
所にあることです。どこか近くに移動するもしくは送迎バスなどあればいい
のですが。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 道路 毎日 2 歳の子供と⼀緒に歩いているが歩道が無いところや、元々狭い
ところもあり雑草が生えすぎて狭いところが多く（特に家の前や幼稚園
の前）⾞が猛スピードで来るので出来れば歩道の雑草整備を心掛け
て欲しいです。札幌で 25 年間住んでいたが、岩⾒沢は歩道が無いと
ころが多すぎると感じています。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 あそび場 ⾦曜日も遊べる所（ひなたっ子）があればいいなと思う。 

 

（キ）共働き、共育てについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

職 場 の
理解 

職場での子育ての理解が得られない。昭和上司連中は、子育ては⼥
がやるもんで、自分はリフレッシュとかいってパチンコにいくようなカス野郎
しかいないので理解出来ないだろう。子供が⼤きくなって物心ついてか
ら父親づらしてマジでクソだと思う。おむつとかかえたことあるのかっ
て︕︕だからマタハラとかあると思う。職場で思いやりを持とうと考える風
潮になってほしい。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

職 場 の
理解 

共働きが増えている中で⼀般の保育園ではどうしてもどちらかの親が時
短勤務などに変更しないと預けられない現状があると思う。またよく聞く
のは小学生になったら子どもの預け先がないこと。仕事がはやく終わる
訳では無いので⻑期休みの際など困るという話も聞くので、それで仕事
をパートに変えたと言う人も多くいる。働いてほしい子どもが増えて欲し
いと市が思うのであれば保育環境などももちろんだが、働く親の環境も
変えていかなければ何も意味がないと思うので。育休とか時短勤務を
使える会社に報酬を与えるとか、将来支える人達にこそしっかりお⾦を
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

かけて取り組んでください 
周辺地区 専業主婦・夫 共育て 父親に特化した勉強の場がほしい 
郊外地区ほ
か 

フルタイム×フ
ルタイム 

職 場 の
理解 

仕事復帰後の時短勤務の取得率を調べてみてほしいです。私の職場
では時短勤務で働いている人はいず、申請をしにくい状況です。そもそ
も時短勤務について知らない方もいます。時短勤務での就労マニュア
ルもありません。札幌では知る限り時短で働いてる人が多くいます。まだ
子供を産み育てたいけど、このままだったら、仕事をやめざるをえないか
なと思っています。企業や就労者への時短勤務の周知ができ、働きな
がらも子育てがしやすい環境になってほしいです。 

 

（ク）全体的な意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

預 か り /
病児/小
児科 

病児のあずかりやファミリーサポートがもっと利⽤する側によりそった制度
になってくれると、もっと働きやすいと感じる。病児いつも満室になってい
る（特にカゼが流⾏ると）。特にファミリーサポートは病児といってもカゼ
の子どもしか受け入れてもらえず（〜ウイルスなど感染症は不可）あま
り利⽤が現実的ではない。支援してくれる方の質、年齢も高齢な方が
多くあまり利⽤したいと思えないので、保育士等専任のプロや経験のあ
る方が病児を自宅であずかってくれる仕組みがあると良いです。当番医
は必ず小児科を入れてほしい。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

あそびの
広場/小
児科 

近隣に⽐べても、岩⾒沢市は第２子の保育料無料化、18 才までの
医療費無償化、岩⾒沢公園など⼤きな公園やあそびの広場など、子
育てにはいい環境だと思います。ただ、少子化が⼀層進むにつれ、高
校などの学校数の減少、分べんできる医療機関の減少、小児科の減
少など社会資源が減少していることは、今後、ここで住みつづけるかどう
か悩む要因になります。ぜひとも、持続可能なまちづくり、子育てできる
マチとして事業を継続してほしいです。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

支援 どさんこ子育て応援カードを使える店舗がすごく少ないです。（これは
市に言っても仕方ないかもですが..）もえるごみ袋もたくさんいただきま
したが、⾜りないです。子どもによっては吐きもどし多い子や、オムツ以
外にもたくさんごみが出ます。20 はあっという間になくなるのでもう少し
あっても良いなと思いました。三笠市や南幌等最近子育て事業に⼒を
入れている地域が多い中、岩⾒沢は何も変わっていない気がします。
どんどん子どもも減っていくばかりだなと思ってすごしています。子育て施
設の充実以外にも支援がほしいです。我が家も他の地域への引っ越し
を考えています。よろしくお願いします。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

産前・産
後/預か
り/あそび
場/施設 

産後支援の充実に関して、都市部で展開している産後ケアホテルの
設置を検討して頂けるとうれしいです。自宅にヘルパーさんが来て援助
を受けるのは少し敷居が高くても、⼿ぶらで⾏って、助産師さんが常駐
している施設であれば安心して子どもを預けて休息をとることができると
思います。また、あそびの広場に関してですが、低⽉齢の子供でも、
土・日・祝日遊ばせられるような場所がほしいです。（南幌町のはれっ
ぱのような）子供と⼀緒にあそびの広場に⾏った帰りに買い物して帰
宅できるよう、であえーる内の店舗ももっと充実させてほしいです︕（A
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

コープさんは品揃えが少なすぎておかいものには少し不便なので） 
周辺地区 フルタイム×フ

ルタイム 
経 済 援
助/放課
後児童ク
ラブ 

東京都みたく⽉ 5,000 円程度の給付をしてほしい。集団で児童クラ
ブに⾏けるようなシステムにしてほしい。（バラバラに下校時に⾏く事が
ないようにする。） 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

ひ な た っ
子/病児 

子が保育園に入るまではひなたっ子にとてもお世話になりました。我が
家は父⺟共に実家から距離があり、また祖父⺟も 50 代ですが全員
働いているため、有事の際の支援はすぐに頼めません。ファミサポと病児
保育を念のため登録していますが、棲み分けが難しく、定員も限られて
いること、またタイムリーに支援を得られなさそうだなという印象もあり、
結局は使わないで今日に至ります。今の時代は、祖父⺟に支援を頼
める人はすくないのではないでしょうか?(50、60 代でも働いているし、
核家族で暮らしているため)。担い⼿不⾜もあるとは思うのですが、そこ
の支援を⼿厚くしてもらえると安心できます。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 援
助/保育 

保育料について、3 人目の扱いが小学 3 年以下でないと無料になら
ないのは何故ですか︖同じ 3 人きょうだいでも年齢の近いきょうだいは
優遇され、年の差のあるきょうだいは減額もされないのは不平等だと思
います。協⼒の要請ならできる限り答えたいと思いますが、認可保育
園の年度末の午後からの休園はやめていただきたいです。学校にエア
コンがついたのはすごく良いと思います。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 援
助/病児
/支援 

子育て政策に⼒を入れているという公約の割に、岩⾒沢市の出生率
が東京並だということは、どういうことなのか、何を変えなければならない
のか、どうしたら子供を生もう、もう 1 人欲しい、と思える市になるのか、
考えて欲しいです。0 歳、2.3 歳が 1 番オムツや離乳食、ベビーグッ
ズ、チャイルドシートなど⼤きなお⾦がたくさん必要になります。お⾦がか
かるので、育休早めに切り上げて仕事復帰しても、時短勤務だと給料
の半分は保育料で引かれる現状に、仕事している意味が⾒いだせなく
なりました。病児保育の利⽤料⾦も高いので、とても気軽に利⽤でき
る状況ではありません。育休中であっても、以前の給料を補償してほし
いです。また、保育料は全年齢無償化、オムツ代支給などやるべきこと
はたくさんあると思います。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

あそびの
広場/ひ
なたっ子
/産科/イ
ベント 

岩⾒沢市は、利⽤しやすい⾦額のあそびの広場や、市内在住なら無
料で使えるひなたっ子等、子どもの遊びや交流の場があることが、素敵
だなと思っています。ただ、さらに魅⼒的に思えるようにするなら、岩⾒
沢市独自でこんなことやってますよ︕みたいな、特に子育て世帯にあり
がたい制度やイベントがあったらいいなと思います。子どもの数や年齢に
応じた給付⾦があって、仕事復帰するお⺟さん方への経済面や環境
面のサポート、沢山の親子さんと交流出来るイベント等。また、お産出
来る病院が市内では市⽴病院しかないことも、周囲では話題になって
いました。子どもを授かった時から安心して岩⾒沢市にいられる環境だ
といいですね。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

子 育 て
支援/経
済支援/
教育 

圧倒的に子育てや教育に対する政策や、支援が⾜りていないと思う。
もっと子育てに対する理解が必要だ。それには今以上に経済的支援
が必須。もっと子どもと過ごす時間や、愛情いっぱいに時間をかけて過
ごしたいが、現実はそんな時間は思うようには取れず、⾏政からの経済
的支援も特にないので、やはりお⾦のことを考えて仕事の時間が多く
なってしまって育児や家事との両⽴が難しくなっていくのが現状である。
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

これでは若い世代や結婚を考えている人たちも、今後子どもがほしくて
も不安で産むことをためらってしまう。これでは少子高齢化は益々深刻
化していくばかり。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

学校/産
前・産後 

かなり古い学校も多く、子どもが安心安全に通うことのできる、また、親
も安心して子供を通わせることのできる学校を望んでいます。産後ケア
については、他の市町村より遅れていると感じました。⼀番⼿助けをし
て欲しい産後に、もっと規制なく⼿を差し伸べてもらえる機会がほしかっ
たです。精神的にも肉体的にも⼤変辛い思いをしたことを覚えていま
す。乳腺炎になり、でも子供が小さいので病院にもなかなか⾏けず、本
当に辛かったとき、自宅でケアしていただける機会があれば、助かったの
に・・・と思いました。 

周辺地区 ひとり親 ひとり親/
情報 

【194】問 38-2 にも記入しました意⾒の内容が主になります。生まれ
も育ちも『岩⾒沢』の私からするともっと住みやすく子育てもしやすくひと
り親世帯でも経済的不安を少しでも払拭できる制度やサポートなどが
あればいいなと思いました。当事者にならないと分からないこと、知らな
かったことが多いので、より利⽤度の高いSNSへの発信やリアルな市⺠
の声などの発信もあると有難いなと思いました。 

周辺地区 分類不能 経 済 支
援/公園
/施設 

給食費を無料にしてほしい（小・中）。駅前広場で発ガン性物質の
含まれる除草剤（ラウンドアップ）をまいていた。公共の場で薬剤を使
⽤しないでほしい。公演が閉鎖されている期間が⻑すぎる。せめて１
１⽉末閉鎖、３⽉末オープンにしてほしい。遊び場がなくて困る。であ
えーる内にフードコートをつくってほしい。あそびの広場を利⽤した後のん
びり食事ができてゆっくりする場がほしい。公園でタバコを吸っている人
がいると子どもを遊ばせたくない。（特に中高公園）公園内禁煙か路
上禁煙にしてほしい。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

ゴミ袋/ひ
なたっ子 

もえるゴミ袋がとてもありがたかった。「ひなたっ子」を⽉〜⾦にしてほし
い。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

ひ な た っ
子 / あ そ
びの広場
/ 公 園 /
バ リ ア フ
リー 

・ひなたっ子について（あそびの広場の要望）4 歳前日まで利⽤可能
とのことですが、実際は 2 歳前には利⽤しなくなる方が多いと感じてい
ます。（日々利⽤しているので）その理由としては親の就業以外だと
子どもの体⼒がついてきて、走りまわるようになり、生後数か⽉の赤ちゃ
んが多く利⽤しているので、自分の子どもが走りまわって迷惑をかけた
り、他の子をケガさせたりしないか心配で「もう利⽤しなくなった。公園に
連れて⾏っている」と親の方を何人も⾒ました。⇒公園言っているなら
いいのでは︖と感じるかもしれませんが、ひなたっ子では多くの親の方と
話したりできていたのが、急に⾏き場がなくなり、⼀人で公園で遊ばせ
る…という状況になります。⇒「あそびのひろば」はとても画期的な施設
ですが、遊具については 3 歳以上でないと遊べなさそうだと感じていま
す。（他の親にもききました）また、⼤きな子が入り回れる造りなの
で、2~3 歳には逆に危険を感じました。おままごとゾーンはありがたいで
すが、遊具でも遊ばせたいです。走り回ることが目的ではないと思うの
で、小さい子向けの遊具を追加で置いてほしいです。・ベビーカー歓迎
店、子ども歓迎店、キッズチェア有り等、気軽に入れる飲食店リストが
あると良いと思います。・幼稚園、保育園、で実施されている子育て支
援の親子広場（未就園児向け）が素晴らしく、2~3 歳の子はそちら
に⾏っている方が多い印象です。あそびの広場でも空いている時間帯
に（特に午前）週 1 回でも良いので、（特にひなたっ子が休みの⾦
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

曜日）（できれば 2~3 回）未就園児や 1 歳半以上等対象に⼀
部のゾーンでも良いので貸切スペース作ってみてはいかがですか︖ぜひ
お願いします。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

情報/あ
そ び 場 /
公園 

保育園、幼稚園の情報が⼀挙に観覧できて、⽐較できるものがあると
良い。あそびの広場は幼児でも年齢の高い子供向けで、年齢の低い
子は激しく遊ぶ子供との衝突などの危険があるため、利⽤が難しい。
休日や休日の悪天候時に、年齢の低い 0 歳〜3 歳が利⽤できる室
内の遊び場所があると良い。ひなたっ子は、床に⼿先であそぶおもちゃ
が散乱している状態。支援員のレベルも低く、運動発達や食事など子
供に関する相談を投げかけても、的を得た返答はない。ひなたっ子を
利⽤する主な０〜3 歳児には、身体を使った遊びが発達に必要なの
に、遊べる環境がない。鉄棒やトンネル、ボルタリングの斜めの上りやす
い低い壁、人工芝の坂道、ボールプール、ブランコなど、粗⼤運動を取
り入れて遊べる、全天候型の遊べる環境があればいいと思う。特に岩
⾒沢は豪雪地帯で、冬の子供の運動不⾜は課題であると思う。家に
こもらず、冬に自由に外遊びできる場所がない。公園は閉鎖され、歩
道は雪の山、安全な散歩さえ難しい。特定の公園などを雪遊び⽤に
除雪し開放してほしい。遊具がなくてもいい、雪山と、駐⾞場があれ
ば、そりを持って、子供を連れて⾏きたい。冬でも外でのびのび遊べる
環境がほしい。外遊びは、体を思いっきり使って遊ぶことは、子供の発
達に欠かせないものだから。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以下パート
タイム 

あそびの
広場/ひ
なたっ子
/ 公 園 /
産前・産
後/支援
セ 

・産後ケアホテルを支援事業として盛り込んでほしい︕今の制度では
予約が本当に取れない︕・ひなたっ子は⾦曜日も開いて欲しい︕「と
ことこ」、「ばぶっぶ」はいわなびやであえーるの隣で⾏えるのではないか。
⾦曜日も︕という声は多数上がっているはず︕︕︕︕︕︕・1 歳未
満の子（ハイハイ以前）が遊ぶものがあそびの広場にない︕1 歳過ぎ
てから・・・と考える人は多く、公園にも⾏けないので遊ばせる所がな
い。・将来的には無利子の奨学⾦があると助かるのでお願いしたい。 

無回答 専業主婦・夫 あそび場
/経済援
助 

⻑期休みの時の子どもの遊び場・の充実。遊び場が少ないと人が集ま
りすぎて小さい子にはあぶない。⼀番やって欲しいのは、小学生以降も
医療費の無償化。⼤きくなっても病院に⾏く機会はまだまだ多い。 

 

（ケ）その他の意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

その他 アンケートをいかしてほしい。 

郊外地区ほ
か 

専業主婦・夫 その他 ⽼人ではなく子供に税⾦をつかうべき。そうすれば周り回って⽼人の支
えになる。 
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②３〜５歳 

（ア）子育て支援・相談支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

相 談 支
援 

親や学校の先生方にも神経発達障害の子に対しての理解がもう少し
あると良いと思う。診断されていない子やグレーゾーンの子もいるので就
学前に療育に繋がる子が増えると良いなと思う。 

周辺地区 専業主婦・夫 子 育 て
支援 

千歳市のちとせ子育て得点カードの様に子どもと⼀緒に買物や施設な
どを利⽤すると様々なサービスが受けられる。子育て家庭支援制度が
ほしい。 

郊外地区ほ
か 

ひとり親 相 談 支
援 

市役所の窓口は状況把握している人を置いてほしい。健診では、子ど
もの特徴をとらえた医師にしてほしい。 

 

（イ）経済支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

経 済 支
援 

保育園や他の授業料の無料化や補助⾦を平等に考えて欲しい。共
働きでも生活が苦しい。働き続け、子供との時間もとれず、これで良い
のかと考える時がある。子供のためにこれらおアンケートを生かしてほし
い。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

経 済 支
援 

子育てにはお⾦がかかる。お⾦のことを気にしなくて良くなれば子どもを
産んでみようと思う人が増えると思う。サービス自体は現時点でも色々
あるし、満⾜している人は多いと思う。なのでサービスのじゅうじつよりも
現実にかかる⾦銭的支援もしくは給与を上げるなどの対策をした方が
ありがたいと思う。 

周辺地区 専業主婦・夫 経 済 支
援 

給食の無償化 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

経 済 支
援 

もう少し多子世帯にも支援して頂けると助かります。夫と私（パー
ト）、収入が少し増えたため、就学援助が（約 2 万超え）受けられ
ず、今年度物価高で食費も上がり、5 人中 2 人が修学旅⾏で出費
が増え、かなりキツかったです。来年度、3 人が新 1 年生（高 1、中
1、小 1）になるので今から怖すぎます。考えて産まないから︕と言わ
れればそれまでですが、何かしらの支援を考えてもらえるとありがたいで
す。よろしくお願いします。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 経 済 支
援 

子育て支援に⼒を入れるのであれば、やはり少しでも不安要素をなく
しつつ、楽しく子育てができる環境を作ることが第⼀だと思います。１つ
は経済面の 12 番や 1 番のまだ働けない時期の支援は必要かと思い
ます。トドックセンターにあるようなおもちゃや洋服のリサイクルなど、子供
を中心に取り扱う場所みたいなところ。ネット情報ばかりで外出もでき
なかったので５番は個人的にとても⼤事なことだと思っています。増やし
てほしいです。 
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（ウ）産前・産後、産科・小児科について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

産科 産婦人科不⾜ 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

小児科 これからも充実にむけてうごいていただきたいです。特に悶々職の人材
確保をお願いしたいです。ST、OT さんの待遇をよくして離職を防いで
ほしいです。ST の先生が退職されて心配しています。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

小児科 とにかく、いいなと思える小児科がありません。どこの小児科も混んでる
し、親身に診てくれる感じがないと思います。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

産科 岩⾒沢はここ 10 年で医療費負担の幅を増やしたり、認可保育園を
増やしたり、児童発達の費⽤を負担したり、少しずつ子育てしやすい
町になってきたが、産院が市⽴病院だけになってしまったので、周産期
医療の充実を目指すべきであると思います。私はシフト制のため札幌
まで不妊治療に⾏っていたが、市内に夜間、休みの日も対応の婦人
科があれば、また不妊治療の設備も充実した病院があれば出生率も
伸びて、子育てもこの町で⾏い、子育て世代からの税収も増え、どの
世代のも充実した支出が出せる町になりませんか︖本州のある町のよ
うに。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

産科 市⽴病院でしか出産できなくなっているので産院が増えると良いと思い
ます。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 産科 出産できる病院が 1 ヵ所しかないのはとても不便。それに⾏ったら駐⾞
場が混みすぎててタイミングが悪いと⾞を停めれない。バスも全然ないし
病院に通うのが不便すぎる。妊婦なのにバスはない、⾞も停めれない
で⼤変すぎる。健診の度にタクシー無料券（往復）とかほしい。
NICU もないので何かあった時不安。札幌か砂川に⾏くしかないとか
岩⾒沢に住んでる意味がない。 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

産科 小児科は充実していると思いますが、産科が明らかに少ないと思いま
す。市内で安心して産み、入院できる産科があると安心します。 

 

（エ）保育・預かりについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

保育 保育士の働き方改革を促進してほしい。退職される先生が相次ぎ、
保育の安全などが維持できるのか心配になっている。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

保育 子どもが 3 歳幼稚園に入園し、体をよりたくさん動かすよういなってきま
した。年中、年⻑〜という体操教室は多く⾒かけますが、年少対象の
ものを増やしてほしい 

周辺地区 専業主婦・夫 保育 保育士さんや保育教諭の方の人⼿不⾜。これから子供が⼤きくなり、
助けていただくことがあるかと思います。その時は、よろしくお願いいたしま
す。いつも遅くまでお仕事お疲れさまです。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

保育 保育園の先生方の労働環境に疑問を感じます。我々親の質も下がっ
てきてるといいますし、預けてあたりまえで、保育士の型が休みをとれな
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

い環境で働いている、それでも質を落とさず頑張ってくれていることに感
謝です。でもこのままのブラック企業さながらの環境が続くと今後はどう
なっていくのか。。子どもたちのためにも⾒直しが必要なのではないかと
思います。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 保育 幼稚園・保育園での私⽤や理由を問わない⼀時的な保育をやってほ
しいです。特に⻑期休暇中です。親がまったくゆっくりできる時間がない
からです。仕事されている方も、仕事が休みの日くらい 3 時間でも自分
の自由な時間があれば、何でもできるんです。1 人で子どもを⾒続ける
のには限度があります。「私⽤の利⽤はできません」「就労の方のみの
利⽤とさせて頂きます」と書かれているだけで、つきはなされた気分で
す。「仕事していないと、子どもすら預けられないのか」「仕事していない
人は 1 人で頑張れ」と言われているようです。心が病みます。何とかし
てほしいです。人員不⾜なのも分かります。お願いします。親を助けてく
ださい。⼤人が頑張れるようにして頂けないと、子どもに対しての余裕が
出ません。 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

保育 保育所を利⽤している時に保護者が休みの日に利⽤したらダメみたい
な風潮はやめてほしい。子どもが保育所に⾏っている間に、病院の通
院や家庭環境を整えたりしたい為。自営業の方や、農家の方は実際
に仕事に出ていなくても、就労証明さえ出せば、普通に預けているのを
⾒て不公平に思う。 

 

（オ）児童館・放課後児童クラブについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

放 課 後
児童クラ
ブ 

南小学校に通う予定ですが、学童が少し遠いので心配です。また、１
年生と２年生以降は学童の場所が違ってくるのもよく分からないです。
フルタイムで働いていると学童は必須になりますが、遠いときちんと⾏け
るのかな︖と今から不安です。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

児童館 ここで書くことではないのかもしれませんが、夏休み中は毎日子供は幼
稚園のあずかりと児童館です。毎日、毎日お弁当を作らないといけな
いと思うと今から苦痛です。幼稚園では夏休み中給食出たら嬉しいの
に…。児童館でもお弁当売りに来てくれたりとかないんですかね。今年
幼稚園の夏休み期間は今までと同じなのに小学校の夏休み期間⻑く
なるとか、休みづらさないで欲しかったです。 

周辺地区 分類不能 放 課 後
児童クラ
ブ 

送迎してもらえる様な放課後児童クラブの整備があれば利⽤したい 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 児童館 南小学生へ入学予定です。今後児童館を利⽤したいと考えています
が、小学 2 年生からの春日児童館が小学生から遠いと、現在利⽤中
の保護者から話をききます。中央小学校のように、他校も小学校と同
じ敷地内に児童館があれば、子供の移動を心配することなく仕事がで
きるのではと思います。 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

児童館 小学校の敷地内に児童館を作ってほしい。子供の⾜で 20 分かけて
児童館へ向かわせるのはかわいそう。送迎バスもないし。冬はさらに⼤
変になると思います…でも、毎日仕事してる家庭としてはとても助かっ
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

てます。保育園も児童館も。児童館無料は本当にありがたい。同僚で
児童館有料だから通わせるのをやめて、時短勤務にしたのを聞いたの
で…。ありがたいです。 

 

（カ）教育・学校について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

 図書館の絵本コーナーが充実していてとても嬉しく利⽤させていただい
ています。ただ、絵本をうまく探せずどの本が良いか…と悩むことが多い
です。年齢別の棚などができると子供にも選んでもらいやすいかな、と
思います。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

教育 子育て世代が少しでも増え、地域がにぎやかになりますように。教職員
の方も配慮していただき、子ども達が安心して教育・学べることを願い
ます。 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×フ
ルタイム 

学校 岩⾒沢市が子育て支援に⼒を入れているのは実感できますがあくまで
も市の中心部だけであって、北村や栗沢などの農村地域は置いてきぼ
り状態な気がします。公園も全くありません（北村中央ふれあい公園
はキャンパーで混雑しているため地元の子供は遊びに⾏きません）土
地は沢山余っているのに人口は減るばかりで南幌町みたいに人口を増
やしたいのであれば、市の土地を安く売りだすとか子育て世帯に新築
費⽤の助成⾦出すなど検討しても良いかと思います。そうでもしないと
豪雪地帯の岩⾒沢に住み続けたいと思いません。北村小・中学校も
児童数が少なすぎて中心部の学校との教育に偏りが出てきているとの
話も聞きます。いっそのこと第⼀小や緑中などと統合してほしいです。 

 

（キ）あそび場、道路・交通について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

公園 ３才児健診でもらった「えみふるファイル」、６才になるまでほぼ使って
いません。えみふるのあそびの広場にはよくお世話になっています。広場
を年齢層でわけ、遊具が（特に⼤型）ふえたらうれしいです。（トラン
ポリンは高年齢の子と幼児が⼀緒だとけっこうあぶないので） 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

あそび場
/ひなたっ
子 

3 歳の子供がいますが、ひなたっ子ではもう⼤きすぎて、横の遊び場の
遊具だと⼤きい子向けで難しい。2.3 歳向けの⼤きめ遊具があると嬉
しい 

周辺地区 専業主婦・夫 あそび場 裏面に書いてしまいましたが、子ども向けの飲食店＋遊び場ができると
すごく嬉しいです︕︕（であえーるに丸尾製麺などできたら最高で
す︕︕）日曜日にやってる広場（ひなたっ子みたいもの）があったら
すごくありがたいです...︕︕でも働く人は⼤変ですよね…イオンなどお
店の中にキッズコーナーがあれば、遊びの広場だけでなく、お出掛けの
幅が広がるなーと思います。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

公園 子どもが遊べる安全な遊具のある公園が少ないように思う。東山公園
など広い場所をもっと有効に使えたらいいと思います。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

交通 北村在住ですが、町までの子供バスがあるといいですね。 

 

（ク）全体的な意⾒について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

交通/放
課 後 児
童クラブ/
病児 

小学校へあがったら、小学校から学童保育まで距離があるので、どう
やって⾏くのか︖こどもが 1 人で移動するのか︖不安です。病児保育
は実際に利⽤しようとしたことはありませんが、定員も少なく利⽤料も
高いのでハードルが高いです。もう少し利⽤しやすい制度にしてほしい
です。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

産前・産
後/産科
/ 保 育 /
支援 

・産前産後、出産に関して産婦人科医の確保等、人が⾜りていない
ので厳しいのかもしれないが、市内で安心いて埋める体制がより充実
することを願う。・幼稚園や保育園に関してはなるべく第 1~第 3 希望
で決まるようになれば良いなと思う。・国が主体となって⾏うべき事だと
思うが、2 人目 3 人目など産んで育てたいと思えるような支援や制度
をもって充実させてほしい。実際、2 人目は考えるものの、経済的不安
がありすぎ、産前産後働き続けなければならない事を思うと諦めざるを
得ないと強く思う。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

病児/放
課 後 児
童クラブ/
学校 

病児保育を小学生も利⽤できるようにしてほしい。学童保育、小学校
の開門時間を早めてほしい。病児保育を利⽤できる人数を増やしてほ
しい。 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

両⽴/産
科 

未就学児を育てる、就労している親が頑張ることができる環境を継続
的に整えてほしい。浸透するまでには、時間がかかると思うが、絶対に
必要なものだと思う。また、出産に関わる病院の充実を市でも真剣に
考えてほしい。安心して産もうと思える環境を次世代に繋ぎたいと思い
ます。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

公園/放
課 後 児
童クラブ 

・公園に遊具を置いてほしいです。町内会から陳情してもらったのに、イ
スしか増えませんでした。・夏休み、冬休みの学童クラブでお弁当（有
償でもいいので）の提供をしてもらいたいです。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

経 済 支
援/情報
/産科 

・第３子の副食費免除の幅を広くして欲しいです。4 人子どもがいます
が学年が離れていて途中で打ち切られてしまいました。・自ら申請しな
いともらえない補助⾦などがあると聞きました。情報を発信してもらえる
と嬉しいです。・産科が少なく、今後どうなっていくのでしょうか…心配で
す。（もう出産予定ないですが...） 

周辺地区 専業主婦・夫 予 防 接
種/情報 

えみふるファイルを活⽤したことがない。時代的にアプリの方が活⽤しや
すい。予防接種では 1 年後に接種する紙も送られてくるが忘れてしま
う。それこそ接種時期と接種の有無が分かるアプリを⼀緒にしてくれると
分かりやすいし、打ち忘れが少なくなる。 

周辺地区 専業主婦・夫 支援セ/
保育 

第二子以降もとことこ・ばぶばぶを利⽤したい。産前・産後 8 週間の預
かり保育の補助がとてもありがたかった。産後半年〜1 年くらいのばして
もらえるともっと子育てしやすい。 

東⻄条丁目 フルタイム×フ 虐待/小 今は何でも虐待と言われてしまって子育てしにくい。子どものために怒る
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

地区 ルタイム 児科 こともあります。⼤人もきちんと⾒極めて欲しい。小児科の医療をもっと
充実させてほしい。市⽴は 15 時までしかやってないので働いているとか
かれない 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×フ
ルタイム 

居場所 給食が美味しくないため残してくるから常にお腹が減ってる、そもそも量
が少ないなど先輩ママさんから聞くので、就学後の栄養状態が不安。
最近、話題になっている放置子問題について、働きはじめたら自分の
子どももそうならないか心配。児童館に通ってくれる年齢ならいいが、高
学年になるにつれて児童館に通わなくなる子が多いと聞くので、⻑期
休みも含め、子供の居場所や遊び場所の充実がほしい。 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

発 達 支
援/経済
支援 

岩⾒沢市は全体的に子どもを⼤切にしていると思いますが、発達支援
の利⽤⼿続きが不便な事や、利⽤できる施設が少ない事が不便で
す。また、あそび場のような施設を市内に何か所か増やして頂けると嬉
しいです。全てはお⾦の問題になるのですが、子育ては本当にお⾦が
かかるので、児童⼿当を市からも頂けるようになると経済的に安心で
き、子どもも産みたいと思うようになると思います。 

東⻄条丁目
地区 

専業主婦・夫 産前・産
後/保育 

産前産後ヘルパーを利⽤した際に、ヘルパーさんが家事をしながら日
常会話もしてくれてリフレッシュになって良かった(何人か来てくれた中の
1 人だけ)。でも予約方法が電話のみで、施設の人も忙しそうにしてい
て少し予約しにくかった。幼稚園か保育園に入るまでの間、出かける体
⼒や気⼒がない場合も多いので、産前産後だけでなくもう少し⻑い期
間無料で訪問して助けてくれるといいなと思った。また幼稚園について、
先生達の対応にはとても満⾜しているが、ここ数年人数が少なくてかな
りブラックな環境になり⻑く続けられない先生が増えているので、人を増
やしてあげてほしい。 

東⻄条丁目
地区 

分類不能 相 談 支
援/保育 

・発達の遅れや障害がある子も自宅近くの地域の保育園に通えるよう
に体制を整えて欲しいです。⾒学の際に遠回しにみられない。障害が
ある子は⾒られないと言われ、自宅から遠い園に通っています。その時
は診断されておらず、児童発達支援を利⽤している時でした。すでに
0~2 歳の小規模園にも通っていました。こんなに幼い時期から地域に
受け入れられなくなるのかと驚愕しました。・児童発達支援が無料で
受けられていることに⼤変感謝しています。利⽤する際のハードルも低
くなり、スムーズにサービスを利⽤できました。 

 

（ケ）その他の意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 フルタイム×フ
ルタイム 

その他 共働きをするよう政府が働きかけているのに日祝や正⽉に預け先がな
い。そして保育士の負担軽減なので家庭保育と言われる。子育てと仕
事を両⽴させようと頑張ってるのにできないもどかしさがあります。 

周辺地区 フルタイム×下
限以上パート
タイム 

その他 市の財政を考えると何もできないだろう。期待はしてない。お⾦がない
のにより良くしようとするあまり当たり前のことがないがしろになっている。
当たり前のことを当たり前にしてほしい 

東⻄条丁目
地区 

フルタイム×下
限以上パート
タイム 

その他 いつも助かっています。これからもよろしくお願いします。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

郊外地区ほ
か 

フルタイム×フ
ルタイム 

その他 予算や人員に限りがあると思いますが、特色ある子育て支援の充実に
より、地域の子供の数が増えるよう期待しています。 

 

３-２ 小学生調査 

（１）問 38-2 子育てに関する取組の満⾜度とその理由 

①１〜３年生 

（ア）子育て支援・相談支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

相 談 支
援 

1 歳児検診、3 歳児検診の保健師の対応がよくない。安易に⼤丈
夫、心配ない、様子⾒ではなく、どのような⼿⽴てがとれるか説明して
欲しい。養護学校レベルの子が通常の学校を希望したり（無論学校
の対応は限界がある）、発達障害のある子が学級崩壊、先生の身
心をむしばんでいる。ノーマライゼーションは⼤切だが、充分な療育をさ
れず（親も理解しない、協⼒しない）その後どんどん⼤変になっている
現場を理解して欲しい。早期対応で改善される部分は⼤きい。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

相 談 支
援 

新生児訪問の際、第⼀子目で、すごく悩んでいた時に更に思い詰める
ようなことを言われたし、言い方もひどく未だに思い出しては嫌な気持ち
になる。こういう人が、新生児訪問に来るのは相応しくないと思った。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

相 談 支
援 

乳幼児健診のスタッフ（職員）の方々が思いやりに欠けると思いま
す。冷たい。 

 

（イ）経済支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

医療費無料は良い。奨学⾦（返済のないもの）や学校への交通
費、オムツ代、ミルク代等、子育てに必要なものの無料化や補助⾦の
充実化。しかも所得制限なしにみな平等で。公園や遊具施設も他の
市町村にくらべると整備されていないし、誇れるようなものが岩⾒沢に
ないと思う。特徴のない町である。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

塾や習い事に対する補助や支援対策が必要 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

経 済 支
援 

学校などのお⾦のことなどで、子供にお⾦がかかることが多すぎる。どこ
の家庭もお⾦があるわけではない。 

 

（ウ）産前・産後、産科・小児科について 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

産科 産科が減り、ますます子供を持ちにくくなったと感じる。市をあげて産婦
人科病院を作らないと少子化が進みそう。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

産科 産科が少ない。不妊治療は札幌まで⾏かなきゃだめで、2 人目、3 人
目…となるとあずけ先がないと無理。 

 

（エ）保育・預かりについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

保育 なかよし保育園利⽤時に、お盆や年末年始、⻑期的に休園されてい
たので、仕事を無理に休まなければいけなかった。土日祝日以外の平
日休園は、できる限り避けていただきたい。 

東⻄条丁目
地区 

満⾜ 預 か り /
保育 

短時間勤務の家庭が預けられる保育所が少ないので、認可外保育
所などがもっと増えればいいなと思います。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

預かり 仕事だけではなく、通院や⽤事がある時に子供をあずかってもらえる
サービス（児童館などで）あると良いと思う。 

 

（オ）児童館・放課後児童クラブについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

児童館 市内の児童館を学校の近くに建てて欲しいです。中央小、美園小以
外の児童館が学校から遠すぎます。親が安心して働けるように、子ども
にも負担にならないようにして欲しいです。 

周辺地区 不満 児童館 児童館の利⽤時間がみじかく、仕事は 17 時ぴったりに終わらないの
で、仕方がなく有料スキップ使⽤していますが、「有料」でなんのために
働いているかわからないです。また、⺟は夜勤をしてはいけないのか、子
どもがうまれて「やめる」仕事とは⾏かないが、夜勤に制限がかかる。小
学生 1 人でおいていけない。また、日曜日働けなくなりました。困ってま
す。 

郊外地区ほ
か 

どちらかといえ
ば満⾜ 

児童館 児童館が学校から離れすぎ。自宅とは逆方向のため冬の雪の中は移
動が心配。なぜ、学校の敷地内に作らないのか。学校→児童館まで
の距離を考えてほしい。中央小のように学校の隣にあれば利⽤しやす
い。（地域によって差がありすぎると思う。） 

郊外地区ほ
か 

どちらかといえ
ば不満 

放 課 後
児童クラ
ブ 

学童について不満が多い。利⽤時間に融通が聞かない。利⽤時間延
⻑は、事前かつ⽉単位でしか申込めない。保育園のように当日、日単
位で対応してほしい。子どもたちの遊具が非常に少なく、１年生だがす
でに学童に飽きている。⼀輪⾞など皆で⼀緒に乗れるから楽しいので
あって、少ない台数しかないので楽しく遊べないようである。栗沢は、図
書館が併設なのに学童利⽤中は図書館に⾏けないのも不満。ただで
さえ遊具の少ない学童なのだから、併設施設への出入りくらい自由に
できないのか︖学童の職員に聞くと逃げ出したら困るからとのこと。それ
なら、子どもが楽しく過ごせるよう、遊具や本などを学童に配備するべ
き。 
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（カ）あそび場、道路・交通について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ 道路 ・子供の学校に⾏く道で舗装されていない道があります。そこが通れな
いので片道 30 分かけて遠回りさせて歩いています。舗装されたら 20
分でつきます。⾞もくるので、とても危ないです。遊歩道を作ってほしい
です。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 北５条通りは４条側と 5 条側との間の横断歩道がない。気をつけな
がら子どもたちは、横断している様子を目にする。たまに危険な児童も
いますが…。横断歩道がないところをわたっている児童がいるからと学
校へ情報提供があるようだが、疑問を感じる。途中、⼀カ所でも横断
歩道があるとよいと考える。（同じく北 3 条通りも） 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 日の出台のそっこう、あぶない︕はやくうめてほしい。川のさくもこわれて
いるところがあるそうです。子どもがおちたら⼤変︕早くなおしてほしい。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 通学路でも歩道がない場所を無くした方が良いと思います。 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 児童館が学校から遠いので、また信号がない歩道、川に降りることがで
きるように柵がない場所があり事故など心配 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

バ リ ア フ
リー 

新設バリアフリーをアピールしすぎて、維持管理が不十分すぎる 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

道路 光量が少ない街灯が多い。⽊に隠れて街頭が暗い場所がある程度あ
る。防犯カメラを設置してほしい。歩道が狭い（自転⾞同士がすれ違
えない）バリアフリーなんて、ほぼない。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 道路に関しては、通学時、歩道が狭く、信号がなく危険な場所が結
構あると思うので、少しずつでも改善して⾏って欲しい。 

東⻄条丁目
地区 

どちらともいえ
ない 

道路 住宅街の道路の整備、交差点の⼀時停止のないところなどの整備を
しっかりと⾏ってほしい 

東⻄条丁目
地区 

どちらともいえ
ない 

道路 積雪のため、子供の通学路の除雪が間に合わず、死角となる場所が
増え、とても危険だなと思います 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

公園 岩⾒沢は公園か少ないなと感じます。豪雪地帯ということもあり、冬は
遊ぶ場所も少ないですし、遊びの広場のような室内の遊べる場所があ
るか、もう少し広くするかして欲しいなと思います。子どもが小さいうちは
なるべく外に出ようと思ってましたが、なかなか出る場所もなく、孤⽴し
て、モンモンとしていたなと今では思います。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

あそび場 とにかく雪の遊び場が少なすぎる。あそびの広場等幼稚園生向けで、
高学年が遊べずこまる。必然的に家でじーっとしているしかなくなってし
まう。どうにかしてほしい。体⼒面にも問題がでてしまう。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

道路 通学路に歩⾏者⽤信号が無い所があるので整備して欲しい。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

道路 自転⾞と⾞、歩⾏者と自転⾞。何がどう走⾏するのが安全かつ、ルー
ルを守れるのか不明。⾞道(路側帯)で自転⾞を走らせるならば、確り
区域別けをしてほしい。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

 街中の駐⾞場が狭くて使いづらい。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

郊外地区ほ
か 

どちらともいえ
ない 

道路 でこぼこした道が多くて子供が転びやすい気がします 

郊外地区ほ
か 

どちらかといえ
ば不満 

道路 家の近くに子供達が通学路で通る十字路があります。トラックや⾞がよ
く通ります。⾞同士の事故があったこともあります。その道は横断歩道も
なく、子供達はそこを自分で確認し、安全かを判断して９年間通らな
ければいけません。そういう道がたくさんあるからです。 

郊外地区ほ
か 

不満 あそび場 子供の遊び場がすくない。公園、屋内施設。 

 

（キ）情報について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ 情報 あそびの広場を核として相談支援体制は充実している。学童保育につ
いては無料、地域子育て支援センターが市内各所に存在するなど地
域の子育て拠点という括りでも充実度をアピールしても良いと思いま
す。 

周辺地区 不満 情報 何のサービスがあるのか何もおしえてくれなかった。市役所は待たせるだ
け待たせて、誤った⼿続きばかりで有益な情報はくれなかった︕︕ 

郊外地区ほ
か 

どちらかといえ
ば満⾜ 

情報 ホームページから情報がわかりにくい。人が少なく、安全面に不安があ
る 

 

（ク）こどもの居場所について 
地区 問 38-1-① 

満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

居場所 子ども食堂は⽉に１、２回開かれているが、本当に貧しい子には毎日
必要だと思う。⽉に１、２回では無意味に感じてしまう。土日祝も子
供もあずけられるところがあると良いと思う。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

居場所 放課後の子どもの居場所がほしい。遊びの広場は充実しているが歳の
離れた兄弟をおいていけず利⽤できない。施設の近くに無印良品とス
タバが欲しい。親の交流の機会が欲しい。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

居場所 親がフルタイム勤務だと、子供が児童館以外の居場所がない。習い事
をしようとしても、児童館から 1 人で外出できず、親が仕事を切り上げ
ないと迎えに⾏けないので、できない。 
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（ケ）全体的な意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

あそびの
広場/児
童館/道
路 

あそびの広場等の施設はとてもいいと思います。ただ他の市町村のよう
に利⽤料は市⺠と市⺠以外で差をつけ、市⺠はリーズナブルに利⽤で
きるといいと思います。（現状でもとてもリーズナブルなので市⺠と市⺠
以外で差をつけて市⺠サービスの⼀環にする）。児童館は全国と⽐
較して小学校から遠く（岩⾒沢小学校）、現代のニーズに合っていな
い（共働き世帯増加による利⽤増加）のと、交通量が多いのに歩道
の整備がされておらず、冬の除雪がおろそかな道路（通学路）が散
⾒されるため、このままだと最近多い交通事故もいつか起きてしまうと
思います。 

周辺地区 満⾜ 経 済 支
援/道路 

子どもが 5 人（うち 1 人他界）いますが。三千から不安もなく、みん
な元気に育っています。予防接種の無償化などもあり、経済的にもとて
も安心してくらせています。医療費の無償化はとても感謝︕ただ冬の
通学路はとても不安です。⾞道を歩かざるえない道も多く心配です。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

情報/相
談支援/
道路 

通学路でも歩道がせまく歩きにくく、屋根から雪が落ちてきそうなところ
がある。⾞は走っているが人が歩いていないし店も少ないので、通学路
で助けを求められる場所が少ない。交差点から人がいるか⾒ずにでてく
る⾞が多い。市のイベントのチラシは学校からたくさんもらってくるので十
分知ることができている。⺠間の習い事のチラシなどもあっても良いと思
う。(インターネットには載っていなく知人から教えてもらうしか知る方法
がない習い事もある)また子育てで悩みがある場合、⾏政ではどこに相
談すれば良いのか把握できていないのでこちらもチラシのようなお知らせ
があれば良い。 

 

（コ）その他の意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

その他 ⼤きいまちだから、お⾦が出やすい 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

その他 違う街から引っ越してきました。十分支援してもらってる町だと思いまし
た。 

郊外地区ほ
か 

どちらかといえ
ば満⾜ 

その他 利⽤したことがないため、少し情報が⾜りずこの回答をさせて頂きまし
た。 

郊外地区ほ
か 

どちらともいえ
ない 

その他 これと言って良いところがありません 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

その他 今後に期待しているから 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

その他 利⽤するものが少ないので、どちらともいえない。 

東⻄条丁目
地区 

満⾜ その他 充実しているから 

東⻄条丁目
地区 

どちらともいえ
ない 

その他 市外からの転入者ですが、自治体それぞれ⻑所も短所もあるためどち
らでもないに評価させてもらいました。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

東⻄条丁目
地区 

不満 その他 空き物件の放置の多さ。家族で住む賃貸物件の少なさ。公共交通
機関の不便さ。他の地域と⽐べ、道路、歩道整備の悪さ。雪対策の
悪さ（除排雪の技術の低さ）働き口の少なさ。補助⾦等の少なさ。 

郊外地区ほ
か 

不満 その他 近隣の町の方が子育て支援策が良い 

 

②４〜６年生 

（ア）子育て支援・相談支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

相 談 支
援 

発達障害があり、幼児ことばの教室の先生達に⼤変よくして頂いた。
今も、子供について困ったら、子育て支援センターの若松先生（幼児
ことばの教室の時から知ってくれている）に、時々電話相談したり、小
学校に子供の様子を⾒に⾏ってもらったりすることがあり、本当に心強
く、とても感謝しています。幼児の時から知ってくれている先生がいること
で、親も子も救われていて、そのような先生がいることは、とても⼤切だ
と思いました。また、今は特別支援学級の先生がとても子供を理解し
てくれていて、親としても相談しやすく、その先生にも救われていて、身
近に相談しやすい先生がいることに感謝しています。可能なら、発達
障害がある子どもでも習えるような（体をうごかせるような）習い事が
岩⾒沢にあるとありがたいと個人的に思っています。（やはり今、市内
にある所いくつか⾏きましたが、まわりのようにだまってられず通えなかった
ので） 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

相 談 支
援 

子どもが幼児の時にことばの発達がおそく、様々な所で相談したがたら
いまわしにされ、適切な支援がうけれなかった。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

相 談 支
援 

②新生児訪問等、子育て相談等、相談員から子育てのアドバイスを
もらうのも、親としての対応を全否定された事があるため、訪問されるだ
けでもストレスなのに世親的ストレスをうけた為、不満しかない。時間の
ムダ︕︕ 

郊外地区ほ
か 

満⾜ 相 談 支
援 

発達支援でとてもていねいに対応して頂いている 

 

（イ）経済支援について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

経 済 支
援/学校 

学校で使う様々なもの（鍵盤ハーモニカ、習字セット、絵の具セット
等）やスキーの道具（ウェアーやスキー、ケースなどの⼀式）全て無
料にして欲しい。ノートなども鉛筆や消しゴム、等も配って欲しい。三角
定規やコンパス、彫刻刀などは、人数分常備し、使いまわせばいいと
思う。 

東⻄条丁目
地区 

満⾜ 経 済 支
援 

医療費助成がとても助かっています。 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

郊外地区ほ
か 

満⾜ 経 済 支
援 

小、中と医療費負担は助かります 

 

（ウ）産前・産後、産科・小児科について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

小児科 小児医療は少ない。まず、小児科が少なすぎて休日の対応が悪い。
放課後デイサービスの場所をもっと増やしてほしい。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

小児科 小児科が少ない。子育て、子供いる世帯への支援が⾜りない︕
（サービスや、⾦銭面） 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

産科 実際、利⽤した事のないものがあるので「どちらともいえない」に〇をつけ
ています。出産を札幌市でしたため、⽐較するとやはり岩⾒沢市は医
療に関して不安な面もあると思います。異常出産・分娩の時、⺟子共
に安全に過ごせるかどうかはとても重要。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

小児科 病院の数が少なく選択肢が少ない。お店も少なく週末も⾏く所もなく
結局は札幌などへ⾏くことが多い 

 

（エ）保育・預かりについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

保育 親が発熱したとき（コロナを除く）や、他の兄弟を病院につれていくとき
に、健康な子も保育園を休むように言われますが、そういうときこそ預
かって欲しいです。新しいことをはじめなくても今ある制度をもっとしっかり
やってほしいです。 

周辺地区 不満 保育 通っていた保育園に障害を理由に退園させられ、私は仕事を続けられ
なくなった。・「⼤変なお子さんだらか」という理由で仕事もクビになった。
問 38－1 は、普通の子どもなら 5 以外をつけたかもしれない障害児
には全部 5 だ。 

 

（オ）児童館・放課後児童クラブについて 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば満⾜ 

放 課 後
児童クラ
ブ 

夏休み、冬休み中の放課後児童クラブの利⽤をしやすくしてほしかっ
た。今は小６なので利⽤しないが、低学年の時、仕事の為、1 人で留
守番する事があったので。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

児童館 児童館は就労時間で利⽤できるか決まっているが、親が働いている時
間（週 1〜2、15︓00 まで等）は預かってくれると助かります。 

東⻄条丁目
地区 

満⾜ 放 課 後
児童クラ
ブ 

引っ越ししてきたばかり（2 ⽉中旬）なので具体的なことがわからない
が、転居前の方が教育面の充実度などは良かった。学童（児童クラ
ブ）は特にそう思う。安心して預けれると思わなかった。（人の話を聞
いただけですが・・・） 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

放 課 後
児童クラ
ブ/公園 

どこの⾏政でもやっていることばかりで、ありきたりだなと思います。放課
後児童クラブが遠い所に遭ったり、公園の遊具が少なかったり、子ども
達が外で遊んでいるのをあまり⾒かけません。また他の街の放課後児
童クラブはもっと⾏事が充実しているようです。岩⾒沢市は何に⼒を入
れようとしているのか伝わってきません。 

 

（カ）あそび場、道路・交通について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ 道路 
 

道路や建物を利⽤するときにバリアフリーの視点をもって⾒ているわけで
はありませんが、逆に不便は感じられません。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

道路 小学校、中学校、緑陵高、⻄高（前）周辺に街灯が少なく冬期間
下校時が暗く心配 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

道路 ⽊が茂りすぎて、信号が⾒えないところがあります 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

道路 通学路の歩道が狭い。通学路の除排雪が⾏き届かない。中学校の
生徒数に対し、駐⾞場が圧倒的に⾜りない。 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

公園 ちゅう⾞場や気軽に⽴ちよれる空間や場所、緑が少ない。走り回れる
空間、公園の広さ、遊具が少ない。冬に遊ぶ場所がない。子供が遊
べる場所を作って欲しい。 

東⻄条丁目
地区 

満⾜ 公園/道
路 

とてもきれいな街ですし道路もきれいで治安も良いので安心していま
す。きれいな公園も多く街の外観もきれいですし満⾜です。欲を言え
ば、町中（であえーる付近）にファストフード店などあると嬉しいです。
昔ロッテリアやミスタードーナツやケンタッキーがあったので⼀つでもあると
嬉しいなと個人的に思います。 

東⻄条丁目
地区 

満⾜ 道路 中央小に⾏く過程で信号がないけど交通量は凄く多い場所があるから
信号がついてくれたらとてもありがたいです。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

道路 通学路がせまく、冬は特に危険でなぜ整備しないのかが不思議。⾞道
と歩道の間に柵をつけたり、歩道の除雪をしたりが必要で、予算をつけ
るべきと思う。 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば不満 

道路 通学路が狭い所が多い割に交通量も多く信号付きの横断歩道を増
やして欲しい。街並みも変わり、昔のままの横断歩道の配置が街に
合っていない気がします。 

郊外地区ほ
か 

不満 交通 小中学校だけでなく、進学を考えると高校の質と交通機関のインフラが
劣悪すぎる。これでは地元に残る子供はいないと思う。 

 

（キ）情報について 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

情報 情報が探しにくい。市内で⾏われている子どもが⾏って楽しいイベントを
まとめて⾒れるようなページがあればいい。 
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（ク）全体的な意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 満⾜ 病児/支
援セ/児
童館 

・保育所に通っていたころ、病後児保育に助けられました。ていねいに
⾒て下さり、またそういう所があり、安心しましたし、⼤変お世話になりま
した。・また、「ばぶばぶ」「とことこ」でよく顔を合わせていたご家庭とは今
も交流があります。・医療費無料にも助けられています。・今は、児童
館のおはようクラブに助けられています。8:00 出勤なので⻑期休業の
時はとても助かります。ありがたいです。 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

デ イ サ ー
ビス 

・子どもの心理的ケア等のデイサービス（発達障害があるが相談できる
場所がスクールカウンセラーぐらいしかなく解決できない）・中高生のデ
イサービス、相談場所がない・児童館が時間のゆうずうがきかず⺟子
家庭のため急な残業でお迎え⾏けない時に困る（怒られた事あり） 

周辺地区 どちらともいえ
ない 

イベント/
産科/子
育 て 支
援 

小学校高学年くらいに子〜中・高生の楽しめる施設やイベントがな
い。子供を産む病院が限られている。第 2 子以降の出産や子どもが 1
歳をすぎてから転入してきた時に利⽤できる制度が少ないと感じた
（少し前のことで、今は改善されているかも︖） 

郊外地区ほ
か 

満⾜ 産科/ア
クセス 

岩⾒沢市で妊娠出産したが、出産できるところが以前より減っているの
で、産む体制や交通の充実があるとより安心だと思う。また、市では切
れ目なく妊産婦、子どもへの支援が厚いと思うが問 36①〜⑬が利⽤
する際、ワンストップで⼀つにまとまっているとよりわかりやすいと思うのと、
利⽤する際も利⽤方法がわかりやすくなってよいと思う。 

無回答 満⾜ 学校/児
童館 

教育⼤学があるからなのか︖先生達が⼀生けん命学習指導して頂い
ていると感じます。朝から、校⻑先生、教頭先生、先生達が登校を⾒
守ってくれてありがたいです。児童館の先生は、子供の変化に気づき、
職場に TEL くれ、早目に相談受診ができ感謝しています。 

 

（ケ）その他の意⾒ 

地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

周辺地区 どちらかといえ
ば不満 

その他 明らかに子供が過ごしやすい環境だなと実感した事がない。第⼀子の
子育てを帯広市でしていたが、帯広市は本当に就学時前の子育てが
しやすい街だったと感じます。 

東⻄条丁目
地区 

満⾜ その他 ③、⑧声を出せないときに Help! と言える環境（あると思うが）、もっ
と分かるようにしてほしい。尚、SNS は⾒ています 

東⻄条丁目
地区 

どちらかといえ
ば満⾜ 

その他 市⺠プールを綺麗にして欲しい。古すぎて不衛生。 

東⻄条丁目
地区 

どちらともいえ
ない 

その他 岩⾒沢市には職場がある為居住しているだけで、特に関心がありませ
ん。田舎なのでこんなものかと思います。 

郊外地区ほ
か 

どちらともいえ
ない 

その他 設備等よりも保護者同士の揉め事が多い。保護者同士がグループ化
しているため、保護者の友人を作れる環境ではない 

郊外地区ほ
か 

不満 その他 転居したばかりで良く知らないと言うのもありますが、これまで暮らしてき
た他の自治体のほうが正直良かったから 
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地区 問 38-1-① 
満⾜度 分野 意⾒等 

無回答 どちらかといえ
ば不満 

その他 良いアンケートでした 

（２）問 40 教育・保育環境、子育ての環境や支援に関するご意⾒ 

①１〜３年生 

（ア）子育て支援・相談支援について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 子 育 て 支
援 

少子化の厳しい情勢が続いていますが、若年⼥性の転出をはじめ、未婚や所産年齢
が遅いことなど様々な要因があると思いますが、「子育ては⼤変だ」というネガティブなイ
メージの払拭や社会全体で子育てを応援していく考え方の転換が重要だと思います。
人口減少を含め、会社、企業も⾏政と⼀体となって子育て支援に協⼒していくことで
岩⾒沢がより子育てしやすいマチに変わると思います。 

周辺地区 相談支援 発達支援関係の書類、提出はであえーるでも市役所でも両方で受け付けてほしいで
す。市役所に⽤事があったついでに出したかったのに、出せなくて不便でした。 

周辺地区 相談支援 発達障害のある親がいる場合のサポートを作ってほしい 
郊外地区ほ
か 

ひとり親 ひとり親がふえている中で、支援が少ないと感じる。子供との時間、遊びに⾏きたくても
仕事や経済的にきびしく子供にさみしい思いをさせているのではないかと思う。 

 

（イ）経済支援について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 経済支援 給食の無償化 
周辺地区 経済支援 給食費の無償化 
周辺地区 経済支援 第二子、第三子の保育料も無料にしてもらえたら嬉しい。札幌市は、4 ⽉から第二

子、第三子無料になりました。（第⼀子の年齢関係なく）。⽉に 5,6 万保育料かか
ると、習わせたい習いごともなかなか通わせてあげられないのが現状です。 

周辺地区 経済支援 義務教育の無償化、給食費の無償化など、子どもの教育にかかる費⽤の負担が減る
といいなと思います。 

周辺地区 経済支援 オムツやミルク、その他にかかる就学前のお⾦を補助してほしい。 
周辺地区 経済支援 岩⾒沢で子育てしたい︕と思うような環境（補助⾦や施設等）がないと、移住してく

れないし、税⾦も徴収できない→施設へかけるお⾦がないと悪循環。人口が増えてき
ている町を⼿本にし、若い人がどんどん入ってきてもらわないと町も活性化されないと思
う。年寄りばかりの意⾒でなく、若い人達の意⾒も取り入れないとどんどん人口も減り、
衰退していくと思う。 

東⻄条丁目
地区 

経済支援 もっと子育てしやすい市にしてもらわないと、岩⾒沢から子供が減る。お⾦が特に支援
が少なすぎる。 

東⻄条丁目
地区 

経済支援 給食費無償化している自治体もある中で岩⾒沢市はしていないので不公平感がある 

東⻄条丁目
地区 

経済支援 親の収入に関係なく、平等に色々なサービスや支援をしてほしい。（医療費など） 

郊外地区ほ 経済支援 ゴミ袋の配布ありがたかった 0〜2 才時 
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地区 分野 意⾒等 
か 
郊外地区ほ
か 

経済支援 低所得者には、給付⾦とかあるけど、それ以外の子育て世帯には、何もない気がしま
す。前私が住んでいたところは、商品券とか、割引きなど色々特典がありました。 

郊外地区ほ
か 

経済支援 物価の上昇や増税など、タイミングに応じての、住⺠税非課税世帯や、ひとりおや世帯
への対策（こども 1 人につき〇万円など）は充実しているように感じますが、実際問
題、物価高や増税による家庭への負担はどこの世帯も同じかと思います。同じ年のこど
もがいて、なおかつ税⾦も納めている身からすると、非課税世帯やひとり親世帯にばか
り着目した対策には疑問を感じる部分もあります。 

郊外地区ほ
か 

経済支援 給食費を少し負担してくれるとありがたいです。子どもの教科書等学校で使いまわせる
物などをくるくるいちのような場所がほしいです。 

郊外地区ほ
か 

経済支援 子育てに関しては収入規制をやめて欲しい。医療費や児童⼿当等、実費負担にな
り、⼿当の差が出たりするのが子育てへの差別を感じる。高校や⼤学進学への補助も
同じく、低収入世帯への支援を多くするのは良いが、支援を受けられない世帯も多い
ので、せめて差別を⼤きくせずに子育て支援をしてもらいたい。 

郊外地区ほ
か 

経済支援 乳幼児医療が高校生まで通院も使えるようになったのは⼤変ありがたいです。 

 

（ウ）産前・産後、産科・小児科について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 小児科 子供の病院はどこも待ちすぎて、半日かかるのはあたりまえ、つらすぎる。40℃ある子を
半日も待たせる辛さ︕︕もっと市の病院全部スムーズにしてほしい。小児科医を増や
してほしい。 

郊外地区ほ
か 

産 前 ・ 産
後 

私は産前産後ヘルパーを利⽤したかったのですが、夫の理解が得られず利⽤できませ
んでした。他人を家に上げるのが嫌だったそうです。当時夫は激務でしたが、その後転
職をしても家事育児に理解がありませんでした。(そこから 10 年程経って離婚話を出し
てやっと変わりました。恨みは消えませんが。)⼥性側のケアはもちろんですが、男性側
の考え方を変える為の何かがあれば有難いと思います。 

郊外地区ほ
か 

産科 子育てしにくい︕岩⾒沢市⽴病院に子供が入院した際も付き添いは父親ではなく⺟
親でと︕それが無理なら祖⺟とか⼥性の方でと言われた。 

 

（エ）保育・預かりについて 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 保育 仕事をする上で、岩⾒沢は⽉ 64 時間働かないと幼稚園の保育料等が全然かわって
きてしまう。それによって無理にパートの時間を増やす等して、⺟親の休けいじかんがな
かったり、子供とのじかんが少なかったり、負担があるのでもう少し、減らしてほしいと思
います。 

周辺地区 預かり 日曜日働きたい。夜勤が制限なくできるように小学生の預かりの充実を︕︕ 

 

（オ）児童館・放課後児童クラブについて 
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地区 分野 意⾒等 
周辺地区 児童館 放課後の児童館の環境が良くないと周りの親も口をそろえています。 安心して預けら

れる環境の整備をお願いします。また子供に対して指導や注意といった対応がしっかり
できる職員の配置や増員をお願いしたいです。 

周辺地区 児童館 児童館の利⽤の条件が満たなく、利⽤できない（午後から 4 時間以上、週 4 日以
上就労）。これは改善できないでしょうか。 

周辺地区 放課後児
童クラブ 

児童クラブの下校がお迎え前提を変えてほしい。習い事の際などノートに下校させてほ
しい時間を書いたり、連絡をすれば帰れたりするととても便利。⻑時間は児童クラブも
疲れてしまうので時間で下校を 1 人で出来るようにしてもらえれば楽になるし、同じ学
校の姉と下校させられないのも⼤変です。 

周辺地区 放課後児
童クラブ 

全部の学校が低学年のうちは、児童クラブが学校内にあったら安心。ほとんどの学校
は、低学年は学校内なのに、第⼀小学校だけ遠すぎて心配。 

周辺地区 放課後児
童クラブ 

放課後児童クラブなどの居場所の充実という場の数ではなく、サービスの質の向上を必
要と感じる。子どもが⾏きたくないと思うところへは、通うことができない。今後の就学で
の経済的支援は必要だが、直近の悩みとしては、いつになれば給食費無償化、教材
費無償化になるのか。地方都市としては、かなりの遅れを感じる。他自治体の成功例
をならう必要があると感じる。新たな取り組みや既存のサービスの充実ではなく。 

周辺地区 児 童 館 /
放課後児
童クラブ 

夏休みや冬休みなどの⻑期休暇に、お⾦がかかっても良いので児童館や児童クラブを
利⽤する際に昼食を提供してもらいたいです︕毎日じゃなくても、決まった曜日や週に
何回かでも良いのでそういうサービスがあると親の負担が少し減るので助かります。小学
校のプール授業ですが、外部の講師やプールのコーチにお願いして先生たちは補助や
監視に回るようになるといいかと思います。 

東⻄条丁目
地区 

放課後児
童クラブ 

働いていな親の子供は、放課後クラブ等入れないので、こまる時があります。特に冬
は、家でじーっとすごすことしかできず、こまります。もう少し、体を動かせる場を提供して
ほしいです。 

東⻄条丁目
地区 

放課後児
童クラブ 

休日や夏休み等の期間において、放課後児童クラブで⺠間の昼食配達等のサービス
を利⽤できるようにしてほしい。また、高校もそうしたサービスが利⽤できるとよい。学校
開放で教室を学習塾や習い事教室に貸出できる仕組みを作ってもらいたい。習い事
に通わせたいが、共働きのため送迎に課題があり、選択肢が限られる。学校が学習塾
や習い事の場にもなれば、安心して習い事をさせられるし、放課後の児童預かりの機
能も兼ねられる。 

 

（カ）教育・学校について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 教 育 / 学
校 

教育の個別最適化が国の方針で進められていますが、岩⾒沢市はどのような取り組
みをしているのでしょうか。学校によっても差があると思います。義務教育のうちは、住ん
でる地域によって学校が決まってしまうため、学校によって教育の質の善し悪しの差が
でてしまうのは不公平かと思います。 

周辺地区 学校 他の小学校の様に美園小を早急に新しくして欲しい。雪道の安全性や夏の暑さ対策
の為にも他の学校と合併して、スクールバスで通学でも良いと思う。給食センターの道
から⻄高に向かう方の交差点に信号をつけて欲しい。 

周辺地区 学校 とにかく人⼿不⾜。グレーゾーンの子たちへの対応が十分ではない。支援員、学習サ
ポートなど各学校の人員不⾜を解消して欲しい。また、親が子とすごせる時間が充実
すると良い。子どもの医療費については⼤変助かっています。ありがとうございます︕︕ 

周辺地区 教育 塾や習い事に対する補助や支援対策が必要 
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地区 分野 意⾒等 
東⻄条丁目
地区 

学校 国公⽴⼤学を目指せるぐらいの進学高校の早期設⽴を希望します。でなければ、札
幌などへの遠距離通学しかないと考えています。 

東⻄条丁目
地区 

学校 過疎化対応。子育ての補助、設備充実。市営体育館等の冷暖房対応。 

東⻄条丁目
地区 

学校 学校にエアコンを設置するのが⼤変遅い。何年も前から猛暑となっており、扇風機だけ
ではとてもしのげない。また、改修したばかりの学校にエアコンを設置していなかったのが
不思議でなりません。 

 

（キ）あそび場、道路・交通について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 交通 ・自宅と小学校に距離があり、小学 1 年生ということもあり、通学が心配。・市内バス
の便数が少なく、⾞を運転しない妻にとって異動が不便（子供との買い物、通院
時） 

周辺地区 道路 田舎地区（農家地区）に歩道がなく、子供を 1 人で歩かせることができない。（路
肩もほぼ無い状態）通学するのに支障があり、⼤変不便。 

周辺地区 道路 安全な道作りをお願いします 
周辺地区 公園 ☆子ども達に、体を動かそう︕というわりに、遊具のない公園が多すぎると思います。近

所の公園はとても広いのに草原です。公園作りは街づくりの基本です。雪で破損する
からといって設置しないままなのは、とても豪雪に負けない街づくりとはいえないと思いま
す。町内会をとおして、陳情しましたが、ベンチが増えただけでした。☆下の句かるたを
もっと普及させてほしいです。せっかく岩⾒沢に全国優勝するクラブがあるのに残念で
す。 

周辺地区 公園 公園はたくさんあってうれしいのですが、遊具がもっとあったらうれしいです。子供たちはと
ても公園を利⽤します。遊具の充実をお願いします。（小学校ではよくどこの公園が楽
しいとかもっとこんな遊具があれば、と話しているみたいです。） 

周辺地区 公園 バスケットゴールがある公園が欲しい。バス路線の充実、継続。高校のバス路線少な
すぎ、部活終わってからバスで帰って来れるようにして欲しい。送迎が本当に⼤変。小
学、中学は⽐較的お⾦かからないが高校に入る際、市独自で助成⾦出して欲しい。
タブレット購入など負担⼤きすぎる。低所得じゃないにしても現状つらいです。 

周辺地区 交通 父は日曜以外仕事、⺟は運転が出来ずなかなか習いごとをさせられないので、公共
交通機関の便を良くするか送迎付の習いごとがもっとあればと思う 

東⻄条丁目
地区 

道路 通学路の安全性を⾒直してほしい。⼤和セイコーマートがある十字路が信号がなく白
線のみでとても危険です。何度か事故を⾒たことがあり、通学路で児童も多いため、⾞
側、歩⾏者側、どちらもとても危険だと思いますので、ぜひ、信号機の設置をお願いし
たいです 

東⻄条丁目
地区 

道路 問 38-2 でも書いたように、とにかく通学路を安全にして欲しいです。自宅からの通学
路で信号機のない横断歩道があり、とても危険です。また、冬は除雪が不十分で歩
道がなくなり、⾞⼀台がやっとすれ違う⾞道を通学路として歩かなければならず、本当
に危険です。（2 条通り）除雪の仕方も歩道をつぶして左右に高く積み上げるような
やり方なので、脇道から出てくる⾞からは、小さい子どもは死角になるようで何度もひか
れそうになりました。今年から冬休み期間が短縮されたため、今後特に危険だと思いま
す。通学路のきれいな除排雪だけは切に願います。 

郊外地区ほ 公園 もっと子供達がたのしくあそべるような⼤型遊具がある公園を増やしてほしいです。周辺
に⼤型遊具がある公園がなく、せっかく広い公園があるのに遊具があまりないので子供
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地区 分野 意⾒等 
か 達が楽しめない。子供達が楽しめるような子供達が集まりたくなるような公園がほしい

です。休日、江別や札幌南幌の⼤きい公園に⾏かないと楽しめる公園がないです。 
郊外地区ほ
か 

公園/あそ
び場 

緑多めの⼤型公園に図書館とスタバがある。子ども⽤知育玩具があり、勉強もでき、
遊べる。子どもがのびのび遊べて、⼤人は⼤人度同士で会話をはずませる。場所が
あったら⾏ってみたい。 

 

（ク）情報について 
地区 分野 意⾒等 

東⻄条丁目
地区 

情 報 / 教
育 

⺟親や両親が仕事をすると子どもとの時間がとれず、仕事をやめると時間があるが、お
⾦がなく、生活が厳しいので、時間はあっても、いろんな体験はなかなかさせられない。
家庭の事情は色々あっても、子供は格差なく平等に好きな体験や教育を受け入れら
れるようにして欲しい。あと、勤務中、平日の「であえーる」や「まなみーる」に⾏くと、習
い事やイベントの情報がたくさんあり、愕然とした。そういった情報に触れる時間も無く、
平日の昼から夕方あたりのイベントは参加できず、共働き世帯の子は取り残されている
感じがした。子育て情報に特化したＨＰなどがあればまとめて⾒やすいと思う。学校で
もスマホ・タブレットを使うのが当たり前になってきているので、wifi のない家庭は助成す
るとかあると良いと思う。むしろ、全子育て世帯に助成してほしい。 

東⻄条丁目
地区 

情報 数々の支援等が有るのにも関わらず、その事が周知されていないため、活⽤されていな
い事も多いと思う。地域と子供を結びつけるのであれば、町内会と言う組織に関して、
予め市税にて徴収分配し、現状の様に会費を納めている人しか、町内会⾏事等に参
加できないシステムを変えると、結びつきは増えるのでは。 

 

（ケ）全体的な意⾒ 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 情 報 / 経
済 支 援 /
交通 

乳児期の情報はこちらから検索するか人に聞かないと入⼿できない。しつこいくらい⼿
紙やメールしないと産後や赤ちゃんの育児で疲れ切ってる⺟親の重い腰はあがらない。
牛乳やお米券は無人レジで使⽤できないので乳幼児を抱えて⻑い列のレジを待つの
は難しい。朝の 1 時間だけでも⼿押しではない信号機を設置してほしい箇所がある。
みどりのおばさんの数が⾜りないと思う。 

周辺地区 道 路 /
シ ョ ー ト ス
テイ/産科 

東・栄児童館を利⽤させて頂いています。学校からの距離がとてもあるので心配です。
冬は特に児童館周辺は雪でせまくなり、⾞もすれちがえないほどで危険です。歩道もな
い道路です。もう少し学校に近い場所に児童館を移動してほしいです。あと、私はもう
出産予定はないのですが、岩⾒沢市内に産科がもう無いという話を耳にしました。安
心して出産できる病院が市内にないのは、これから子供がほしい人にとって岩⾒沢を離
れるきっかけになりそうです。あと、去年、入院することがありましてショートステイなどの情
報をあまり知らなかったので、もっと早く知ることができたらと思いました。 

周辺地区 情 報 / 相
談 / 児 童
館 

子育てに関する情報を SNS で分かりやすく教えてくれるところが必要。○○児健診と
かで保健センターへ⾏った時など情報や保健師が子ども、保護者によりそって会話や相
談窓口などして欲しい。児童館の利⽤、児童館の先生もただ預かるだけでなく児童と
保護者によりそいが必要。研修制度も必要。 

周辺地区 経済支援
/ 放 課 後
児童クラブ 

市の問題ではないかもしれないのですが、子育てにかかるお⾦が膨⼤すぎて生活が苦
しいです。働いても働いても、お⾦が⾜りません。正社員になって働けるような環境もな
いですし、そうなった場合の子供達と過ごす時間が減ってしまうことも心配で踏み出せま
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地区 分野 意⾒等 
せん。雪が多い街ですが、子供達を屋内で遊ばせる場所が少ないことも残念です。子
供は、美園小児童クラブの狭い部屋で⻑時間過ごすことが退屈らしいです。夏休みも
ずっとあの部屋に閉じ込められれるような状態かと思うと、せっかくの夏休みなのに…とい
う気もします。でも働かなければ生活ができないし…スキップに変更しようかとも思いまし
たが、⾦額的に無理ですし。子供達が元気に子供らしく楽しく過ごせる環境がもっと整
えばいいと思います。 

周辺地区 支援/あそ
び場 

・市が⾏っているプールや、平日に⾏われている催しは、学校までのおむかえシステムが
あれば、仕事をしている親でも、子どもに利⽤させやすい。（児童館におむかえバスが
来る等）・高学年の子どもが楽しめるような、水遊び広場があってほしい。・駅近くに無
料の駐⾞場がほしい。イベントに現状参加しにくい。 

周辺地区 子 育 て 支
援 

・温水プール（特に夏休み）を利⽤させたいが、保護者（私）は就労で送り迎えが
できない。送迎バスなどあれば利⽤させてあげられるのだが…と思っています。・転居組
なのでママさんに知り合いがいません。学校⾏事に参加してもすでにグループはできあ
がっているので輪に入れず…。そんな人たちのコミュニティ（ＳＮＳ）あれば、知り合い
を作れたりするのかな…なんて思ったりしています。 

周辺地区 公 園 / 経
済支援 

岩⾒沢公園は環境もよく、リニューアルもしよく利⽤しています︕ただ、他の公園は遊
具も少なく選べる選択肢も…という所で札幌や南幌など近隣の市町村に出ることが多
いです。また、所得制限なく給食費を無償にするなど、もっと子育て世帯が実益だと思
うことをしてほしいです。子どもを産む人が減ります。岩⾒沢市の少子化、出生率は他
と⽐べても危機的だと⼀般的な家庭でも感じます。子どもの進学先は、札幌、江別…
と考えざるを得ません。このアンケートも子育てと仕事の合間に⾏っています。子育て世
帯の声を届けて下さい。 

 

（コ）その他の意⾒ 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 その他 不景気すぎてお⾦がない。給料は低いからどうしようもならない。年⾦暮らしや生活保
護の人が贅沢な暮らしをしてるのに税⾦取られすぎてる。子ども増やしたら負担だから
子ども作れない。 

東⻄条丁目
地区 

その他 子どもたちが⼤好きなサイゼリアを岩⾒沢の…。 

東⻄条丁目
地区 

その他 質問が⻑すぎて途中でやめてしまう親がいると思うのでもう少し短い問い数にしてもらい
たい。 

 

②４〜６年生 

（ア）子育て支援・相談支援について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 子 育 て 支
援 

医療、保育、障がいのある子どもへの支援は、すべての子に必要なものなので、「充実
を図る」ではなく責任感をもって進めてほしいです。預かりサービス、子ども食堂、体験
機会の充実は医療等の絶対に必要なものが完全にできてからにして下さい。必要最
低限の支援ができていないのにいろいろなサービス、政策に⼿を広げすぎだと思います。
バリアフリー等の環境整備は子育てではなく、高齢、障がいも含めて考えるべきだと思う
ので、子育てとしてきかないでください。 
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地区 分野 意⾒等 
周辺地区 子 育 て 支

援 
放課後等デイサービスや、幼児の時のことばの教室など⾏かせてもらえたこと、また特別
支援学級に入ってからいただいた⼿当てのお⾦など、本当にありがとうございます。特
に、幼児ことばの教室は子供も⼤好きで通い、また子供の人格が形成されるような⼤
切な年令の時に親も子も育てもらった感謝しかありません。どうぞこれからも続けて下さ
い。保育園も、今通っている小学校の先生も皆さん⼀生懸命に育ててくれてます。幼
児→小学校へ⾏っても、どこかに相談できる先生がいることがとても子育てにおいて⼤
切なのではないか、と思います。（わが家は様々な先生との出会いや、子育て支援を
うけさせてもらえていて、本当にありがたいです。） 

東⻄条丁目
地区 

子 育 て 支
援 

子育て支援施策が充実している所は移住者が増えていると聞きます。ありきたりなこと
も⼤切ですが、岩⾒沢として何かもう⼀歩進んだ子育て支援施策をお願いしたいで
す。住みたいなと、思ってもらえる岩⾒沢市にして欲しいです。 

 

（イ）経済支援について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 経済支援 ・乳幼児学童期は経済的負担少ないので、中学生高校⼤学の子育て支援の充実
をしていただきたい。（⼤学生が⼀番お⾦かかるが何の得もなく支援あると嬉しい）・
給食費の無料化他市町村でしているので、出来るのではないか︖・給食費口振⼿数
料小学は無料で中学はかかるのはおかしい︖・スキー等義務教育のバス代は市で負
担してほしい。・中学の制服変わり制服代の市からの補助あると良い（おさがり使⽤で
きないのは二重経費） 

周辺地区 経済支援 今後、海外姉妹都市への交流にも参加させたいが、個人の費⽤負担が⼤きく、現実
的ではないと考える。多くの子どもへのより機会の提供（オンラインを使⽤した交流や
個人負担の減額）を期待します。 

周辺地区 経済支援 物価など何かと高騰するなかで、子ども達にかかる（習い事や塾など）費⽤が多く⼤
変です…そういう学習の面でも支援があれば助かります。 

周辺地区 経済支援 給食費が無料になるとありがたい 
周辺地区 経済支援 乳幼児ならオムツやミルクの支援(やってたらすみません)小学生以上だと給食費の無

償化、高校生だと(働いている親が多いので)お昼のお弁当ではなくて食堂、それも無
償化など、お⾦もかかる時期の補助があると助かります。 

周辺地区 経済支援 ⾦銭面で苦しくなり、働く時間を増やしたり、子供が 1 人になる時間が増えたり、預け
先が乏しかったりで、虐待に繋がったりするところが多いと思う。お⾦に余裕が出来れば
親の心にも余裕ができる。産前産後だけではなく、高校を卒業するまで、学費にかかる
ものを無料にして欲しい。その分子供に優しくできる親が増えると思う。 

周辺地区 経済支援 子どもたちが⼤きくなり、子育て支援施策については現状維持で何も文句もありません
が、高校生までの医療費の無料化は⼤変ありがたいと思っています。（あまり病院にも
かからないのですが）子どもたちが小さい時は、「ばぶばぶ」「とことこ」、遊びの広場な
ど、お世話になりました。岩⾒沢市は自分から繋がろうと思えば、それに⾒合った場が
⽤意されていると思います。 

東⻄条丁目
地区 

経済支援 収入制限で助成等がないので医療費等、怪我や病気が多い時に費⽤負担が多く不
平等に感じる。子供多い世帯の方が色々補助されていてなんのためにたくさん税⾦を
払っているのが分からなくなる。 

東⻄条丁目
地区 

経済支援 岩⾒沢は色々と遅い。たとえば、子ども医療。18 歳まで無料は昨年度から。友達は
（他市町村）かなり前にすでに高校生まで無料でした。 

東⻄条丁目 経済支援 もう少し多子世帯にも支援して戴けるとありがたいです。収入が夫と共に増えたため、
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地区 分野 意⾒等 
地区 就学援助が受けられず、今年度 5 人中 2 人（中 3、小 6）修学旅⾏があり、出費

がかさみ、かなりキツかったです。来年度は 3 人が入学…。考えて出産しなかったからだ
ろ︕と言われればそれまでですが、発達支援、障がいのある子達への支援同様、多子
世帯への支援も考えてもらえると幸いです。よろしくお願いいたします。 

郊外地区ほ
か 

経済支援 頑張った子への支援。給食無償化か中身の充実。 

郊外地区ほ
か 

経済支援 医療費助成や児童⼿当などの給付の収入の限度額の決定方法を⾒直して欲しい。
子どもが何人いても、1 人でも、収入で決められる。収入を扶養する子供の数で割っ
て、その数字で決めてくれないと不公平かなと。いくら収入があっても子どもが多いとそれ
だけお⾦がかかる。あと、ひとり親の非課税。周りに居るが家や⾞、バイク、良いものを
買ったりしてる。あちこち旅⾏に⾏って、何か違和感を感じる。もう少し調査してから非
課税にしたり給付⾦を出したりするべき。それなら⼾籍上だけで離婚した事にしたほう
が、暮らしが楽になる。本当に困ってる人にしっかり税⾦を使って援助してほしい。そして
郊外の地域に対してもっと関心を持って欲しい。施設や公園、設備、公共交通機関
についてもです。よろしくお願いします。 

 

（ウ）産前・産後、産科・小児科について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 産科 産科を増やしてほしい。岩⾒沢市で産みたいと思えなくなり、若い世帯は流出し、人
口減および市の高齢化が進む。 

 

（エ）教育・学校について 
地区 分野 意⾒等 

東⻄条丁目
地区 

学校/いじ
め 

子のために親はどう動くべきか①〜⑫考えるが、いじめ（SNS や無視等）それで学校
の先生にも言えない場合、どういうふうにどこで誰に相談したらいいかと友人が悩んでい
た。教育委員会いじめ対策の方がいるからきいてみたらと伝えました。実際、まだまだ子
供同士悩みを話しているのを⾒ました。 

東⻄条丁目
地区 

学 校 / 教
育 

・小学校の授業でタブレットを使うことやディスカッションすること、グループワーク等、充実
してくれたらなと思います。・昔ながらのやり方も⼤切ですが、新しい事を取り入れていく
ことも⼤事だと思います。地域としてこだわるところと、外のものを受け入れることのバラン
スをとって今後発展していって欲しいなと思います。 

東⻄条丁目
地区 

学 校 / 教
育 

学校の放課後に学校で塾や習い事ができると最高。有料でいいので。硬筆とかそろば
んとか、学習塾。 

東⻄条丁目
地区 

学 校 / 施
設 

子供がサッカー、バスケットを部活動などでしているが岩⾒沢市内に夜間使⽤できる
サッカー場がない。岩⾒沢市内にバスケットの⼤会ができるような⼤きな（サブアリーナ
あり）の体育館がないために、美唄や栗山、三笠など近隣への送迎が⼤変です。岩
⾒沢市には必要だと思います。スポーツセンターも非常に古くて、2Ｆからいつ子どもが
落ちてケガをするのではと利⽤者はみんな話しています。施設の建設を考えてほしいで
す。 

郊外地区ほ
か 

学校/いじ
め 

当事者ではないが、いじめに関して学校は結局隠蔽体質だと思うことがあった。教育
委員会に伝えてようやく動きがあるが、初動が遅い。被害者側ばかりに負担が多い。
小中⼀貫校になったが、情報共有で来ていなくて驚いた。 
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（オ）保育・預かりについて 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 保育 だれでも保育園に⾏ける制度をおこなう前に保育士さんたちの環境がよくなるように現
場調査してほしい。みどり保育園、なにか事件になる前にお願いします。園⻑の問題。 

東⻄条丁目
地区 

預かり ベビーシッターやお⼿伝い、夜勤時の第３者へ預けるサービスがもしあっても経済的に
利⽤できないと思う。また、現在多くの人が使ってないのに利⽤すること自体、人から何
と言われるかわからないし、サービスの質が安定していないなら、何されるか不明でこわく
て利⽤したくない。でも、誰かに助けてほしいと思うことはよくある。 

 

（カ）児童館・放課後児童クラブについて 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 放課後児
童クラブ 

放課後児童クラブの受入条件を緩和して欲しい。週 4 日、午後 4 時まで就業という
条件が厳しい。特に小学校低学年の子が 1 人で留守番しなければならない状況にな
らないようにして欲しい。 

東⻄条丁目
地区 

放課後児
童クラブ 

・学童保育で夏休みや冬休みのお弁当を提供してほしい。（希望者に有料でも）・
利⽤者数に対して施設の広さや職員数が⾜りていないと思う。遊ぶものもどんどん更新
してもらわないと学童保育中退屈してしまうようなので、充実していただきたい。 

郊外地区ほ
か 

居場所 学校が短縮日課の日が増え早く帰宅する時、児童館が遠いためもっと沢山の子どもた
ちが集まれる場所があったら⾏きやすいと思う 

 

（キ）公園・道路について 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 公園 自転⾞を練習できる公園があると小さい子はうれしいと思います。 
周辺地区 公園 公園遊具等を岩⾒沢公園に増やしてほしい。札幌の滝野すずらん公園の様に、視察

するなりして、参考にしてリニューアルしてほしい︕︕入場料をとっても、魅⼒ある公園
であれば、郊外でも来場する︕︕実際、わが家は札幌方面の魅⼒ある公園でお⾦を
使ってきている（休日、夏、冬休み） 

無回答 道路 北 5 条医院のななめ向いの歩道で自転⾞で転倒。⼿や膝をすりむいてしまいました。
その日は、雨で歩道がぬれていて、マンホールで滑り、マンホールの直後にアスファルトの
段差があり、転んでしまいました。できれば、なおして頂きたいです。 

周辺地区 道路 日の出小学校付近の横断歩道に信号機を設置してほしいです、横断歩道だけでは
横断する子どもがいてもなかなか止まる⾞が少く危険だと感じています、近くの歩道橋
も⽼朽化しており危険だと感じます。 

 

（ク）情報について 
地区 分野 意⾒等 

郊外地区ほ
か 

情報 知らない事がとても多いので、わかりやすいマップがあると良いなと思います。（すでに
あった場合すみません） 
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（ケ）全体的な意⾒ 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 子 育 て 支
援 / 小 児
科 

放課後デイサービスの場所や小児科をもっと増やしてほしい。放課後デイサービスは今
さがしてくれているのですが、全然空きがなく、⾏けないのが現状です。休日の時、急に
体調が悪くなって、小児科へ⾏こうとしてもやってなくて⼤変でした。 

周辺地区 子 育 て 支
援/教育 

子供達に未来のある社会にしていきたい。政治とかに、ふりまわされたくない。子供達
へ、お⾦をかけて育てていきたいので、支援の充実や、教育を充実させてほしい。 

周辺地区 子 育 て 支
援/学校 

装具を作る期間をもっと柔軟にしてほしい成⻑期の為すぐ使えなくなってしまう。1 年な
んかもたない。障害児は習い事ができない（受け入れが少ない）他の子と⽐べてあき
らめることばっかりだ。⾏かせたいと思う中学校も近くにない。 

郊外地区ほ
か 

経済支援
/児童館/
放課後児
童 ク ラ ブ /
学校 

・未就学児の居る家庭へのゴミ袋無料配布や指定ゴミ袋以外でも出して良い等の
サービスのない市は初めてで、何て不親切な市なのだろうと思いました。・児童館（児
童クラブ）も、親の迎えが原則基本で、迎えがないと利⽤できないなんて言うのも初め
てで、更に延⻑料⾦が発生するなんて利⽤しにくいこ事この上ないです。・小学校の給
食に自宅から箸やランチマットを持って来させる自治体も初めてで驚きました。些細なこ
とですが、これまでそうでなかったので、⽤意する所から日々の洗浄まで⼿間です。・毎
週の短縮日課の意味もよくわかりません。授業時間数⾜りるの︖プール授業も少なす
ぎると感じました。 

 

（コ）その他の意⾒ 
地区 分野 意⾒等 

周辺地区 その他 子どもを産み、育てたいと思う若い世代の方の価値観の中に、自分自身の生活も⼤
事にしたいという気持ちが、より強くなっているように感じます。育児の⼤変さを噛みしめ
ながら、充実感、達成感を味わえるようなサポートとして、経済的な自⽴と社会参加の
機会について支援して頂くことで、若い世代のニーズに応えていけるのでは、と思いま
す。 

周辺地区 その他 これからもよろしくお願いします。1 つ 1 つは小さいものかもしれませんが、私はそれらに
助けられてきたと感じています。このようにアンケートをとるなど、色々と考えようとして下さ
る姿勢に感謝します。 

東⻄条丁目
地区 

その他 今回のようなアンケートの解答は、時間に余裕がある家庭はできると思いますが、ネグ
レクトやヤングケアラーのような家庭は、アンケートを書くことはできないかもしれません。
そのような家庭の実態を把握していくことは⼤切だと思いました。 

東⻄条丁目
地区 

その他 ⾏政が小⼿先の子育て施策で何か変わると本気で思っています︖ 

東⻄条丁目
地区 

その他 市内で子供に経験させる場が少ない 

東⻄条丁目
地区 

その他 満⾜しています。 
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１ 就学前児童調査票 
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２ 小学生調査票 
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